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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　プロローグ







　うだるような残暑に、静しず馬まは辟へき易えきしていた。

　鬱うつ蒼そうとした山道は、九月だというのにさながら蒸し風ぶ呂ろのようだ。前髪が額ひたいにへばりついていて気持ち悪いが、大荷物で両手が塞ふさがっているおかげで汗を拭ぬぐうこともできない。

　スーツケースに三つのリュックサックという大荷物の中身は、ほとんどが食料である。

　大量の食料を持って静馬が進んでいるのは、奈良県飛鳥あすか地方のとある山中。

　目指しているのは、地元民ですら入り込まないような山深くにある、名もない寺であった。

　通称は飛鳥の修行場。『院いん』に所属する者たちは、その寺をそう呼んでいた。

　奈良には、吉よし野のにある『院』本山とは別に、数カ所の山寺が修行場として存在する。

　獣じゆう人じんの戦士が思う存分に力を振るって腕を磨みがくためには、最低これだけ、という広さと、人目につかないという条件が揃そろった場所が必要になる。

『院』は、条件に適するいくつかの山を買い取り、修行場として開放していた。

「やれやれ。道にこれだけ草が生い茂っているということは、近ちか頃ごろの若い人たちがあまり修行場を活用していないという証拠ですね。嘆かわしい」

　静馬のぼやきは、二十四にしてはいささか年寄りくさい。

　彼が飛鳥の修行場を目指しているのは、無論、修行のためだ。

　獣じゆう聖せい十じゆつ士しに匹敵する使い手として名高い彼が、なぜ大量の食料を持参し、山に籠こもってまで修行を行おうとしているのか。

　時は、三日前に溯さかのぼる。




　欠けてゆく細い鎮ちん静せいの月に、黒雲がかかっていたその夜は、静馬が奈良を訪れて三日目の夜であった。

　濃こい闇やみの中を、静馬は人間離れした跳ちよう躍やく力で渡ってゆく。

　民家やビルの屋根から屋根へと、音もなく跳躍は繰くり返される。

「目標は、市街を離れようとしているみたいですね」

　敵もこちらの気配を察知しているようだ。人目につかないところにまでおびき出して、返り討ちにしようと考えているのだろう。

「昨夜は逃げ切られてしまいましたからね。これ以上彼らに時間を費やされるのは御免です。今夜でケリをつけさせてもらいますよ」

　会社の方は有給休暇を取って、奈良に出向いてきた真の目的は、香か沙ざ薙なぎ桂けいという名の青年の素性を徹てつ底てい的に洗うためだ。ヨゴレ者の討伐のためではない。

「橘たちばなさんも、人が悪いというか間が悪いというか……」

　静しず馬まが奈良へやってきた本来の目的をそっちのけにしてヨゴレ者を追っているのは、知人に頼まれたためだ。橘というのが知人の名である。橘は京都在住の獣じゆう人じんで、『院いん』の先せん輩ぱいに当たる人物であり、世話にもなっている。断れる頼みではなかった。妻が臨りん月げつだから、というのがヨゴレ者の討伐が静馬に回された理由である。

　静馬が追っているヨゴレ者は、関西地方をねぐらにして暗殺業を請うけ負っているという、赤熱の騎き士し団を名乗る四人組のレッドウルフだ。

　いずれも手て練だれで、既に何人もの『院』の刺客が返り討ちにあっているという。

「早々にカタをつけて、調べることを調べて東京に戻るとしましょう。有給が切れる前に」

　学校の給水塔を蹴けり、地上に降りる。と、そこで強烈な匂においが鼻孔に飛び込んできた。血の匂いだ。追跡途中の敵のものだと、すぐに分かった。

「誰だれかが、私より先に彼らと闘たたかっているようですね」

『院』の刺客だろうか。

　匂いを追って走った静馬がたどりついたのは、ホテルかなにかを建造しているらしい建けん築ちく現場の、そこから少し離れた場所にある、資材置き場だった。

　開けた場所に鉄骨などの資材が山積みにされ、数台のショベルカーが停とまっている。

　そこで静馬は、惨さん劇げきを目まの当たりにした。

　四人の人じん狼ろうの死体が散らばり、傍らに血にまみれた身の丈二メートルを超える異い形ぎようがいた。

　死体は文字どおり散らばっていた。ちぎれた腕や足が転がり、細かな肉片があたりに散乱している。頭部が腐った柿のように潰つぶれている者もいた。

　一方的な虐殺だ。四人の死への恐怖の匂いが、夜気に染み込んでいる。

「何者です、あなたは？」

　一般人なら吐き戻してしまいそうな光景だが、死体を見慣れている静馬は、冷静さを失うことなく問いかけた。

　異形は無言で、笑むように牙きばを剝むいた。口の端は、耳のすぐ近くまで切れ上がっている。

　二本の足に二本の腕という人型をしてはいるものの、人とは明らかに異なる生き物だ。獣人とも違うだろう。

　身体からだ中の筋肉という筋肉が隆起している。二の腕や太ももなどは丸太のように太い。剝き出しの肌はだの色は、顔面から、爪つま先さき、指先にいたるまで鉛色だ。

　量の多い漆しつ黒こくの髪は腰の下まであり、深い皺しわの刻まれた眉み間けんからは、長さ三十センチほどの金色の角つのが真っすぐに伸びている。

　双そう眸ぼうはフクロウのように大きく見開かれ、ギラギラした輝かがやきを放っていた。

「まるで鬼ですね」

　静しず馬まの呟つぶやきに、異い形ぎよう──鬼は、嬉うれしそうに舌なめずりをした。

　鬼は、巨大な剣を肩に担ぐようにして持っていた。柄つかを含めれば二メートルはあるだろう、反り身の片刃剣だ。べっとり血に濡ぬれている。この巨大剣で四人を斬きった、否、叩たたき潰つぶしたのだろう。斬れ味そのものは鈍そうだ。

「赤熱の騎き士し団なんてたいそうな名前で呼ばれてるからよ、どれほどのものかと期待していたが……とんだ期待外れだったな。糧かてになるどころか、運動不足の解消にもならなかったぜ」

　あごを突き出すようにして、鬼が言葉を発した。低く、重みのある声だ。

「なるほど、人語を操れる知能はあるんですね」
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　メガネを外して上着の内ポケットにしまうと、静馬は上着を脱いだ。

「話が早いな、あんた」

「殺気を撒まき散らしている相手に尋問する場合は、先に手足を潰すことに決めてるんですよ」

　腹を抱えて鬼が笑った。耳が痛いぐらいに大きな笑い声だ。

「あんたなら、いい糧になってくれそうだ」

「糧？」

　静馬が眉まゆ根ねを寄せると、

「無限の糧だ！」

　殺気を爆ばく発はつ的に増幅させて、鬼が突進してきた。巨体にそぐわぬ速さだ。

　間近に迫ってきたところで、静しず馬まは跳ちよう躍やくした。巨大剣を振り上げた鬼の肩を蹴けり、さらに上に飛ぶ。そこで静馬は身を翻ひるがえし、狼おおかみの咆ほう哮こうをあげた。

　Ｙシャツが弾はじけ飛び、上半身が狼へと変へん貌ぼうする。白金プラチナのような体毛が夜に閃ひらめいた。

　変身を完了した静馬を見上げ、鬼は黒い双そう眸ぼうを喜びに光らせた。

　地に降りる前に、静馬は仕掛けた。

「雷らい華か夢む想そう・翔しよう破は！」

　高らかに腕を掲かかげ、指先に青白い雷光を発生させて縦たてに振り下ろす。

　指先が虚こ空くうに弧を描いたその跡に、長さ一メートル程の青白い刃やいばが生まれた。

　雷を剣に結晶化させる御み剣つるぎを応用した技だ。それが疾風の速さで鬼に向かっていく。

　鬼は、剣を持っているのと逆の腕で翔破を受け止めた。鋼こう鉄てつすら容易たやすく斬きり裂いてしまう威力を持つ翔破だが、腕の真ん中あたりまで食い込んだところで止まってしまった。

「たいした筋肉です。ですが──」

　翔破の真価はここからだ。「弾けろ！」、静馬が命令を下すと、翔破は爆ばく発はつした。

「ぐあああっ！」

　驚おどろきか苦く悶もんか、あるいは両方か。鬼は声をあげて漆しつ黒こくの髪を振り乱した。腕は、肘ひじの下から吹き飛んでいる。

「このまま終わらせる！」

　着地と同時に決めるべく、静馬は両手を雷光に包み、反り身の刃を発生させた。これが御剣だ。が、着地するよりも速く、鬼が跳躍してきた。それも弾丸のような速さで。

　瞬しゆん時じにして上を取られてしまった静馬は、御剣を頭上で交差させて、防御体勢を取った。そこに巨大剣が振り下ろされた。目にも止まらない凄すさまじい剣速だ。

　重量感のある鬼の剣と、御剣がぶつかり合う。

　衝しよう撃げきが静馬の全身を駆け抜けた。御剣は砕かれ、巨大剣が左の肩を襲おそった。

　肉が裂け、骨が断たれる。首を倒していなければ頭を潰つぶされていた。

　巨大剣の勢いはそのまま静馬を地面に叩たたきつけた。

　まともに左肩から落ちた。激痛に襲われたが、こらえて静馬は立ちあがった。

　浮遊の術が使えるのか、鬼は降りてこない。顔の左半分を吊つりあげるようにして笑っている。

「降りてくる気がないのならば、そのままそこで消えなさい」

　右手を上空の鬼に向け、静馬は深く息を吸い込んだ。銀の体毛が雷光を放ち、火花が散る。雷光に当てられたかのように周囲の空間に歪ゆがみが生じた。

　多彩な技を持つ静馬だが、空間をも歪ませるほどの力を放つ技は一つしかない。

「雷華夢想・蒼そう龍りゆう！」

　身体からだを覆おおっていた雷光が数十倍に膨ふくれ上がり、突き出した右腕から奔流となって放たれた。

　雷の蒼あおい龍は、腕で顔面を庇かばうようにした鬼に喰くらいつき、閃せん光こうを一面に広げた。

　爆ばく発はつ音が大気を震ふるわせる。夜の色が蒼あおく染まり、燐りん光こうが雨となって地上に降り注いだ。

　左肩を押さえ、眩まぶしさに目を細めながら、静しず馬まは上空を見つめた。爆発に気配が乱されていて敵の状態はつかめない。

「手て応ごたえはありましたが……」

　直ちよく撃げきだ。妖よう術じゆつの類たぐいで防いだ様子もなかった。

　蒼そう龍りゆうは最大の攻撃力を持つ技である。これを凌しのいだ敵は過去に一人のみ。だが──。

　閃せん光こうが薄うすらぎ、露あらわになった鬼の姿に、静馬は「くっ」と呻うめいた。

　鬼は凌いでいた。ただし無傷ではない。大きな傷をいくつも負っていた。左肩はごっそり肉がえぐれて骨がのぞき、左足はズタズタに切れてちぎれかかっている。

　血まみれになりながらも、しかし鬼は笑っていた。それも肩を震わせて。

　──一撃で足りないのならば、もう一撃放つまで！

　再び構えを取る静馬。

　蒼龍は消耗の大きな技だ。立て続けに放つには昏こん倒とうの覚悟がいる。だが迷う余地はない。敵の状態から考えて、もう一撃喰くらわせてやれば確実に倒せる。

　息を吸い込み、体毛が輝かがやき始めたその時、鬼が高笑いを響ひびかせた。蒼龍の爆発音もかくやという大声に、静馬はたじろいだ。

「いいぜ！　今のはいい一撃だった！　転てん生しようには足りねえが、こんだけの痛みはそうそう味わえるモンじゃねえ！」

「気に入ってもらえたのならなによりです。もう一度味わわせてあげますよ！」

　中断させられた蒼龍を放つべく、静馬は体毛を雷光に包ませた。

「言うじゃねえか。喜んで喰らってやりたいところだが、さすがにもう一発喰らっちまったら転生通り越して木こっ端ぱ微み塵じんだからな。今度はこっちがいかせてもらう！」

　高らかに鬼が叫ぶと、静馬の足元でボコッと音がした。

「な……っ!?」

　地面から土の塊が盛り上がってきた。それは龍の頭の形をしていて、大口を開けて静馬の胴に喰らいついた。

　土でできた牙きばが身体からだに食い込み、鮮せん血けつが散る。

「ぐあっ！」

　土の龍はみるみる首を伸ばし、静馬を積み上げられた鉄骨に叩たたきつけた。

　静馬は苦痛に顔を歪ゆがめながら、土の龍の頭に鈎かぎ爪づめを突き刺し、雷を流して粉々に破は壊かいした。土の龍は砂さ塵じんになって散る。

　立ち上がろうとした静馬だが、両脇わき腹ばらと背中に受けた牙の傷は深く、腰を浮かしたところで膝ひざをついてしまった。

「さっきの一撃に俺おれを仕留めきれるだけの威力があれば、あんたの勝ちだった」

　鬼が目の前に降りてきた。巨大剣を地面に突き刺し、手を伸ばしてくる。

　抗あらがえず、静しず馬まは首根っこをつかまれて持ち上げられた。出血がひどく目が霞かすんできた。

「あんたはいい戦士だ。技にもキレがあるし、なにより攻めに迷いがねえ。弱点をあげるとすれば、攻こう撃げき力の不足だな。もう一段上の攻撃力がありゃあ、あんたは誰だれにも負けないだろうぜ」

　鬼の手が首から離れた。瞬しゆん間かん、静馬は力を振り絞るようにして技を放った。

　動かせる右手にだけ御み剣つるぎを生み、鬼の首に斬ざん撃げきを見舞った。

「ぬっ！」

　だがその一撃は完全には決まらず、左の耳を斬きり飛ばすだけに終わった。

　静馬はそのまま鉄骨の上に倒れた。御剣が消える。

　斬り飛ばされた耳が、ぴちゃっと音を立てて落ちた。一瞬驚おどろいたような顔をした後、鬼は大笑いした。笑いながら、その巨大な足を静馬の腹にのせた。

　傷口を踏みにじられ、意識が激痛に吹っ飛びかけた。

「最高だぜ、あんた。気に入った。殺さねえでおいといてやる」

　ぐっと足に体重をのせて言うと、鬼はその大きな背中を向けた。

「縁えんがあったらまた闘やろうぜ」

　咳せき込み、静馬は意識を失った。




　全治に要した時間は三日。

　入院はせずにホテルで治ち療りように専念した三日、静馬は悩み、その末に一つの決意をした。

　修行の決意である。

　鬼は言った。攻撃力の不足が弱点だと。

「自分で分かっていることを改めて指摘されるというのは、腹立たしいものですね」

　ましてや弱点を指摘してきたのは敵なのだ。静馬にとっては我慢ならないことであった。

　攻撃力の不足──。それは静馬自身、以前から課題として感じていたことだ。

　静馬の最大の武器は、技の多彩さである。牽けん制せい用のものから対複数のものまで、数でいうなら『院いん』の戦士の中でも一、二を争う。

　反面、絶対的な攻撃力を持つ技はなかった。蒼そう龍りゆうの威力は凄すさまじいものがあるが、姉・静しず華かの奥の手である太陽落としに比べれば、格は落ちる。

　攻撃力の強化は、必要不可欠であった。

　奈良を訪れた本来の目的を後回しにしてしまうことになるが、優先させるべきは修行だと、静馬は判断した。香か沙ざ薙なぎ桂けいにしろ、鬼にしろ、どのみち今のままでは再び見まみえたとしても勝てはしないのだから。

「とどめを刺さずに私を生かしておいたことを、後悔させてあげるとしましょう」

　かつて同じ相手に二度敗れたことはない。修行に一区切りがついたら、必ず見つけ出して仕留めてやるつもりだ。

　山道を抜けると、寺へ到着した。急な石段をのぼって、境内に入る。

　懐なつかしい風景が目に、懐かしい匂においが鼻孔に飛び込んできた。

　飛鳥あすかの修行場を訪れるのは六年ぶりのことだ。かつて静しず馬まは、高校の三年間を奈良で過ごし、この場所で同期と腕を磨みがき合った。

　たくさんの思い出があった。

　人を救うことの難しさを思い知らされた場所でもある。

　手荷物をどさっと置くと、

「またしばらくお世話になりますよ」

　昔と変わらないボロボロの本堂に向かって、静馬は薄うすく微笑ほほえんだ。













　　　　第一章　鬼







　十月──。

　秋晴れの日曜だった。

　家族連れで込み合っている水族館に、三人の姿はあった。

　後ろ髪を紐ひもで縛しばっている以外に特徴のないどこにでもいそうな青年が、両手に花で歩いていた。月つき森もり冬とう馬まである。

　両手に花、のわりには、冬馬はげんなりしていた。

「冬馬さん、マンボウです。最初はマンボウを観みにいきましょう！」

　深み雪ゆきに腕をぐいぐい引っ張られ、冬馬は「うわっ」とよろけた。

　深雪は、さらさらした栗くり色の髪に大きなリボンを飾った二十二歳である。小柄で童顔なので、十六、七歳ぐらいにしか見えない。

「あたしイルカさんがいい！　冬馬さんだってマンボウさんよりイルカさんの方が好きだよね！」

　よろけた冬とう馬まを、手を繫つないでいた少女が負けじと引っ張った。

　くっきりした眉まゆに大きな目が可愛かわいい、九歳の少女だ。綺き麗れいな黒髪をポニーテールにしていて、左腕にパンダのぬいぐるみを抱えている。

　少女の名は、由ゆ花か。本来の姓は綾あや瀬せであったが、冬馬の姉夫婦の養女となり、現在の姓は都つ築づきとなっていた。九歳ながらも由花の力は深み雪ゆきに負けていない。冬馬は「わわっ」と反対側によろけた。

「マンボウです！　水族館はマンボウに始まってマンボウに終わるのが基本だって、誰だれかが言ってました！」

「絶対にイルカさん！　イルカさんの方が鳴き声が可愛いもん！」

「別にマンボウもイルカも逃げないんだから、どっちから先に観みたっていいんじゃないかな？」

　仲裁しようとした冬馬だが、

「マンボウです！」

「イルカさん！」

　効果はなかった。深雪も由花も言い出すと聞かない頑がん固こ者ものなのだ。
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「さっきの動物園でもこうだったよな……」

　午前中に行った動物園でも、最初にゾウを観るかパンダを観るかで、深雪と由花の意見が分かれたのだ。

「はあっ」

　ため息をついていると、

「冬馬さんはマンボウとイルカ、どっちが好きなんですか!?」

　深雪が強い口調で訊きいてきた。

「どっちって言われても……」

　冬馬が水族館で一番好きな魚は、水すい槽そうの中をぐるぐる回ってるイワシなのだが、そんなことを言うとややこしくなりそうだったのでやめた。

「ねえ冬馬さん。イルカさんにしようよ。早くいかないと、ショーが始まっちゃうよ？」

「そうか。ショーがあるんだもんな。深雪さん、マンボウはイルカショーが終わってからにしようよ。早く席取らないと、いっぱいになっちゃうだろうから」

　水族館にやってきて、イルカショーを観ない手はないだろう。由花に賛成すると、

「冬馬さん、また由花ちゃんを贔屓ひいきにしました！　さっきもわたしが観たいって言ったゾウさん後回しにしました！」

　深雪のほっぺたが真っ赤になった。

「べ、別に贔屓になんて……」

「わたし、一人でマンボウ観てきます！」

　弁解を聞いてくれない深み雪ゆきは、組んでいた腕を解いて一人でいってしまった。

「み、深雪さんっ！」

　慌てて止めたのだが、深雪は競歩並みの速さでするすると人波を抜けてゆき、あっと言う間に見えなくなった。

「ううっ、怒らせちゃったよ」

　困っていると、

「ダメだよ冬とう馬まさん！　どうして深雪さんのこと怒らせちゃうの!?　深雪さんが可哀かわい想そうだよ！」

　由ゆ花かにまで怒られてしまった。

　よく意見がぶつかる深雪と由花だが、仲が悪いわけではなかった。仲は実の姉妹のようによいのである。どこかに出掛ける時は、前もって相談してお揃そろいのリボンをしてくるほどだ。

「あたし、イルカさんなんてもういい！　深雪さんと一緒にマンボウさん観みてくる！」

　冬馬の手をパッと離すと、由花は深雪を追っていってしまった。振り返って、あっかんべーまでされた。女と子供は理不尽である。

「俺おれが悪い……んじゃないよな」

　立ち尽くしていると、

　ゾクッ。不意に悪寒が走った。

「──!?」

　いきなり背中にツララを突っ込まれたような感覚に、冬とう馬まはバッと振り返った。

　大勢の客がいる。冬馬の真後ろにいたのは、父親に抱っこされた小さな男の子だった。

　急に振り向いた冬馬の形ぎよう相そうに怯おびえ、男の子は目を潤うるませた。

「ああっ、ご、ごめんっ！」

　男の子に謝あやまると、冬馬は逃げるようにその場を離れた。

「なんだったんだ……今の……？」

　冷や汗が滲にじみ出てきた。

「気のせい、だよな」

　そう思うことにした。




　深み雪ゆきと由ゆ花かを探してマンボウの水すい槽そうの前にきた冬馬だが、二人の姿はなかった。

　マンボウは人気があるらしく、水槽の前には人だかりができていた。

「あれ？　二人とも、どこいったのかな？」

　頰ほおをかいて、冬馬は水槽を見た。大きな水槽の中で、マンボウが一匹、ゆらりゆらりと斜めに泳いでいた。

「マンボウって、間近で見ると気持ち悪いんだな……」

　獣じゆう医いになると、マンボウを診察することもあるのだろうか。

　ちょっと嫌いやだな、と冬馬は思った。

「わたし、マンボウが大好きなんです！　お部屋にもいっぱい、マンボウグッズがあるんですよ！　きっと冬馬さんも、マンボウを見れば、現代人が忘れていたなにかを思い出しますよ！」

　水族館に向かう道すがら、深雪はそんなことを言ってはしゃいでいたが。

「現代人が忘れていたなにか、か……」

　色々忘れている気もするが、なにを忘れているのかと考えると、パッとは浮かばなかった。

　忘れたいことならたくさんあるのだが。

「と、とにかく二人を探そう」

　マンボウの前を去ろうとすると、急に目眩めまいがして、冬馬は近くの柱に手をついた。

　眉み間けんに指を当て、頭を軽く振る。

「またか……」

　苦い顔で、冬馬は右手を見た。薬指に、古ぼけ、黒ずんだ銀の指輪がはめられている。

　風邪かぜを引いているわけでもなければ、食事を抜いているわけでもない。睡眠だって充分に取っている。なのにこの一週間ほどの間に、五回も目眩に見舞われている。今ので六回目だ。

　最初に症状が現れたのが、一週間前。深雪と由花と三人で、由花の両親の墓を参った帰りに、目眩めまいに襲おそわれたのだ。吐血もした。

「くそっ」

　ごつっと拳こぶしで柱を叩たたき、顔を険しくしていると、

「冬とう馬まさーん！」

　手を繫つないだ深み雪ゆきと由ゆ花かが、小走りでやってきた。機き嫌げんは直ったのか、二人ともにこにこしていた。

「あれ、どこいってたの？」

　ぱしっと頰ほおを叩たたき、笑顔を作って訊きく。

「はい。二人で話し合って、最初はマンボウとイルカの中を取ることにしたんです」

「それで、おみやげ見てたの」

　深雪と由花は「ねーっ」と笑い合った。

「そ、そう」

　どうしてマンボウとイルカの中を取ると、おみやげになるんだろう？　疑問に思ったが、訊きはしなかった。

「冬馬さんも、おみやげ買いましょう！」

「あたしと深雪さんの名前が入ったお箸はしとかも、売ってたんだよ！」

　二人に元気よく両手を引っ張られ、冬馬は転びそうになった。

「だあっ！」

　というか、転んだ。




　深雪が選んだのは、マンボウのクッション。由花はイルカ饅まん頭じゆうなる物を買った。つぶあんとカスタードの二種類だ。みんなで食べられるおみやげを買ってくるように、静しず華かに命を受けていたという。

「おみやげのお金は、冬馬さんに出してもらえだって」

　並んだレジで、由花は衝しよう撃げき的な一言を放った。さらに深雪まで、

「じゃあわたしも、このクッション買ってくれたら、由花ちゃんを贔屓ひいきにしたこと許してあげます。買ってくれなかったら、今年いっぱい根に持ちます」

　そんなことを言い出したのだ。それも嬉うれしそうに。

　冬馬は泣きたい気持ちになりながら、代金を払った。由花には動物園でもパンダのヌイグルミを買わされていたので、おかげで財布がすっかり軽くなった。

「冬馬さん、今日はとっても楽しかったです。わたし、このマンボウを冬馬さんだと思って抱き締しめて寝ます」

　顔が隠れるぐらいに大きなマンボウクッションを、深雪はしっかりと抱き締めている。

「そ、そう。ありがとう」

　マンボウと重ねられてしまうことにいささか抵抗はあったが、口にはしなかった。

「冬とう馬まさん。土曜日のお誕たん生じよう日びイブ、楽しみにしてるね！」

「由ゆ花かの誕生日祝うの、初めてだもんな。俺おれも楽しみにしてるよ」

　ポンと頭に手を載せると、由花は甘える子こ猫ねこのように目を細めた。

　今週の土曜日、十月十六日は由花の十回目の誕生日、の前日。当日の十七日は、都つ築づき家で学校の友達を呼んでパーティーをすることになっているので、前日にお誕生日イブパーティーと銘打って、冬馬と深み雪ゆきと由花の三人で外で食事をすることになっていた。

「じゃあ、二人とも気をつけて帰ってね」

　二人は「はーい！」と元気よく返事をすると、手を繫つないで仲良く帰っていった。

　深雪は、今晩は都築家に泊まることになっているのだという。

　改札で二人を見送ると、冬馬は別のホームに降りて電車に乗った。

　平日ならば込み合う時間だが、日曜ということで車内はガラガラだった。

　一駅なので、座らずに吊つり革につかまる。

　揺られながら、冬馬は右手を見た。自然とその表情が曇くもる。

　薬指にはめられた飾り気のない銀の指輪には、『久く遠おんの月つき』という名前がある。

　指輪をはめる趣しゆ味みなどない冬馬が、なぜこんな指輪をしているのか。

　それは外れないからだ。

　冬馬はこの指輪を、亡くなった由花の実父・綾あや瀬せ由ゆ紀き彦ひこから譲ゆずり受けた。

　そしてこの指輪に秘められた力を使い、失われていた変身能力を取り戻して敵と闘たたかったのだ。

　身につけた者の生命力を活性化させ、回復力を高める。

　身につけた者に眠る戦せん闘とう能力を、限界まで引き出す。

　それがこの指輪『久遠の月』に秘められた二つの能力である。

　ただし後者の能力を使用するには、代だい償しようを払わなければならなかった。

「生命を削られて、身体からだの内側に消えない傷を負う……か……」

　冬馬は、力なく呟つぶやいた。

　戦闘能力を引き出してしまった冬馬は、その代償を払うことになった。

　指輪は喰くらいついたように外せなくなり、身体にも異変が現れた。

　このところ度重なっている目眩めまいと、一週間前の吐血がそれだ。

　──親父おやじか兄さんがいれば相談できるんだけど……。

『久遠の月』と身体の変調のことを、冬馬は誰だれにも話していない。姉にも深雪にもだ。

　父と兄には相談しようとしたのだが、父は九月の末から留守。兄も九月の上旬から奈良に出掛けたまま帰っていなかった。

　どちらからも一度の連絡もない。兄の携帯電話には何度もかけたのだが、いつかけても電源が切れていて繫がらなかった。

　──兄さん……向こうでなんかあったのかな……。

　突発的に長期の旅行に出掛けるクセがある父はともかく、兄の方は気掛かりだ。

　兄は元々捕まえにくい人物だが、ここまで連絡がつかないことは珍しい。

　──姉様には相談できないし……。

　彼女には家庭がある。厄やつ介かい事には巻き込みたくなかった。

　──深み雪ゆきさんにも話せない。

　血を吐いたなどと深雪が知ったら、大騒さわぎになるに違いない。

「きっと強制入院とかさせられるだろうな」

　首根っこをつかまれて病院まで引きずられてゆく自分の姿を想像し、吊つり革につかまったまま冬とう馬まは笑みを零こぼした。

　電車が、冬馬が住んでいる街に着いた。

　降りようとしたその時、

　ゾクッ。背中に水族館で感じたのと同じ悪寒が走った。

「また……っ！」

　慌てて振り向いたが、椅い子すに横になって眠っている中年の酔っ払いと、ドアの脇わきでベタベタしているカップルがいるだけだった。どちらも冬馬のことなど見向きもしていない。

「気のせいなんかじゃない」

　警けい戒かいしていると、誰だれかが頭にポンと手を載せてきた。冬馬はハッと息を飲んだ。

　いつからそこにいたというのか、横に背の高いがっしりした体格の男が立っていた。

　冬馬は目をしばたたかせて、男の顔を見上げた。

　精せい悍かんな顔立ちだ。黒々した髪をオールバックにして後ろで縛しばっている。三十代前半から半ばといったところだろうか。上質の黒いスーツに身を包んでいるが、サラリーマンといった雰囲気は微み塵じんもない。

　冬馬は身動きが取れなかった。高い位置にある男の黒い目が、あまりにも鋭するどかったからだ。

「鍵かぎ、落ちてるぜ。おまえさんのだろ、それ」

　白い歯を見せて、男は冬馬の足元を指さした。

「え……あ」

　視線を落とすと、アライグマのキーホルダーがついた鍵が落ちていた。家の鍵だ。

「ああっ、すいません」

　慌てて拾い、顔を上げると、男は既に電車を降りていた。気になって男の後ろ姿を目で追っていると、ドアが閉まった。

「あ」

　電車が動き出す。階段をのぼってゆく男の姿が、見る間に小さくなっていった。

「お、降りそびれた……」




　刀のような細い月が、群ぐん青じようの空に輝かがやいていた。

　風に飛ばされた銀杏いちようの葉が、くるくると目の前を過ぎてゆく。

　風は冷たく、Ｔシャツの上に薄うす手での長なが袖そでシャツ一枚という格好の冬とう馬まは、ぶるっと身み震ぶるいした。

　日が沈むと肌はだ寒ざむくなる時期になった。色づき始めた街がい路ろ樹じゆを横目にしながら、裏道に入った。自宅への近道だ。

　冬馬は、小学校の前に通りかかったところで足を止めた。

　フェンスの向こう──校庭の真ん中に、人がいたのだ。夜にバスケやサッカーの練習をしている人がいるのは珍しくないが、そういった人とは明らかに様子が違った。

　なにか長くて太い物を肩に担いでいる。

　目を凝こらして見ると、それはさっき電車で出会ったあの黒いスーツの男だった。

　男が担いでいる物の正体も分かり、冬馬は絶句した。

　男が担いでいるのは、巨大な剣だった。男の身長を超えているのではないだろうか。

　近づいてきた男は、フェンス越しに「よう」と声をかけてきた。

「さっきは降りそびれちまったみたいだな。おかげで待たされたぜ」

　男は薄うすく笑っていた。目は先に会った時と変わらず鋭するどく、冬馬は表情を引き締しめた。肉にく食しよく獣じゆうに睨にらまれているようだ。

「合計で七回だ」

　男が言った。意味が分からず、冬馬は怪け訝げんな顔をした。

「俺おれがおまえに殺気をぶつけた回数だ」

「え？」

「強弱織おり混ぜてみたが、おまえが反応したのは強めにぶつけてやった二回だけだったな」

「あの悪寒……あんただったのか」

「ああ。もっと敏感な反応を示すかと思ったが、あんまり鈍いんでびっくりしたぜ」

　男の手が、フェンスをガッとつかんだ。

「あんたは……」

「陣じん内ない甲こう牙がだ」

　男はそう名乗った。

「月つき森もり冬馬。おまえに一つ頼みがある。至極簡単な頼みだ。たいした手間は取らせねえよ」

「頼み？」

「そうだ。変身して俺と闘たたかえ」

　いきなりの要求に、冬馬は目を丸くした。

「な──」

　なぜと訊きく前に、陣じん内ないと名乗った男は答えた。

「俺おれが強くなるためだ」

「ふっ、ふざけるな！」

「大マジだぜ」

　バリバリとものすごい音がした。陣内の手が、つかんでいたフェンスを破ったのだ。仰天した冬とう馬まの胸ぐらを、その手がつかむ。

「嫌いやですなんて、つれない返事はなしだ」

「うわあっ！」

　冬馬は力づくで校庭内に引っ張り込まれ、そのまま放り投げられた。

　視界がぐるんと回って夜空を映す。腰から落ちて、冬馬は呻うめいた。

　上体を起こすと、顔を大きな手に鷲わしづかみにされた。

「変身して俺と闘たたかえ。拒否は認めねえ。拒否するような台詞せりふを一言でも吐けば、その瞬しゆん間かんに顔面を握り潰つぶす」

　低く、落ち着いた声こわ音ねで、陣内は脅迫してきた。

　太い五本の指に、わずかだが力が込められる。

　彼は本気だ。冬馬は血の気が引く思いがした。が、恐怖はすぐに怒りへと変わった。

「いきなり出てきて勝手なことばかり……」

　指の隙すき間まから上目づかいに睨にらむと、陣内の野や獣じゆうのような目が笑った。

　陣内の手を振り払い、冬馬は立ち上がった。そして右手を──『久く遠おんの月つき』を睨む。

「変身するなら、またこいつを使わなくちゃいけない……」

　冬馬は、一度この指輪で眠っている戦せん闘とう能力を引き出し、変身を果たした。

　だがそれで完全に変身能力を取り戻したのかというと、答えは否だ。

　以前に変身して以来、冬馬は何度か変身を試みたが、自力だけでは変身できなかった。

　変身するためには、また『久遠の月』を使わなければならないということだ。

　人じん狼ろう族ぞくとしての力は徐々に戻りつつあったのだが、『久遠の月』で変身してから先、力の戻りは停滞してしまっていた。

「こいつを使えば、また命を削ることになる……」

　苦悩していると、ぶんっと音がして、巨大剣の切っ先を喉のど元もとに突きつけられた。

「そうか。そのなんとかって指輪を使わねえと変身できないわけか」

「どうしてあんたが『久遠の月』のことを──」

「命を削られるのが怖いか？」

　陣内に遮さえぎられた。冬馬はぐっと黙だまった。

「そんな恐怖は忘れろ。忘れてとっとと変身しろ。あんまり俺を待たせるな」

　無茶なことを言う。命を削られて身体からだの内側に傷を負うなど、普通に怪け我がをするよりもよほど悪質なのだ。怖くて当然ではないか。

「だったらこうしよう。これから俺おれが十数えるうちに変身しなかったら、おまえの代わりに、おまえの女の顔を握り潰つぶしてやる」

「どうしてそこで深み雪ゆきさんが出てくるんだ！」

　カッとなった冬とう馬まだが、陣じん内ないは表情を動かすことなく、

「十……九……八……」

　カウントダウンを開始した。

　怒りと焦りに歯を食いしばり、冬馬は右の拳こぶしを握り締しめた。『久く遠おんの月つき』が、淡い虹にじ色の光を放つ。

「それでいい」

　歯を剝むき出しにして、陣内は笑った。獰どう猛もうな笑みだ。

　冬馬は、狼おおかみの咆ほう哮こうをあげた。




　眩まばゆい体毛が夜風に小波さざなみのように揺れた。闇やみの中に立つ黄金の人じん狼ろうの姿は、神こう々ごうしいほどに美しい。穏おだやかながらも力強い気配が伝わってくる。

「さて、それじゃあこっちも──」

　言い終えぬうちに、冬馬の姿がフッと消えた。黄金の影が陣内の横を通り過ぎた。

「な……っ！」

　驚おどろきの声をあげた時、陣内の左腕は空中高くに飛んでいた。それが落ちるのとほとんど同時に、傷口から血が吹き出した。

　振り返ると、鈎かぎ爪づめを輝かがやかせている冬馬がそこにいた。

「これが……これが黄おう金ごん狼おおかみの力か！」

　冷たい汗を額ひたいに滲にじませながらも、陣内は歓かん声せいをあげた。

「深雪さんを狙ねらうと言った言葉を、撤てつ回かいしろ。彼女に手を出さないと誓え。誓うなら、これ以上の攻こう撃げきはしない。拒否するなら、次は遠えん慮りよしない」

　落ち着き払った声で冬馬は言った。目が本気であることを物語っていた。

「拒否だ、黄金狼！　おまえには無限の糧かてになってもらう！」

　野太い声を張りあげると、陣内は巨大剣をぶんと横に払って全身に力を漲みなぎらせた。

　身体からだ中の筋肉が一気に肥大し、身につけていた服がすべて破れた。

　浅黒い肌はだの色が鉛色へと変わってゆく。ざわざわと髪が伸び、歯が牙きばになる。最後に額から金色の角つのが生えた。

　目をいっぱいに見開いて、冬馬が後ろに飛んだ。警けい戒かいし、間合いを取ったのだろう。

　その身を変死させると、陣内は「ふうーっ」と長い息を吐いた。

　一ひと月つきほど前に闘たたかった銀ぎん狼ろうは、その姿を見て「鬼」と言った。

　それはまさしくそのとおりであった。陣じん内ない甲こう牙がは鬼族。炎と大地の加か護ごを受けた一族の、最後の一人なのだ。

　強者を前にその身を鬼に変えた時、陣内の血は溶岩のように熱くたぎる。身体からだの底から、闘たたかいへの衝しよう動どうが突き上げてくる。衝動のままに、陣内は突進した。

　肉にく薄はくし、巨大剣を袈け裟さ掛がけに振り下ろす。

　剛腕によって操られた重く分厚い刃やいばは、どんなものでも叩たたき潰つぶす。だがその一いち撃げきを、冬とう馬まは斬ざん撃げきを上回る鋭するどさでかわし、かわしざまに蹴けりを放ってきた。

　陣内の目はその蹴りを捉とらえていた。左腕で弾はじこうとしたが、左腕は切断されている。蹴りは陣内の左脇わき腹ばらに叩き込まれた。

　鎧よろいのような陣内の腹と比べて、冬馬の足はあまりに細い。到底通じるようには思えないが、冬馬の脚力は尋常ではなかった。

　冬馬の蹴りは、筋肉を通過して内臓と骨にまで強烈な衝撃を与えると、陣内の巨体を吹っ飛ばし、フェンスに激突させた。

　血の塊を吐きながらも、陣内は立ち上がった。

　銀ぎん狼ろうとの闘たたかいで、身体強度が上がっていなければ、内臓が潰れて背骨が砕けていたことだろう。

「剣が通じねえなら……地ち龍りゆうどもに喰くらわせてやる！」

　双そう眸ぼうを見開き、陣内は大地に命令を下した。

「母なる大地の子よ。龍となって万物を喰らえ」

　ドドドッ。校庭中が縦たてに揺れ、冬馬の周囲の土が盛り上がった。それは龍の頭の形となり、ぐんと首を伸ばして冬馬に襲おそいかかった。

　総勢で四匹の地龍が、巨大な口を開けて黄金の狼おおかみを喰らおうと迫った。

　一匹召しよう喚かんするのが精一杯の地龍だが、銀狼との闘いによって四匹までが召喚可能となっていた。

　炎と大地より力を導みちびくだけが、鬼族の能力ではない。鬼族の真の能力は、闘いで負った傷を力に変えることなのである。

「四匹の地龍……凌しのぎきれるか黄おう金ごん狼おおかみ！」

　前後左右、まさしく四方からの攻撃だ。逃れる術すべはない。だが冬馬は逃げることなく四匹の地龍を返り討うちにした。

　四匹のうち、一匹は蹴りで、別の一匹は肘ひじで、残る二匹は鈎かぎ爪づめで、あっと言う間に粉砕されてしまった。砕かれた地龍たちは、土くれになってあたりに散らばった。

　四匹目を砕くや否や、冬馬は陣内めがけて走っていた。

　真っすぐに突っ込んでくる冬馬に、陣内は巨大剣を投げつけた。激しく回転しながら迫る巨大剣を、冬馬は拳こぶしで弾き飛ばした。そのまま止まることなく向かってくる。

　陣じん内ないは絶句した。速さで劣ることは予想も覚悟もしていたが、腕力までもとは。黄おう金ごん狼おおかみラグナウルフの力は、想像を超えていた。

「だが、これでいい！　こうでなくちゃ意味がねえ！」

　右腕を振るい、陣内は火球を放った。人を丸ごと飲み込んでしまえるほどの大型の火球だ。

　間近に迫っていた冬とう馬まは、その火球をまともに喰くらった。

　火球は耳をつんざくような音を立てて爆ばく発はつし、あたりを真っ赤に染めた。

　爆煙が広がった。そこから冬馬が両腕を交差させて飛び出してきた。ダメージを受けている様子はない。

　黄金色に輝かがやく鈎かぎ爪づめが陣内の胸板を深く斬きり裂き、続けざまに放たれた蹴けりが右腕に決まった。ゴキッと鈍い音がした。

「腕を折られてくたばるほど、俺おれはヤワじゃねえ！　折るんなら、しっかり首を折れ！」

　両腕を潰つぶされてもなお、陣内は攻めた。首をもたげ、額ひたいの角つので串くし刺ざしにしてやるべく頭突きを繰くり出す。が、刹せつ那な速く、冬馬の拳こぶしが陣内の胸板に食い込んだ。

　頭のてっぺんから爪つま先さきまで、陣内の身体からだを衝しよう撃げきが駆け抜けた。口の端から、唾だ液えきがしたたる。

「まだ、倒れないのなら……っ！」

　冬馬は飛びのいた。距離を取り、鋭するどく腕を払う。

　キュン。高い音がして、五条の光が迸ほとばしった。金色の光によって成された細長い槍やりだ。陣内の両肩両足、それに下腹の五カ所を、光の槍が貫いた。血が吹き出し陣内は片かた膝ひざをついた。

「しっかり急所を狙ねらえって言ってるんだよ！　手足を潰して終わらせようなんて、ぬるいことを考えるんじゃねえ！」

　痛みに抗あらがいながら、怒鳴る。追撃をかけてこない冬馬の目には、敵を殺すことへの迷いがあった。

　困るのだ、それでは。死体が残るように殺してもらわなければ、目的──転てん生しようは果たせない。胸に巨大な風穴を空けるか、首を折ってくれるかするのが、理想か。

「俺を生かしておけば、俺は何度でもおまえを狙うぞ。そこに女がいれば、もろとも殺してやるぜ」

「まだ、それを言うのか！」

　挑発に、冬馬の目から迷いが失せた。深み雪ゆきの生き死になど陣内にはどうでもよいことだったが、冬馬の怒りの炎に注ぐ油としては、深雪の命が最適であった。

　動いた冬馬は、一気に間合いを詰めると、陣内の首に光を帯びた全力の蹴りを見舞った。ゴキンと音がして、陣内の巨体が横倒しになった。

　骨が砕けるのと一緒に、陣内の意識もまた砕け散っていた。




　怒りに任せて、殺してしまった。

　自じ己こ嫌けん悪おが、冬とう馬まに歯を食いしばらせた。

　首を折られた陣じん内ないは、一分ほどの間、痙けい攣れんを続けた後、死んだ。命の匂においが消えた。

　聞き出さなければならないことは山ほどあったのだが、深み雪ゆきを狙ねらうと言われて頭が真っ白になり、歯止めがきかなくなってしまった。

　変身を解いて人に戻った冬馬は、後悔の念を払うように頭を振り、脱ぎ捨てていたシャツに袖そでを通した。

　帰ろうと陣内の骸むくろに背を向けると、叩たたきつけるような強い気配が背後でした。

　驚おどろいて振り返ると、死んだはずの陣内がゆっくりと立ち上がろうとしていた。

　まるで身体からだが陶器でできていたかのように、全身にヒビが入っていた。そしてヒビからはもうもうと白煙が昇っている。

「礼を言うぜ、黄おう金ごん狼おおかみ。おまえのおかげで転てん生しようができる」

　白煙に包まれながら、陣内が言った。

「転生……？」

「おまえならば、まだまだ俺おれの糧かてになれる。近いうちにまた闘やろうぜ。次はもっとギリギリの勝負ができるだろうからよ」

　陣内の足元が、水面のように揺らぎ始めた。巨体がその中にずぶずぶと沈んでいく。

「ま、待てっ！」

「またな」

　巨体は、土の中に消えた。

　圧迫されるほどに強かった気配は跡形もなく消え去り、身体を強こわばらせていた冬馬は腕を撫なでた。鳥とり肌はだが立っていた。

「陣内甲こう牙が……」

　その名を呟つぶやき、冬馬は眉み間けんに皺しわを寄せて目を閉じた。直後、いきなり両足からふっと力が抜けて、冬馬は両膝ひざから崩れた。咄とつ嗟さに手をつき倒れ込むことだけは防いだが、喉のどの奥から熱いものが込み上げてきて、冬馬はそれをぶちまけた。血だ。

「──！」

　さらに、頭の芯しんに鈍器で殴られたような痛みが走った。

　金づちで脳を直接殴られているような頭痛が、ガンガンと規則的に冬馬を襲おそった。

「う……わあああああっ！」

　かつて味わったことのないような痛みに、冬馬は頭を抱えてのたうちまわった。




　さあっ、と芝生が風に揺れて心地いい音を立てている。

　深雪は「むー」と唸うなりながら、手に持った大根と睨にらめっこしていた。

　白いスポーツウェアに着替え、長い髪は動きやすいように三つ編みにしている。

　そんな深み雪ゆきを、静しず華かが厳きびしい眼まな差ざしで見つめていた。

　右手には竹刀しない、左手にはストップウォッチを持ち、身につけているのは黒いジャージ。自慢の黒髪も束ねていた。わざわざ着替えた深雪とは違い、こちらは家で過ごしていた格好そのままだ。

　足元にはスーパーのビニール袋が置いてあって、中には数本の大根が入っていた。

「むー」

　ひたすらじーっと大根を睨にらむ深雪。白い頰ほおが火ほ照てり、額ひたいに汗が滲にじむ。

　パキパキッ。水気を含んだ軽い音がして、大根に小さな亀き裂れつが一筋走った。

「そこまで」

　静華が制止すると、深雪はそれまで息を止めていたかのように胸いっぱいに息を吸い込んだ。

「二分かかって亀裂一つか……全然進歩がないね」

　ストップウォッチを見ながら、静華は難しい顔をした。

「すみません静華さん。お家うちで練習してきたんですけど……」

　うなだれた深雪だったが、

「静華さんじゃない。特訓中はコーチと呼べって言っただろ」

　竹刀で軽く頭を叩たたかれ、

「は、はい。すみません、コーチ」

　すぐに顔を上げた。

「いいかい？　練習の成果が実らないのは、気持ちが引き締しまってない証拠だよ。気持ちがたるんでる奴やつは、なにをどれだけ練習したって無む駄だなんだ。公園三周、走ってきな」

　そう説教された深雪は、しゅんとなりながらも言われたとおりに走った。

　芝生の広がる大きな運動公園だ。プールにアスレチック施設、ジョギングコースまであり、夜遅くでも、人の姿はちらほらとだが見受けられる。

　四十分近くかけて三周を走り、静華の許もとに戻った時にはヘトヘトになっていた。

「はあっ……は……走って……はあっ……きま……した……」

「三キロに四十分……人じん狼ろう族ぞくとは思えないトロさだね。生身のままだって、あたしら人狼族の運動能力は一般人とは桁けたが違うっていうのに」

　呆あきれ顔の静華の足元には、空き缶かんが置かれている。飲んだ後で灰はい皿ざらとして使っているのだ。中からうっすらと煙が漏もれていた。

「すみません……」

　運動は昔から苦手であった。学生時代のスポーツテストでも、すべての項目で最低のＥランクよりも低い「ランク外」という評価がついてしまったほどである。

「並外れてトロいくせに、いざってなると強いんだよね、深雪ちゃんは。新種の獣じゆう人じんなんじゃないのかい？　本当は」

「はあ」

　息も絶え絶えの深み雪ゆきは、胸に手をやりながら生返事をした。

「えらい走り方がポテポテしてたけど、あれはきっとお尻しりが重いせいだろうね」

「伯母おばさんには、安産型だって褒ほめられました」

「子供を産むのに、お尻の形なんて関係ないよ。出産は気合でやるもんだ」

「勉強になります」

　後でメモしておかなくちゃ、と深雪は思った。

「さて、ちんたらやってたら強くなんてなれないからね。ビシビシいくよ。コーチを引き受けた以上、手加減は一切しないからね、あたしは」

　竹刀しないで掌てのひらをピシピシやって静しず華か。とても厳きびしいのだ。

「はい、コーチ！」

　三キロ走の疲労は抜けていないが、休んでいるヒマがあったら、特訓だ。

　──頑がん張ばらなくちゃ。頑張って強くなるって、わたし自身が決めたんだもの。

　肩で息をしながら、深雪はジャージの上から右の太ももをさすった。そこには傷きず痕あとがある。香か沙ざ薙なぎ桂けいの剣で、貫かれ、えぐられ、焼かれた傷だ。消えることはないだろう。

　冬とう馬まは気にしないと言ってくれた。それどころか「俺おれのせいみたいなものだから、謝あやまらなくちゃいけないのは俺の方だよ」とも言ってくれた。

　その時の冬馬の心底すまなそうな顔を思い出し、深雪はきゅっと唇くちびるを嚙かんだ。

　深雪が強くなりたいから特訓して欲しいと静華に頼んだのには、いくつかの理由がある。

　もっと自分に力があれば、こんな傷をつけられずにすんだという気持ちと、闘たたかう力があれば、冬馬がまた敵に襲おそわれた時に力になってあげられるという気持ち。

　けれど一番大きいのは、自分に自信が持ちたいという気持ちだ。

　消えない身体からだの傷は、深雪にとって大きなコンプレックスとなってしまったのだ。

　将来を誓い合った冬馬には、負い目に感じている。

　彼がこの傷を見た時に、もし眉まゆをひそめたら。目に映らないように避さけたとしたら。そう考えると怖かった。だから少しでも自分に自信を持ちたいと思ったのだ。そのために選んだ手段が、闘えるようになること、だった。

　それで半月ほど前から、静華に特訓してもらっているのだ。誰だれにも内緒で。

「気合入れていくよ。『天使の鉄てつ槌つい』は、難度の高い技だ。生半可な修行で身につけられるものじゃないんだからね」

「はいっ！」

　拳こぶしをぐっと握って、深雪は気合を入れた。

　天使の鉄槌。深雪が身につけようとしている技の名前である。

　ヒーリングの治ち癒ゆの力を殺傷力に変換して放つという技で、治癒能力を持つホワイトウルフの女性にしか使えない。

　それも、ホワイトウルフの女性すべてが修得できるとは限らない。

　女性のホワイトウルフは、例外をのぞいて冷気と治癒という二つの能力を持ち、個人の性質によって、冷気を得手とする者と、治癒能力を得手とする者に分かれる。

　天使の鉄てつ槌ついを修得できるのは、治癒能力を得手とする者のみであるという。

　天使の鉄槌には、敵の防御力を無視してダメージを与えられるという特性があり、修得できれば、冷気よりも遥はるかに強力な一いち撃げき必殺の武器になるという。

　静しず華か曰いわく、

「深み雪ゆきちゃんの場合は、冷気操作よりも、治癒能力と相性がいいはずだ。死の奇跡なんてものが使えるのが、なによりの証拠だよ」

　ということらしい。治癒能力に長たける者であっても、天使の鉄槌を修得できるのはごく一部の者だけだというのだが、

「深雪ちゃんなら、必ずできるようになる」

　と静華は言ってくれた。

「なんたって、コーチがこのあたしなんだからね」とも。

　静華はビニール袋から新しい大根を取り出すと、

「一回やってできないなら、十回やる。十回でもダメなら百回。それでもダメなら、千回でも一万回でも、できるまでやるんだ」

　真剣な顔でそれを差し出してきた。

　コクンと頷うなずくと、深雪は大根を受け取った。

「大事なのはイメージだよ。ヒーリングで傷を治す時と同じように念じながら、同時に大根が粉々に吹っ飛ぶ画えを思い描くんだ」

「はいっ」

　キッと大根を睨にらむと、深雪は深呼吸して目を閉じた。

　その夜、特訓は深夜まで続いた。




　明け方近くまで寝つけなかった。

　うっすらと外が白み始めた頃ころに、冬とう馬まはようやく眠りについた。それも浅い眠りでしかなかったので、

「と・う・ま・さん」

　耳元で囁ささやかれた時は、最悪の気分だった。

　頭と胃が鉛を詰められたみたいに重く、手足がだるい。中学生の頃、静華に無理やり一升瓶びんを一気飲みさせられた次の朝に似ている。

　薄うす目めを開けてぼーっとしていると、

「と・う・ま・さん」

　頰ほおをつつかれた。わずらわしくて、冬とう馬まは腕で目を覆おおった。

「朝ですよ。起きてください」

「も、もう少し……」

「学校、遅れちゃいますよ」

「……」

「キスしてあげたら、起きてくれますか？」

「……へっ……？」

　パッと目を開けると、鼻先に髪をかき上げ目を閉じた深み雪ゆきの顔があった。

「うわいやあああっ！」

　千分の一秒で顔を真っ赤にして、冬馬は飛び起きた。

　深雪がひょいっと避さけてくれなければ、顔と顔がぶつかっていただろう。

「おはようございます」

「おおお、おは……よう」

　微笑ほほえむ深雪に、冬馬はフルマラソンを走った後のように息を切らしながら、あいさつを返した。心臓がバクバクいっている。

　深雪がカーテンを開けると、部屋は真っ白な朝日に満たされた。

「とってもいいお天気です。お洗せん濯たく日和びよりですね」

　窓から差し込む朝日をいっぱいに浴びて、深雪は気持ち良さそうに目を細めた。

「そ、そうだね」

　額ひたいを押さえて頭を振りながら、冬馬は相あい槌づちを打った。

「朝ごはん、作っておきました」

「わざわざ寄ってくれたんだ。ありがとう」

「わたし、今日は学校午後からですから、お洗濯しておきますね」

「ああ、でも結構たまっちゃってると思うから、自分で……」

「いいんです。お洗濯は、いっぱいの方がやり甲が斐いがありますから」

　エプロン姿の深雪は、腕まくりして片目をつむった。

　ちなみに学校というのは、調理師学校のことである。趣しゆ味みであった料理で資格を取ろうと、春から通っているのだ。学校を経営しているのは、深雪の伯母おばであるという。

「いつもすまないね、深雪さん」

「冬馬さん、それは言わない約束です」

　どこかで聞いたような台詞せりふを交わして、二人は吹き出した。

「朝ごはん、冷めないうちに食べちゃってくださいね」

「ん……そうさせてもらうよ」

　胃がもたれたような感じがして食欲などなかったが、深み雪ゆきが一いつ生しよう懸けん命めい作ってくれたものを食べないなんてことはできない。

　ベッドから降りた冬とう馬まだったが、立ったとたんに目眩めまいがして、倒れるように深雪に抱きついてしまった。

　──離れないと！

　思う冬馬だったが、抱き締しめた感触の心地よさと甘い匂においに、身体からだが固まって腕が離れなくなってしまった。

　深雪は、目をぱちくりさせていた。

　このまま半身翻ひるがえして体重をかければ、それで彼女をベッドに押し倒せる。

　だがそれができないのが、月つき森もり冬馬という青年であった。長所ではなく──短所だろう。

「冬馬さん。起きぬけにこういうことをすると、男の人は身体に良くないって、雑誌に書いてありました」

「えっ、あっ、ご、ごめんっ！」

　硬直した腕を根性で引き離し、冬馬は真っ赤な顔で頭を下げた。

「こういうことをするなら、せめて朝ごはんは食べておかないと持ちませんよ？」

　抱きついた行為そのものに対してではなく、別の意味で説教され、冬馬はひどく情けない気持ちになった。

「朝ごはんは大事だもんね……」

　乾いた笑いを浮かべながら、部屋を出た冬馬は、部屋を出てすぐのところで激しく咳せき込んだ。咳せきは止まらず、冬馬はその場にうずくまった。

「冬馬さん！」

　駆け寄ってきた深雪を、冬馬は「来るな」と手で制した。

　咳は二分近く続き、深雪はその間ずっとおろおろしていた。近づきたいのに冬馬がそれを許さなかった。

　咳がやんだ時には、冬馬は疲れきっていた。肺が痛み、意識がぼうっとなった。

「『久く遠おんの月つき』……」

　パジャマの胸元をつかみ、息を切らしながら呟つぶやく。

「どうしちゃったんですか、冬馬さんっ!?」

　たまりかねたように、深雪は冬馬の背中をさすった。

「なんでもないよ。ちょっと風邪かぜ気味なだけだから……」

　安心させようと、冬馬は笑いかけた。深雪は今にも泣き出しそうな顔になっていた。

「お医者様に診みてもらいましょう！」

「本当に、平気だから」

「ダメです！　風邪かぜは万病の元なんです、風邪で死んじゃう人だっているんですよ！」

　潤うるんだ目で、深み雪ゆきは睨にらむように冬とう馬まを見た。

「それに冬馬さん、お顔が真っ青です……」

　両手で顔を覆おおって、深雪は泣き出してしまった。よほどびっくりしたのだろう。

「わ、分かったよ。大学行く前に、病院に寄っていくから……」

　しゃくりあげて、深雪は頷うなずいた。

　深雪の髪を撫なでながら、冬馬は思った。

　自分の身体からだを調べたら、一体どうなっているのだろう、と。

　想像すると怖かったので、冬馬は考えるのをやめて深雪と二人で一階へ降りた。

　そして食事をすませると、家を出た。

「わたしも付き添います！　道路の真ん中でさっきみたいに咳せき込んだりしたら、車にはねられちゃいます！」

　深雪はそう言ってきかなかったのだが、

「大おお袈げ裟さだな。病院ぐらい一人でいけるよ。大丈夫」

　笑って断った。

「それに君にだって学校があるんだから。洗せん濯たくもやっといて欲しいし」

　渋々、といった感じではあったが、深雪は納得してくれた。

「やっぱり深雪さんには、話せないよ」

　病院への道のりを、冬馬は陰いん鬱うつな表情で歩いた。

　話すわけにはいかない。『久く遠おんの月つき』に身体を蝕むしばまれていることも。陣じん内ない甲こう牙がと名乗る敵に襲おそわれ、狙ねらわれていることも。

　足を刺され、血まみれで倒れる深雪の姿が脳裏に甦よみがえる。

　あんな光景は、もう二度と御免だった。

　横断歩道の前で信号を待ちながら、冬馬は空を仰いだ。




　飛鳥あすかの山間に日が沈んでゆく光景は、美び麗れいだった。

　夕日がスッと消え、宵よい闇やみが夜空を支配する。

　静しず馬まが山を降りたのは、実に一カ月ぶりのことであった。

　一カ月も山に籠こもっていれば、ヒゲも髪も伸びて着ている物もボロボロになりそうなものだが、静馬は違った。身なりは整っていて、やり手のビジネスマン然としていた。

　いかなる時でも身だしなみを忘れてはならないというのが、静馬のポリシーであった。

「宿はこの近くで取ることにして……まずは姉様に連絡を入れておくとしますか」

　上着から携帯電話を取り出し、静馬は「ふむ」と口を曲げた。

　飛鳥の修行場は圏外なので携帯電話は使えなかった。寺も電気は通っていたのだが、電話線は引かれておらず、音おと沙さ汰たなしのままにしてしまった。

「怒られるでしょうね、きっと……」

　半月ほどで東京に戻ると言ってあったのを一ひと月つき経たっても帰らず、しかも一度も連絡しなかったのだ。姉が怒らないわけがない。

　静しず馬まにとっても、姉・静しず華かは頭の上がらない、一番怖い存在なのだ。

「この時間なら、ちょうど買い物に出ているかもしれませんが……」

　姉にかけるべくメモリーをめくっていると、着信音が鳴った。

「おや？」

　表示は公衆電話からとなっていた。誰だれかと思い通話ボタンを押すと、

『良かった……ようやく繫つなががった……』

　安あん堵どしたような冬とう馬まの声が聞こえた。

「男のそんな声を聞いても嬉うれしくありませんよ」

　冗談めいたことを言うと、冬馬は笑いもせずに押し黙だまってしまった。

　公衆電話からかけているわりには、やけに電話の向こうが静かだ。カツカツという靴くつ音おとらしきものがわずかに聞こえるだけだ。

「どうしました？　どこからかけてるんです？」

　訊きいてから冬馬の答えが返ってくるまでに、結構な間があった。

『……病院にいるんだ』

　押し殺したような声で、冬馬は答えた。

『兄さん……俺おれ……』

　冬馬の声こわ音ねが変わった。それも今にも泣き出しそうな悲痛な声に。

「冬馬……？」

　静馬は、眉まゆ根ねを寄せた。













　　　　第二章　削られる命







　穏おだやかな夕日がリビングを彩っていた。

　夕日を毛布代わりにして、冬とう馬まがソファーで眠っている。読書中に眠ってしまったらしく、手には専門書が広げられたままになっていた。

　深み雪ゆきは冬馬の寝顔に眉まゆをひそめながら、彼の頰ほおに触れていた。




　冬馬が静しず馬まと連絡が取れてから五日──。

『今、東京駅に着きました。これからそっちに帰ります。姉様にもそっちに行くように連絡しておきますから、おまえは家にいなさい』

　冬馬の許もとに静馬から電話がかかってきたのは、一時間ほど前のことである。

　静馬が奈良から戻るのに五日もの時間を要したのは『久く遠おんの月つき』と陣じん内ない甲こう牙がについて調べるためだ。

　この四日、冬馬は静馬からの連絡をずっと待ち続けていた。

　大学も休み、自宅で安静にしていた。

　そして静馬からの電話を受け、待っているうちにうたた寝してしまったのだ。

　だが深雪はそんなことは一つも知らない。

　冬馬は風邪かぜをひいているものだと、彼に言われたとおりに信じていた。

　冬馬の顔を見るのは五日ぶりだが、彼の顔色はちっとも良くなってはいなかった。

「ただの風邪だって医者も言ってたから、心配しないでいいよ。熱もないしさ」

　電話する度に冬馬は明るい声でそう言っていたが、どこか無理しているような感じがあった。

「病気の時は、一人でいちゃいけません。看病にいきます」

　何度もそう言った深雪だが、冬馬は「大丈夫だから」の一点張りだった。

「全然大丈夫じゃないじゃないですか。こんなにやつれちゃって……」

　いたわるような小声で、深雪は眠る冬馬に話しかけた。

「大丈夫かしら、今日……」

　予定では、これから一時間ほど後に外で待ち合わせをして、由ゆ花かと三人で食事、ということになっていた。

「大丈夫だよ……」

　冬馬がうっすらと目を開けた。いつからか起きていたらしい。

「由花の誕たん生じよう日びなんだ。里り穂ほさん以外の人と過ごす誕生日は、由花にとっては初めてだもんね。ちゃんと祝ってやらなくちゃ」

「でも冬とう馬まさん……」

「大丈夫だから。心配しないで」

　頰ほおに触れていた手を、深み雪ゆきはためらいがちに下げた。

「冬馬さん、もしもなにか悩んでることがあるなら、わたしに話してくださいね」

　じっと瞳ひとみを見み据すえ、深雪は言った。冬馬の目が見開かれる。

「冬馬さん、すごく不安な匂においがします」

　眠る冬馬から感じたのは、母親に置き去りにされた子供のような、不安に満ちた匂いだった。

「具合が悪いなら、わたしが側そばで看病します。悩んでることがあるなら、わたしにも悩みを分けてください。二人で悩めば、いい答えが見つかるかもしれないでしょ？」

「深雪さん……」

　目を合わせていられなかったのか、冬馬は辛つらそうに目をそらした。そして言った。

「本当に、大丈夫だから」

「……分かりました」

「ごめん、約束どおりに駅前で待っててくれないかな。必ずいくから」

　頷うなずき、深雪は冬馬の家を出た。

　玄関を振り返り、さらさらと風になびく髪を押さえながら、深雪は寂しげな顔をした。

　一方家の中では、冬馬が痛みに耐えるような顔で頭をゴシゴシかいていた。

　うまく立ち振る舞えない自分が、もどかしかった。

　心配をかけまいとした結果、よけいに彼女を心配させてしまっているのだから、世話のない話だ。

「分かりやすい性格も、考えものだな」

　悩んでいることも、苦しんでいることも、全部顔や匂いに出てしまっているのだ。

　兄ならば、相手を心配させないことなど得意のポーカーフェイスで簡単にやってのけてしまうのだろうが。

　天井を仰いでため息をついていると、ガレージに車の入る音がした。

「姉様だ」

　それから五分と経たたないうちに、静しず馬まがやってきた。




「結論から言うと『久く遠おんの月つき』によって削られた命は、ホワイトウルフの治ち癒ゆ能力、及び妖よう術じゆつの類たぐいでは取り戻すことはできません」

　組んでいた手を額ひたいに押し当て、冬馬はきつく目を閉じた。死刑宣告を受けたような顔だ。そんな冬馬を一いち瞥べつしてから、静馬は続けた。

「助かる方法は一つ。金輪際『久遠の月』を使わない。それだけです」

　淡々とした口調の静しず馬まは、ソファーには座らずに、窓に寄りかかって立っている。

「外科手術でも、その病巣は取り除けないのか？」

　ソファーに座っている静しず華かが、静馬の方に顔を向けた。

「可能だと思います。医者も手術で助かると言ってますからね。ただし肺と脳ですから……大手術になります」

「一生、頭痛やら吐血やらに苦しむよりはマシだろう？」

「手術をするとして考えておかなければならないのは、取り除いた病巣が再発する可能性があるということです。妖よう術じゆつに詳しい人にも意見を聞いてきましたが、この手の呪のろいじみた魔ま力りよく効果には、取り除いても取り除いても再発するパターンが非常に多いそうです」

　タバコのフィルターをぐっと嚙かんで、静華は舌打ちした。

「あと何回『久く遠おんの月つき』を使ったら、俺おれは死ぬんだろう？」

　静馬の方に顔を向け、冬とう馬まは逆光に目を細めた。

「明確には分かりません。個人差もあるでしょうが──」

「二度と使うな」

　静華が、静馬を遮さえぎった。整った切れ長の目が真っすぐに冬馬を見み据すえた。

「姉様……」

　テーブルの上の灰はい皿ざらに、冬馬は視線を落とした。
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　静しず華かがきてまだ十五分も経たたないというのに、十本のタバコがもみ消されていた。ほとんど吸わないうちに消されているものもある。

　表情はいつもどおりだが、静華も動揺しているのだ。

　呼び出した姉と、東京に帰ってきた兄を前に、冬とう馬まは改めて話した。

　香か沙ざ薙なぎ桂けいとの闘たたかいで変身するために使用した指輪『久く遠おんの月つき』に、命を削る呪のろいにも似た副作用があったこと。

　その副作用に身体からだを蝕むしばまれていること。

　陣じん内ない甲こう牙がと名乗る敵に襲おそわれ、そこでもまた『久遠の月』を使用してしまったこと。

　陣内甲牙が次の襲しゆう撃げきを宣言していること。

　そして病院で検査を受けた結果、肺と脳に病巣が発見されたことを──。

　既にそれらを相談されていた静しず馬まは無表情に、初めて知らされた静華は、やはりこちらもいつもと変わらぬ顔で聞いていた。

「『久遠の月』について、私が調べられたことはこれだけです」

　制作者も造られたのがいつなのかも分からなかったという。

「とにかく指輪についての結論は出た。金輪際使わない。それで決まりだ。問題は──」

「使わざるを得ない敵、ですね」

「陣内甲牙……」

　呻うめくように、冬馬はその名を口にした。

「で、その陣内って奴やつは、何者なんだ？」

　髪をかき上げながら、静華はタバコをもみ消した。手つきがかなり荒っぽくなっているのは、苛いら立だちのせいだ。

「容よう貌ぼう、及び土と火を操った能力からしても、鬼族と考えて間違いないでしょう」

「鬼族？」

　冬馬と静華の声が重なった。

「火と大地を操り、転てん生しようを繰くり返すことによって力を増幅させる、無限の強さを持つ一族……無限の一族なんて呼ばれていたようですね。元来少数の上に、純血でなければ能力を残せない一族だったらしく、既に滅びたと言われています」

「じゃあその陣内って奴は、最後の生き残りってことか」

「恐らくは……というか、そうであって欲しいですね。ゾロゾロ出てこられても迷惑ですから」

　考えただけでもうんざりすると言いたげに、静馬は眉み間けんに皺しわを寄せた。

「転生っていうのは……？」

　訊きくと、静馬のメガネの向こうの目が鋭するどく細まった。

「形態変化によるパワーアップと考えてください」

　静しず馬まの説明によるとこうだ。

　鬼族は、闘たたかいによって傷を負うと、傷の深さに応じて力が増すという。

　転てん生しようというのは、負傷によるパワーアップの、いわば極みだ。

　全ぜん身しん全ぜん霊れいをかけた闘いで命を落とした鬼族は、容よう貌ぼうを変化させて蘇そ生せいする。蘇生後、戦せん闘とう能力は飛ひ躍やく的に上昇しているというのだ。

「それじゃあ……」

　陣じん内ないとの闘いを思い出した冬とう馬まの頰ほおを、嫌いやな汗が伝った。

　腕を斬きり落とされ、首を折られた陣内は、命の匂においが消えた後で起き上がった。

「あれが転生なんだ……」

　かなりの力を持った敵ではあったが、苦戦と呼ぶほどの闘いではなかった。だが転生によって強さが増すという話が真実なら、次に闘う時は前と同じようにはいかないということだ。

　歯は嚙がみしている冬馬の横顔を、静馬はじっと見つめていた。

　静馬は奈良で陣内と闘ったことを二人に話していなかった。この一ひと月つきあまり陣内に敗れたことがきっかけになって修行に明け暮れていたこともだ。

「ちょっと待て。生き返って強くなるってことは、そいつは不死身ってことか？」

　静しず華かに問いかけられた静馬は、視線をそちらに移し、首を横に振った。

「転生が行われるには、全力で闘って死ぬことと、死体が残っていることが絶対条件になるそうです。つまり──」

「跡形もなく吹っ飛ばしちまえば、転生ってやつは防げるわけだな」

　静華の切れ長の目が、鋭するどい光を帯びた。

「不意打ちで仕留めても、転生は防げます。問答無用で倒されれば、全力で闘ったことにはなりませんからね」

「だったら話は簡単だ」

　両手で髪をかき上げ、静華は立ち上がった。

「その陣内って奴やつを、あたしたちで潰つぶす。鬼退治だ」

　声をかけられた静馬は、メガネのずれを直して頷うなずいた。目を刃物の光がかすめる。

「受け身ってのは性に合わないね。どうせ潰すなら、こっちから仕掛けて潰してやる。できるか？」

「『院いん』の諜ちよう報ほう部には、既に陣内甲こう牙がの捜索を依頼しておきました。冬馬を狙ねらっている以上、関東近郊に潜ひそんでいる可能性が高いでしょう。諜報部の捜索力なら、近いうちに発見できるはずです」

　頷き合う二人。静華はソファーにかけてあったレザージャケットに袖そでを通し、静馬も窓から離れた。

　姉と兄を見上げているうちに、冬馬の目頭は熱くなった。

「姉様……兄さん……ごめん、俺おれ……」

「悪い風邪かぜを引いたと思っておけ。ウイルスはあたしたちで退治してやる。病人はこじらせないように気をつけておけばいい」

　髪をぐしゃぐしゃに撫なでられ、冬とう馬まは目を真っ赤にして頷うなずいた。

「なんか、ずっと前にもこんなことがあったよね……」

　小学校の頃ころだ。クラスメートに母親がいないことをバカにされ、いじめられていた時期があった。最初のうちは家族に心配をかけまいと黙だまっていたが、様子がおかしいことに気づいた静しず華かに「なにがあった？」と問いただされた。泣きながら学校でいじめられていることを話すと、当時中学生だった姉と兄は揃そろって激怒し、いじめていたクラスメート全員を家まで引っ張ってきて、冬馬と母の遺い影えいに土下座をさせた。

　それが後で問題になり、文句を言ってくる親御もいたが、姉は「他人の心を踏みつけるような子供を育てた親が、偉そうに言うな！」とすごい剣幕で突っぱねた。中学生とは思えない迫力があった。

　以来、いじめはピタリと止んだ。

「そんなこともあったな。けど今回は土下座じゃすまさないよ」

「なにしろ跡形も残せませんからね」

　静華は指をバキバキ鳴らして、静しず馬まは冷酷な笑みを閃ひらめかせた。

　いつもなら「こ、怖い」と思うところだが、今はただ心強かった。

　目が潤うるんでいる冬馬は、鼻を啜すすって涙が零こぼれるのを我慢した。

「男が目を真っ赤にするな、鬱うつ陶とうしい。これから深み雪ゆきちゃんと由ゆ花かとデートなんだろ？　由花の奴やつ、ずっと楽しみにしてたんだ。暗い顔してあいつの期待を裏切るんじゃないよ」

「……分かってる」

　静華に小突かれた冬馬は、ゴシゴシ腕で目を拭ぬぐい、深呼吸した。

「それにしても、どこで油を売ってるのかね」

　腕組みして、静華はサイドボードの上の一枚の写真に険しい目を向けた。

　母が存命だった頃ころに、家族で海にいった時の写真だ。

「あのごくつぶしのボンクラ親父おやじは……」

　静華が見ているのは、焼きイカ片手にＶサインをして写っている父・相そう馬まだった。




　静華曰いわくのごくつぶしのボンクラ親父は、その頃京都にいた。

　清きよ水みず寺でらへ続く清水坂。そこから延びる産さん寧ねい坂ざかに、茶屋や土産みやげ物もの屋と並んで、一軒の民芸品店がある。色彩鮮あざやかな扇せん子すやガラス細工が店先に並び、それなりに観光客の目を引いていた。

　まだ若い夫婦が開いている店で、品物の良さと夫婦の人柄の良さで、小さいながらも京都では評判の店であった。

　細長い造りになっている店の奥の座ざ敷しきに、相そう馬まの姿はあった。

「ようやく手に入りましたよ。お待たせしちゃってすみませんでした」

　寝ね癖ぐせであちこちはねた髪をかきながら、男が座ざ敷しきに入ってきた。小柄で、野や暮ぼったい黒ぶちメガネをかけたのんきそうな男だ。

「すまないね。橘たちばな君」

「いえいえ。相馬さんにはいろいろお世話になっちゃってますから。ああ、お中元に戴いただいた水ようかん、法のり子こと隼はや人とが美味おいしいって喜んでました」

　相馬の前に腰を下ろした男が、この店の主人だ。名前を、橘春はる海みという。

　橘は、にこにこしながら手にしていた包みを相馬に手渡した。藍あい染めの布に包まれた細長い物だ。

「いやあ。でも今回それを手に入れるには、ちょっとだけ苦労しちゃいましたよ。さすがに緊きん張ちようしますね。宝物殿に不法侵入するっていうのは」

　笑いながら、橘は頭の後ろを撫なでた。彼の間延びした声に相馬は苦笑した。

　童顔のおかげで若く見えるが、橘春海の年ねん齢れいは二十九歳。妻と二人の息子がいる。妻は二人目の出産を終えたばかりで、神こう戸べの実家に戻っているという。

「上層部に気づかれれば、君の身も危ないだろうと心配していたんだが……」

　布を取ると、中から桐きりの箱が出てきた。

「僕なら気づかれずにやれるって思ったから、相馬さんは僕に頼んだんでしょ？　期待されると頑がん張ばっちゃうんですよね、僕ってば」

　緊張感のない声で笑う橘は、こう見えても獣じゆう聖せい十じゆつ士し──『院いん』に於おいて最強の称号を与えられた者の一人である。

「そうそう。静しず馬ま君が僕のところに足しげく通ってくれましたよ。なにか冬とう馬ま君が面倒くさいことに巻き込まれちゃってるみたいですね」

「冬馬が？」

　寝耳に水だった相馬は、詳しい話を橘から聞いた。

　静馬は『久く遠おんの月つき』という指輪と鬼族について知っていることがあったら教えて欲しいと、橘を訪ねてきたのだという。

　橘春海は優れた妖よう術じゆつ士だ。豊富な知識の持ち主なのである。

「知ってることは全部答えておきましたけど、相馬さんのことは話しませんでした。良かったんですよね？」

「ああ。すまないね」

　目を伏せるようにして、相馬は桐の箱に目をやった。

「……東京には戻られないんですか？」

「戻れないよ。今、私が戻ったところで、なんの役にも立てないからな」

　自虐的な笑みが、相そう馬まの口元に滲にじんだ。

「だが、これがあれば……」

　箱を持つ手に自然と力が込められた。

「どうなさるんです、これから？」

「このまま香か久ぐ山やまの方に向かうよ」

　橘たちばなは「これからですか？」、目をパチパチさせた。そして腕組みして難しい顔をした。

「うーん……でもこの前も言いましたけど、あそこは危険ですよ。生きて帰れる保証はありませんし、時間の流れも違う。目的を果たして出てきたところで、浦うら島しま太た郎ろうなんてことも……」

「それでも私はいかねばならないよ。このままダメ親父おやじで終わってしまっては、詩し織おりに合わせる顔がないからね」

　桐きりの箱を包み直し、上着の内ポケットに入れて、相馬は立ち上がった。

「……自愛の心だけは、忘れないでくださいね」

「ありがとう。もしまた子供たちが君を頼ってくるようなことがあったら、力になってやって欲しい」

「ええ」

　頷うなずき、橘も立ち上がった。

　彼に見送られ、相馬は店を出た。

「今は、まだ帰れない……」

　産さん寧ねい坂ざかの石段をのぼりながら、相馬は服の上から包みに触れて、呟つぶやいた。

「力を取り戻すまでは……」

　相馬は、この日のうちに京都を離れた。




　薄うす紫むらさきの空には、既に星と月が現れていた。

　静しず華かが住んでいる街の駅前で、深み雪ゆきと由ゆ花かは冬とう馬まを待っていた。

　駅前は噴ふん水すいを中央にして、ちょっとした広場になっている。二人がいるのは噴水の前だ。

　広場から商店街にかけては多くの人で賑にぎわっていた。噴水の前を待ち合わせに利用している人は、深雪たち以外にもたくさんいた。

「冬馬さん、早く来ないかなあ」

　おめかしした由花が噴水の淵ふちに腰掛けて足をぶらぶらさせていた。髪とお揃そろいのクリーム色のリボンを服の胸元にも飾っている。

「ええ……」

　これからデート、というには深雪の顔は冴さえなかった。冬馬のことが気掛かりなのだ。

　ただの風邪などではない。きっと彼の身にはなにかが起きているのだ。話してくれないのは、心配かけたくないと考えているからだろう。

「心配かけたくないなんて、思って欲しくないのに……」

　呟つぶやくと、由ゆ花かが下から深み雪ゆきの顔をのぞき込んで小首を傾かしげた。

「やっぱり、なにがあったのか訊きかなくちゃ」

　他人が話したくないと思っていることを無む理りやり話させるのは良いことではないが、状況が分からなければ、力にもなってあげられない。

「冬とう馬まさんを支えるのは、わたしの役目だもの」

　深雪は、ぎゅっと口元を結んだ。

「あ。ワンちゃんだ」

　由花が、駅の隣となりのコンビニエンスストアの前に繫つながれている犬を見て言った。

　柴しば犬いぬの、まだ子供だ。横に立っている男性が飼い主なのだろうか、彼に向かってキャンキャンと吠ほえている。黒いスーツ姿の背の高い男性だ。

　ピョンと噴ふん水すいの淵ふちから飛び降りると、由花は子犬の方に駆けていった。そして子犬の前に屈かがみ込むと、男性と談笑し始めた。

　しばらくその様子を眺ながめていた深雪は、そろそろ約束の時間だろうかと腕時計に目をやった。

　すると、複数の悲鳴が聞こえた。

「え？」

　顔を上げて振り返ると、

　ゴオッ。轟ごう音おんがすぐ側そばを通り過ぎた。身を竦すくめた深雪は、轟音の正体に凍りついた。

　大型のトラックだ。駅横の交番の前に停車していたトラックが、いきなり発進したのだ。

「誰だれも乗ってなかったのに!?」

　トラックが行き過ぎる一いつ瞬しゆん、深雪は確かに見た。運転席が無人であったのを。

　スピードを上げて、トラックは由花と子犬がいるコンビニに向かって突っ込んでいく。

「由花ちゃん！」

　喉のどが破れるぐらいの声で叫び、深雪は持っていたバッグを放って駆け出した。

　だが、間に合わない。

　トラックに気づいた由花が、子犬を抱き締しめてうずくまった。




　無人のトラックが暴走を始める、数分前。

　陣じん内ない甲こう牙がは、タバコをふかしながら、キャンキャンうるさく吠えている子犬を横目で見ていた。

　彼が駅前へとやってきたのは、しばし前のことである。ここで待っていれば月つき森もり冬馬がくると、連れに教えられたのだ。

　することもなければものを考えるのも面倒だったので、ぼんやり人波を眺ながめていた。

「まあこれだけの広さがあれば、暴れるには十二分か」

　煙を吐いて呟つぶやいていると、十歳ぐらいの少女が駆けてきた。髪と胸元にリボンをした少女は、店の前に繫つながれていた子犬の前に屈かがむと、子犬と遊び始めた。

　少女にはどこかで見覚えがあったような気がしたが、どうでもいいことなので気にはしなかった。

　闘たたかいに無関係なことは、陣じん内ないにとってはすべからくどうでもいいことであった。どうでもいいことを考えても、疲れるだけだ。

　灰を落としながら、交番の前の光景──大型トラックの運転手が、警けい官かんに平ひら謝あやまりしている──を何の気無しに見ていると、

「このワンちゃん、おじさんの？」

　子犬と遊んでいた少女が声をかけてきた。両手で子犬を撫なでている。

「い、いいや。俺おれのじゃねえよ」

　声をかけられ、陣内は訳の分からない戸惑いを覚えた。

「飼ってる人、お店の中なのかな？」

「ああ。そいつを繫いだ奴やつは、中に入っていった」

「ふーん」

　少女の視線が、子犬に戻った。

「ガキに話しかけられたぐらいで、なに焦ってんだ。俺は」

　あさっての方に向かってぶつぶつ言っていると、

「ねえおじさん、この子可愛かわいいよね！」

　少女に再び声をかけられ、くわえていたタバコが落ちかけた。

「……可愛いって思わないの？」

　返事がないことが不満だったのか、少女は上目づかいになった。

「まあガキだからな。ガキのうちはどんな生き物でも可愛いモンじゃねえのか？」

　無愛想に答えると、

「そーだよね！　動物の赤ちゃんって、みんな可愛いよね！」

　少女は嬉うれしそうな顔をした。そして話が合うとでも思ったのか、近所の猫ねこの話をし始めた。

「それでね、その子ね、怒るとふーってやってね、尻尾しつぽが膨ふくらむの」

　身振り手振りを交えて楽しそうに猫の話をする少女に、陣内は適当な相あい槌づちを打った。「ああ」とか「そうかい」とかいうだけの無愛想な相槌だったが、それでも少女は気にせず話を続けた。物もの怖おじしない性格なのか、実によく喋しやべる。

「おじさんって、動物が好きなんだね！」

　ひとしきり猫の話をした後に、少女はそんなことを言った。相槌を打っていただけで動物好きにされてしまった陣内は、なんとも困った顔になった。

「おじさんは、お花と動物、どっちが好き？」

「あん？」

　少女の質問に、陣じん内ないは「ふむ」とあごをさすった。

「花……だな」

　答えながら「なんだって、俺おれはこんなことに真ま面じ目めに答えてんだ？」と陣内は心の中で首を捻ひねった。

　無視することも場を離れることも簡単だったが、陣内はなぜかそうしなかった。なぜかは、本人にも分かってはいなかった。

「おじさん、お花が好きなんだ。おじさんの一番好きなお花ってなあに？」

「曼まん珠じゆ沙しや華げ、だな」

「まんじゅしゃげ？」

「ああ。秋の花だからな、今の時期でもまだ咲いてるぜ。彼岸花って言った方が分かりやすいかもしれねえな。嬢じようちゃんも見たことあるはずだ」

「どんなお花？」

　膝ひざの上に頰ほお杖づえをついた姿勢で、少女はにこにこしている。動物や花の話が好きなのだ。

「土手だろうと道端だろうとどこにでも咲く、強い花だ。前の日には葉の一枚もなかったような場所に、次の日には咲いてたりする」

「そうなんだぁ。お花の色は？」

「白いのもあるが、俺が気に入ってるのは、真っ赤なやつだな。小さ夜よが好きだった」

「さよって？」

　少女が首を傾かしげるのと一緒に、陣内の眉まゆが寄った。

「今、俺は小夜って言ったか？」

「うん」

「小夜ってのは……誰だれだ？」

　独白するように陣内。すると少女はきょとんとした。

「誰だって……おじさんの知ってる人じゃないの？」

「ん？　ああ……」

　曖あい昧まいに頷うなずくと、陣内はこめかみに手を当てて軽く頭を振った。頭痛がした。

「変なおじさん」

「ほっとけ」

　陣内が不ふ機き嫌げんな顔をすると、少女はくすくす笑い出した。つられて陣内も笑った。

　と、その時、けたたましい車の音と悲鳴が聞こえた。

「ん？」

　真っ正面から、トラックが突っ込んできた。交番の前に停車していたトラックだ。それが無人のまま動き出したのだ。

「きゃあ！」

　子犬を庇かばうように少女がうずくまった。

「ちっ。くだらねえ遊びをしやがる。縁ゆかりの奴やつだな」

　少女の前に出ると、陣じん内ないは片手で突っ込んできたトラックのバンパーを受け止めた。

　これが人間なら轢ひき潰つぶされて即死だろうが、陣内の腕力は鬼の姿でなくても並外れていた。

「ふん」

　鼻を鳴らすと、陣内はバンパーをつかんで手首を捻ひねり、トラックを横転させた。ガッシャーンと物もの凄すごい音がして、砕けたガラスが飛び散った。

　パンパンと手をはたき、陣内は振り返った。

「ケガはねえな、嬢じようちゃん？」

　子犬を抱き締しめたまま、少女は放心したようにしゃがみこんでいた。

「らしくねえことしちまったな」

　去ろうとした陣内は、少女が、香か沙ざ薙なぎ桂けいが妖よう魔まに変えた少女であることを思い出した。

「どうりで見覚えがあるわけだ」

　連れ──御み堂どう縁は、月つき森もり冬とう馬まは人と待ち合わせをしていると言っていた。この少女が待ち合わせの相手ということなのだろう。

　怖くなってきたのか、少女は肩を抱いて震ふるえ出した。

「やれやれ」

　困った顔で頭をかくと、陣内は少女の前に屈かがんで「もう大丈夫だぜ」と頭を撫なでた。

　少女はみるみる目に涙をあふれさせると、わーっと泣き出してしまった。

「しょうがねえな」

　陣内は腕に載せるようにして、少女を抱き上げた。慣れた手つきだ。少女は目をパチパチさせたが、すぐに泣きやんだ。

「ほら。こうすりゃもう怖くねえだろ？」

　鼻を啜すすりながらも、少女は「うん」と笑った。

「由ゆ花かちゃん！」

　やじ馬のざわめきの中から、裏返った女の声がした。

　人ひと垣がきをかきわけるようにして、女が飛び出してきた。深み雪ゆきだ。

「由花ちゃん！」

「深雪さん！」

　少女──由花を降ろしてやると、二人はひしと抱き合った。

「よかった……よかった……由花ちゃん……」

　涙ぐみながら、深雪は「よかった」を繰くり返した。一いつ旦たんは泣き止んだ由花も、また声をあげて泣き出してしまった。

　──これから襲おそおうって野郎の女どもを助けちまったのか、俺おれは。

　自じ嘲ちよう気味に笑って立ち去ろうとすると、深み雪ゆきが前に回り込んできた。

「あ、あのっ！　どこのどなたかは存じませんが、この御恩は一生忘れません！」

　両手を胸の前で組んで、深雪は熱っぽい口調で言った。

「忘れていいぜ。たんなる気まぐれだ」

「そうはいきません！　お名前とご住所を教えてください！　でないとわたし、静しず華かさんに怒られちゃいます！」

　逃がすまいとばかりに、深雪の手が陣じん内ないの袖そでをつかんだ。

「は、離せ！」

　渋面で、陣内は深雪の手を振り払おうとしたが、「逃がしません！」、深雪はなかなか離さない。いくら引っ張っても、引っ張り返されてしまう。綱引きみたいになってしまった。

「なんて強引な女だ！」

　力づくで振り払って背を向けると、ぐいっと上着の裾すそを後ろから引っ張られた。

「しつけえぞ！」

　振り返って怒鳴ると、由ゆ花かがビクッとなった。てっきり深雪だと思ったのだが。

「あたし、ちゃんとお礼言おうとしただけなのに……」

　いきなり怒鳴られた由花は、唇くちびるを嚙かんでしゃくりあげた。

「ううっ。わ、悪かったよ」

「じゃあ、ちゃんとお礼聞いてくれる？」

　目で責められた陣内は、やむなく「ああ」と頷うなずいた。

「それじゃあ……」

　ピッと姿勢を正すと、由花は両手で陣内の手を握った。といっても子供の手では、陣内の大きすぎる手をまともに握ることはできない。陣内の指先だけを握る形になった。

「ありがとう、おじさん！」

　ぎゅっと指先を握り、由花は満面の笑顔でペコッと頭を下げた。

　深雪と、集まっていたやじ馬から拍手があがった。

　と、陣内の頭の芯しんを、電気が走ったような感覚が襲おそい、脳裏に奇妙な光景が映った。

　橙だいだい色の着物を着た幼い少女が、手に曼まん珠じゆ沙しや華げの花を持って笑っていた。年とし頃ごろは由花と同じぐらいだろうか。

　由花に指を握られたまま、陣内は数秒間、ぼうっとなった。

「どうしたの、おじさん？」

　いきなり虚うつろな目になった陣内に、由花が怪け訝げんな顔をした。

　ハッとなった陣内は、急に腹が立ってきて怒りの形ぎよう相そうになった。

「おじさん？」

「うるせえ！」

　指を引っ張った由ゆ花かを、陣じん内ないは突き飛ばすような勢いで振り払った。

　由花は「きゃあ」と尻しり餅もちをつき、深み雪ゆきがそこに駆け寄った。

　きょとんとしている二人を一いち瞥べつすると、陣内は身を翻ひるがえした。その前に、一人の青年が立ち塞ふさがった。

「貴様……っ！」

　拳こぶしを握り締しめ、青年はその一言を喉の奥のどから絞り出した。

「よう」

　苛いら立だちの表情を楽しげな表情に一変させ、陣内は両手の指をゴキゴキ鳴らした。

　立ち塞がったのは、冬とう馬まだった。

　彼は怒りに震ふるえていた。




　改札を出た冬馬の目に飛び込んできたのは、横転したトラックと、そこにできた人ひと垣がきだった。

　待ち合わせ場所である噴ふん水すいの前には、深雪も由花もいない。

「まさか！」

　人垣を押しのけ、冬馬はトラックの前に回った。

　そこで怒鳴り声がした。野太い男の声だ。

　深雪がいた。由花もいた。そして陣内甲こう牙がの姿もあった。冬馬が目もく撃げきしたのは由花が尻餅をついた瞬しゆん間かんだった。

　二人が陣内に襲おそわれたのだと、冬馬はそう思った。だから激高した。

「貴様……っ！」

　怒りに拳が震えた。

「よう」

　楽しげに両手を鳴らした陣内は、ちらりと後ろを見やると、

「おまえが遅いから、あの二人をバラして遊ぼうと思ってたところだ」

　ニヤリと歯を剝むき出しにした。

「殺す！」

　怒りに空気が震えた。

『久く遠おんの月つき』を虹にじ色に輝かがやかせ、冬馬は薄うす紫むらさきの空に向かって狼おおかみの咆ほう哮こうをあげた。

　バチッ。咆哮に重なるように、静電気が弾はじけるような音がどこからともなく響ひびいたが、冬馬には聞こえていなかった。

　ベージュのジャケットが、黒い長なが袖そでのＴシャツが弾け飛び、冬馬の全身から目を焼かんばかりの黄金の光が吹き出した。

　光の中で、冬馬は上半身を狼へと変えてゆく。

「おおおおっ！」

　両腕を振るい、光をガラスのように砕き散らすと、冬とう馬まは牙きばを剝むき出しにして唸うなった。

　怒り心頭の冬馬だったが、変身が彼の冷静さを取り戻させた。

　周囲で異変が起こっていた。人波と呼べるほどに多かった人々が、冬馬と陣じん内ない、それに深み雪ゆきと由ゆ花かを残して一人残らず消えていたのだ。まるで手品のように。

　駅前の喧けん噪そうは、一転、静寂となった。

　冬馬も、深雪も由花も、キョロキョロと驚おどろきの目を巡らせた。

「空間隔離の術か！」

　過去にも、冬馬は同じ状況に見舞われたことがあった。

　目標を現実空間から切り離し、疑似空間に閉じ込めてしまうという高等妖よう術じゆつだ。

「甘っちょろいおまえのことだ。一般人を巻き込むような闘たたかいじゃあ全力を出せません、なんて言い出しかねないからな。邪じや魔ま者ものはどけてやった。これで存分に暴れられるだろ？」

「あんた……妖術も使えたのか」

「俺おれじゃねえけどな」

　独白のような陣内の呟つぶやきは、風上の冬馬には届かなかった。

「さて。わずらわしいだけの御ご託たく口こう上じようを並べても意味がねえ。始めるとするか」

　飢うえた肉にく食しよく獣じゆうのように双そう眸ぼうをギラつかせると、陣内はその身を鬼へと変えた。

　身の丈二メートルを超える、筋肉という名の装甲を纏まとった巨体。鉛色の皮ひ膚ふ。漆しつ黒こくの髪。そして額ひたいから真っすぐに伸びる角つの。

「容よう貌ぼうが以前と変わってない……？」

　転てん生しようを覚悟していた冬馬は、拍子抜けした。

「鬼族について勉強したのか。感心だな」

「あんたに感心されても嬉うれしくなんかない。変わってないならこのまま殺すまでだ」

　跡形も残さず消してやる！　地を蹴けった冬馬だが、すぐに足が止まった。勝手にだ。本能が、止まれと告げていた。

　本能の警けい告こくは正しかった。身構え、冬馬は目を剝いた。

　鉛色だった陣内の皮膚が、いつの間にか灼しやく熱ねつの赤に変わっていた。

「転生……？」

「急せくなよ。じっくり待ちな」

　隆々とした灼熱色の両腕を、陣内は横に広げた。

「深雪さん！　由花を連れて離れるんだ！」

　なにか言いたげな顔をした深雪だが、頷うなずいて由花を連れて離れた。

「二人も空間隔離の外に出してくれればいいものを」

　毒づいた冬馬は、陣内を警戒しながら、逃げてゆく深雪たちを見送った。

　陣じん内ないが叫んだ。重厚な雄お叫たけびに空気と地面が震ふるえると、灼しやく熱ねつ色の巨体に変化が現れ始めた。

　全身のあらゆる箇所から、皮ひ膚ふを突き破って硬質ななにかが現れた。

「骨……？」

　白みがかったその硬質物は、骨のように見えた。それが鎧よろいとなって陣内の巨体を覆おおった。

　覆われていないのは、顔面と首まわり、それに腕と足の関節部分、爪つま先さきと指先だけだ。

「なるほどな。こうなるわけか」

　腕を曲げ、首を反らし、陣内は鎧の感触を確かめている。

　隙すきだらけではあるが、冬とう馬まは仕掛けることができなかった。喉のどが渇かわき、足が強こわばっている。迂う闊かつに攻め込むことを、身体からだが拒絶しているのだ。

　スッと陣内の両腕が動いた。右腕を前に差し出し左腕を横に上げる。すると広げた右の掌てのひらの前に、二メートルに及ぶ巨大剣が現れた。左腕からは炎が吹き出し、それが大きな盾へと物質化した。

　盾を正面に構え、巨大剣を肩に担ぐと、

「いくぜ」

　鬼族・陣内甲こう牙がは、文字どおりの悪鬼の形ぎよう相そうで舌なめずりした。




　鬼と人じん狼ろうは同時に地を蹴けった。
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　半はん瞬しゆんで肉にく薄はくした二人は、それぞれの第だい一いち撃げきを放った。

　陣じん内ないは斬ざん撃げき。巨大剣が音速もかくやという速さで振り降ろされる。

　冬とう馬まは鈎かぎ爪づめを繰くり出した。鎧よろいに覆おおわれていない首を狙ねらって鈎爪が弧を描く。

　移動速度、攻撃速度は完全な五分。

　巨大剣がアスファルトを割った。地じ響ひびきが起こり、真っすぐに亀き裂れつが走る。

　鈎爪を繰り出しながらも、冬馬は身を撚ひねっていた。その鈎爪もまた陣内の左腕に装着された盾によって防がれていた。

　盾と鈎爪がぶつかり、火花が散った。

　冬馬は顔を歪ゆがめ、陣内は獰どう猛もうな笑みを浮かべ、互いに飛びのいた。間合いを取るや否や、二人は第二撃を放った。

　陣内は再び斬撃。といっても、刃やいばで直接斬きりつけたのではない。剣の振りに合わせて炎を放ったのだ。

　冬馬は掌てのひらを突き出し、そこに百の光の点を発生させた。光の点は、極細の矢となって迸ほとばしった。

　技の速さは冬馬の方が上回っていた。陣内の眼前で炎と光の矢は激突した。

　陣内の炎は、黄金色に変色して一気に陣内にはね返った。だが陣内は、その眩まぶしい炎を盾の一ひと薙なぎで吹き散らした。

　冬馬は再び顔を歪め、陣内は笑った。

「潰つぶれてぶちまけろ」

　陣内の巨大剣が、横手に横転していたトラックの側そく壁へきに突き刺さった。

「──！」

「おおおおおおおっ！」

　鼓こ膜まくが破れるような雄お叫たけびをあげて、陣内が腕を動かした。凄すさまじい腕力で軽々とトラックを持ち上げ、投げつけてきたのだ。

　横だろうと上だろうと、逃げ道はいくらでもあった。しかしいきなりトラックを投げつけられ驚おどろいた冬馬は、反応が遅れた。

　真っ正面から突っ込んできたトラックを、冬馬は両手を前に構えて受け止めた。だが衝しよう撃げきは強烈で、体勢が崩れた。身体からだを大きく反らしながらも、冬馬は両手の鈎爪をバンパーに食い込ませ、渾こん身しんの力でトラックを放り投げた。トラックは広場の中央の噴ふん水すいの上に落ち、大きな破は壊かい音おんが響ひびき渡った。

　大破したトラックのガラス片と噴水の水みず飛沫しぶきが、広範はん囲いに飛び散った。

「さすがは黄おう金ごん狼おおかみ。バカ力だな」

「……あんたに言われたくない」

　肩を上下させながら、冬馬は灼しやく熱ねつ色の鬼を睨にらんだ。陣内は息の一つも乱してはいない。

「準備運動はここまでだな。そろそろ本番といこうか！」

「望むところだ！」

　激しい闘とう気きを発して二人は激突した。目にも止まらぬ速さで広場狭しと立ち回り、斬ざん撃げきを、鈎かぎ爪づめを繰くり出し合った。

　陣じん内ないの斬撃は剣が巨大なだけにどうしても大振りになってしまい、冬とう馬まを捉とらえることはできず、また冬馬の鈎爪や蹴けりも陣内の装甲と盾の前にことごとく弾はじかれた。

　金剛石ダイヤモンドすら斬きり裂く黄おう金ごん狼おおかみの鈎爪も、陣内の装甲には薄うすい傷をつけるのが精一杯だった。

「鈎爪が通じないなら！」

　冬馬は光を矢にして飛ばしたり、三日月型の刃やいばに変えて撃うち出したが、すべて盾と装甲に阻はばまれ、空むなしく散るだけに終わった。

　対する陣内も、炎の奔流を生む斬撃を連続で放ったり、人の頭ほどの火球を数十個生み出して反撃してきた。

　それらの攻撃を、冬馬は鈎爪で打ち砕き、あるいは光を放って相殺した。

　そんな攻防がどれだけ続いたか──。

「あんたは、俺おれを狙ねらう理由を強くなるためだって言った」

　撃ち降ろされた巨大剣を鈎爪で弾き、冬馬は言った。言いつつ、喉のど元もとを狙って蹴りを繰り出す。

「ああ、言った」

　蹴りを盾で防ぎ、陣内。

「強くなって、それでどうするつもりだ？」

　冬馬は五メートルほどの間合いを取った。

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後、陣内は構えを解いた。冬馬も構えを解く。冬馬の呼吸は乱れていたが、陣内は平然としていた。

「俺は、無限の強さを得る」

　ズンズンと、一歩ずつ、陣内が近づいてきた。

「なんのために？」

　腰を落とし、冬馬は身構えた。

「なんのために？」

　歩みを止め、質問をおうむ返しにした陣内は、

「無限の強さを得るためだ」

　そう言って、巨大剣を肩に担いだ。冬馬は「ん？」と思った。

「どうして無限の強さを得ようとしているのかを、訊きいてるんだ」

「しつこい小僧だな。無限の強さを得るためだって言ってるぜ？」

　苛いら立だった口調で陣内。

　会話が嚙かみ合っていない。不ふ審しんに思った冬馬は、質問を変えた。

「なら無限の強さを得て、それでどうするつもりなんだ？」

　すると陣じん内ないはなんとも奇妙な表情になった。

　訝いぶかしむような、怒っているような、名状しがたい表情だ。だがそれも一いつ瞬しゆんのことで、

「無限の強さを得るためだ！」

　烈火のように吐き出して、突進してきた。

　動揺しているのか、突っ込んでくる陣内の動きからは鋭するどさが失われていた。

　──敵の目的を気にしてもしょうがない。どのみち倒さなくちゃいけないんだ！

　突きを体を沈めてかわした冬とう馬まは、懐ふところに飛び込んで両の鈎かぎ爪づめを一いつ閃せんさせた。

　鎧よろいに覆おおわれていない両腕の関節に、冬馬の鈎爪が突き刺さった。

「ぬぐっ！」

　赤黒い飛沫しぶきが冬馬の体毛に染みを作り、呻うめいた陣内の手から巨大剣と盾が落ちた。

　鈎爪を食い込ませたまま、冬馬は陣内のあごに閃光のような蹴けりを見舞った。

　陣内の巨体が宙に浮いた。

　冬馬はたたみかけた。鈎爪と蹴りの嵐あらしが、陣内を捉とらえる。

　光を纏まとわせることで威力を高められた鈎爪と蹴りは、陣内の分厚い装甲を破は壊かいし、灼しやく熱ねつ色の巨体を攻め立てた。

　鈎爪が皮ひ膚ふと肉を斬きり裂き、蹴りが骨を砕く。

　ドォンと、巨体が仰向けに倒れた。

　肺にたまった空気を搾しぼり出すように深く息を吐いた冬馬は、

「あんたは深み雪ゆきさんと由ゆ花かを巻き込んだ。許しはしない」

　厳おごそかな声こわ音ねで言って、両腕をゆっくりと横に広げた。

　黄金の燐りん光こうが、全身から昇った。

　カッ。薄うす紫むらさきの空が光った。金色の稲いな妻ずまが一筋、夜空を走ったのだ。

「ぐっ……」

　首筋を濡ぬらす血を拭ぬぐいながら、陣内が上体を起こした。いたるところで皮膚と肉が深く裂け、灼熱色の巨体からは多量の血が滴り落ちている。

　カッ。今度は立て続けに稲妻が走った。空に、金色の軌跡が縦じゆう横おう無む尽じんに描かれる。

　無言で冬馬は片腕を縦たてに動かした。と、腕の動きに合わせて一条の稲妻が矢のように落ちてきた。

　ドーン。稲妻は陣内の眼前で炸さく裂れつし、閃光と衝しよう撃げき波はを撒まき散らした。

　金色の衝撃波を、陣内は腕を振るってはねのけた。

「また転てん生しようされて襲おそわれるのは御免だ。塵ちりも残さないで消す」

　左腕を陣内に向け、その二の腕に右手を添えると、冬馬はいっせいに稲妻を落とした。否、落とそうとして落とせなかった。

「ごふっ」

　稲いな妻ずまに攻こう撃げき命令を下そうとした瞬しゆん間かん、いきなり口から血の泡あわがあふれたのだ。

　冬とう馬まも、そして陣じん内ないも、揃そろって目を見開いた。

　がくっと膝ひざが折れた。全身から力が抜けていく。

　ぐにゃりと視界が飴あめのように伸び、両手両膝をついた冬馬は、そこでもう一度血を吐いた。

　──『久く遠おんの月つき』……！

　今までは、闘たたかいの後に時間を置いて襲おそってきていた『久遠の月』の副作用が、闘いの最中に襲ってきた。

　驚おどろきと焦りに、冬馬は「くそっ！」と吐き捨てた。すると、しゅうしゅうと全身から金色の蒸気が昇り始めた。

「力が……！」

　蒸気の正体は獣じゆう気きだった。人じん狼ろう族ぞくの力の源である獣気が気化しているのだ。

「う……ああっ！」

　うずくまり喘あえいでいると、獣気の気化はどんどん勢いを増し、霧きりのように広がった。

　陣内は無言で冬馬を凝ぎよう視ししている。

　一分近い時が流れ、蒸気の発生が収まった時、冬馬の姿は生身の人間へと戻っていた。

　異常な寒さむ気けに襲われ、冬馬は肩を抱いて震ふるえた。歯が鳴った。

「おい、なんだ。もう終わりかよ？」

　問いかけられたが、歯の根も合わない冬馬には答えることはできなかった。

　ぐっと身体からだを丸めると、

「冬馬さん！」

　深み雪ゆきの声がした。

　由ゆ花かを安全な場所まで連れてゆき、戻ってきたのだ。息を切らして駆けてくる。

　くるな！　心の中で叫ぶと、上空でバリバリと物もの凄すごい音がして、強烈な光が起こった。

「変身が解けたおかげで、技の制御がきかなくなったみてえだな」

　陣内が鼻で笑う気配がした。

　冬馬が生んだ金色の稲妻が、一束になって落ちてきた。

　稲妻は広場の中央、大破したトラックの真上に落ちて、轟ごう音おんがあたりを揺さぶった。

　閃せん光こうに目を焼かれ、歯を食いしばった冬馬を、強烈な衝しよう撃げきが襲おそった。五体がバラバラになりそうな衝撃だ。

「ぐわあっ！」

「きゃああっ！」

　爆ばく音おんの中に、冬馬と深雪の悲鳴が重なった。

　吹っ飛ばされた冬馬は、タバコの自動販売機に背中からぶつかって突っ伏した。

　動こうとして、冬とう馬まは苦く悶もんの声をあげた。裂傷などは少ないが、剝むき出しの上半身は擦すり傷だらけで真っ赤になっていた。打だ撲ぼくも酷ひどい。身体からだ中の骨が、折れたり、ヒビが入ったりしているのだ。

　人間の姿に戻ったことで『久く遠おんの月つき』の治ち癒ゆ能力が働き、傷から白煙が発生し始めたが、すぐに動けるような軽いケガではなかった。

　激痛に耐え、はうように前に進みながら、冬馬は深み雪ゆきの姿を求めた。彼女も稲いな妻ずまの衝しよう撃げきに吹き飛ばされてしまったはずだ。

　彼女の姿はすぐに見つかった。稲妻で崩れた店てん舗ぽの瓦が礫れきの上に、ぐったりと横たわっていた。

　深雪の許もとへ。思うのだが、身体が言うことをきかない。歯は痒がゆさに地面を叩たたいていると、巨大な影が前を塞ふさいだ。




「冗談じゃねえぞ。まだこっちは力を出し切ってねえんだよ。一人で勝手にヘバってくれるなよ？」

　爪つま先さきで冬馬の頭を小突くように蹴けった陣じん内ないだが、呻うめくだけで冬馬は立ち上がらない。

「立てよ。立ってもういっぺん変身しろ。バテててめえの技を喰くらって終わりです、じゃああんまりにもバカらしいだろうが」

　足を動かすと、冬馬は無造作に仰あお向むけになった。あまりの弱々しさに、陣内はカッとなった。

「変身しねえんなら、おまえもおまえの女も殺すぞ！」

　叫んで足を持ち上げると、

「ダメえっ！　冬馬さんを殺しちゃダメえっ！」

　由花が駆けてきた。冬馬と陣内の間に割って入ってきた由花は、バッと腕を広げて真っ赤な瞳ひとみで陣内を睨にらんだ。

　拳こぶしを握り、陣内は沈ちん黙もくした。

「おじさん、さっきのおじさんなんでしょ!?　どうしてあたしを助けてくれたおじさんが冬馬さんを傷つけるの!?　変だよ！　おかしいよ！」

　瞳を潤うるませながら、由花は陣内に訴えかけた。

「……どけ。邪じや魔まするならおまえも殺すぞ」

「どかない！」

　陣内の恫どう喝かつにも由花は怯ひるまなかった。彼女の真っすぐな瞳に射貫かれ、陣内の形ぎよう相そうは憤ふん怒ぬのそれになった。

「ガキが！」

　灼しやく熱ねつ色の大きな足が、由花に当たった。由花は冬馬の上に重なるように倒れた。

「由花……逃げるんだ。逃げて深雪さんを……」

「やだ！」

　掠かすれた声で冬とう馬まが言ったが、由ゆ花かはきかなかった。起き上がって陣じん内ないの前で両腕を広げる。倒れた拍子に緩ゆるんでいたリボンが解け、長い髪が零こぼれた。

「お願いおじさん！　お願いだから冬馬さんを殺さないで！」

　泣きじゃくるように、由花は懇こん願がんした。

「……ぐっ」

　唸ひねった陣内の耳の奥に、由花とは違う少女の声が響ひびいた。

（お願いします！　小さ夜よはどうなってもいいですから、お父ちゃんを殺さないで！）

　急に胸が締しめつけられた。懐なつかしさと悲しさ、それに焼けるような怒りが混ざり合って心をかき乱した。

　頭を抱えると、先と同じように頭の芯しんに電気が走った。バチッ、バチッ、と不快な響きが繰くり返される。

　バチッ、と電気が走る度に、脳裏に少女の姿が点滅した。

　意識に白く霞かすみがかかってゆく。それを現実に引き戻したのは、

「冬馬さんから離れて！」

　かん高い女の声と、皮ひ膚ふを襲おそった無数の氷の飛礫つぶてによる攻こう撃げきだった。

　威力は低く、大半は皮膚に傷の一つもつけられずに弾はじかれたが、一粒が眼球に当たった。

「女ぁ……っ！」

　屈強な鬼族とはいえ、眼球の硬さなど人間と変わるものではない。右目は潰つぶれてしまった。

　潰れた右目を押さえ、血走った左目で女を睨にらむ。と、立っているのが精一杯だったのか、女──深み雪ゆきは膝ひざをついた。

　深雪は満まん身しん創そう痍いになっていた。頰ほおは擦すれて真っ赤になり、腹部を切ったのだろう、ブラウスとカーディガンに血が染みていた。スカートもぼろぼろに破れていた。

　さしたる戦せん闘とう能力を持たない者、それも女を殺すのは好きではなかったが、苛いら立だっていたところに片目を潰され、陣内は激怒した。

「その顔、握り潰してやる！」

　足にしがみついてきた由花を払うと、陣内は深雪に近づいていった。気丈に陣内を睨む深雪だが、動く体力はなかった。

　顔面に陣内の手が伸びたその時、

　ごうっ。陣内の背中が燃え上がった。

「ぬうっ！」

　身体からだから力を発して炎を消すと、陣内は仕掛けてきた敵を睨むべく振り返った。

　漆しつ黒こくの髪の女が、掌てのひらをこちらに向けて立っていた。横には、スーツ姿の若い男の姿もある。

　腹立たしげに、陣内は牙きばを剝むいた。




「静しず華かさん！　静しず馬まさん！」

　由ゆ花かが歓かん喜きの声をあげた。

　静しず華かは由花に微笑ほほえみかけると、深み雪ゆきに頷うなずいてみせた。深雪は安あん堵どしたように頷き返す。

「人払いの術の中に入ったことは何度かありますが、完全に創つくられた空間の中に入るというのは初めてですね」

　周囲を見回し、静しず馬まは感心した。宵よい闇やみの空も、そこに輝かがやく月も星も、そして街並みも、すべて術によって創り出された偽物なのだ。

「実際の風景を完全にコピーしているようですね」

　現実との唯一の違いは、存在するすべての物に匂においがないということだけだ。

「しかし、すんなり隔離空間内に入れるとは思いませんでしたよ」

　空間隔離の術は、術者が望まない限りは外部からは侵入できないはずだ。

　もし冬とう馬まがデート中に襲おそわれれば、深雪や由花も巻き込んでしまうことになると、静華と二人で側そばについていてやることにした。そして車で追ってきたのだが、駅前に差しかかったところで、静馬が妖よう術じゆつの気配を察知した。

　車を降りて広場中央の噴ふん水すいの前に立ったとたん、この空間内に引き込まれた、というわけだ。

「橘たちばなさんでも、これほど見事な空間隔離はできないでしょうね」

「感心してるんじゃないよ」

　コツンと静華にこめかみを小突かれ、静馬は「失礼」と謝あやまった。

「縁ゆかりめ……面白がって邪じや魔ま者を招き入れやがった」

　鬱うつ陶とうしげに陣じん内ないが言った。独白だったのだろうが、静馬には聞こえていた。

　どうやらもう一人敵が潜ひそんでいるらしい。空間隔離の術を使ったのは、その「縁」なる人物のようだ。

　──だとすると、面倒ですね。

　考えていると、

「鬼族だかなんだか知らないけど、あたしの娘と妹分まで巻き込んだ罪は重いよ。炭にしてやるから覚悟しな」

　横で静華が啖たん呵かを切った。艶つややかな黒髪がふわりと浮き、獣じゆう気きが熱となって身体からだの周囲に陽かげ炎ろうを起こす。

「水を差すようですが、ここは私に任せてくれませんか」

　臨りん戦せん態勢の静華の肩に手を載せ、静馬は耳打ちした。細い眉まゆを寄せた静華だが、すぐに臨戦態勢を解いた。

「すみません」

　軽く礼を述べると、静馬は陣内に向けて言った。

「この場はひとまず水入りということで、一ひと月つき後に再戦といきませんか」

　唐突な提案に、静しず華かは驚おどろいたように静しず馬まを見、陣じん内ないは目元を歪ゆがめた。

「どういうつもりだ、銀ぎん狼ろう？」

「どうもこうもありませんよ。あなたの目的は、冬とう馬まを殺すことではなく、冬馬と闘たたかって転てん生しようすることでしょう？　見てのとおり、冬馬にはもう闘う力はないようです。目的を果たしたいのなら、冬馬の回復を待って再戦するしかない。違いますか？」

　黒光りする陣内の双そう眸ぼうが、スッと細まった。

「この場で俺おれを倒すつもりはないのか？　俺は手負いだ。おまえら二人掛かりなら、倒せるかもしれねえぜ？」

「ラグナウルフで敵かなわなかった相手に勝てると思うほど、私も姉様も自うぬ惚ぼれてはいませんよ」

　静馬が肩を竦すくめて笑うと、陣内は「ハッ」と小バカにするように笑い、静華はムッとしたような顔になった。だが彼女はなにも言わない。この場を任せてくれたのだ。

「根性の据すわったいい戦士かと思ったが、とんだ腰抜けだな」

「手て厳きびしいですね。言葉もありませんよ」

　バカにされても、静馬はにこにこしている。が、これでいいのだ。

　陣内の言うとおり、静華と二人掛かりなら倒すこともできるだろう。

　敵の戦せん闘とう能力は未知数だが、静馬が敵の動きを封じて時間を稼かせぎ、静華が必殺の太陽落としを放つという戦法を取れば、勝算は十二分にある。

　だがこちらが優勢に闘いを進めれば、恐らく「縁ゆかり」が動く。空間隔離が使えるほどの妖よう術じゆつ士が加わってくれば、戦況は一気にこちらが不利になる。それに空間隔離を解除されでもしたら、一般人を巻き込むことになってしまう。そうなれば成す術すべもない。

　戦闘不能の冬馬、それに深み雪ゆきや由ゆ花かといった足手まといがいる以上、この場で闘うことは絶対に避さけなければならないのだ。

「俺と闘いたくない一心で、弟を差し出すか」

「ええ。冬馬一人の命で深雪さんや由花ちゃんも助かるなら、冬馬も文句はないでしょう」

　深雪と由花が揃そろって文句を言おうとしたが、静華がそれを視線で制してくれた。深雪も由花も、唇くちびるを嚙かんでこらえた。

「いいだろう。だが十日だ。おまえらの回復力なら一ひと月つきもいらないだろうよ」

「人じん狼ろう族ぞくの回復力が高いといっても、個人差があるんですけどね」

「十日だ」

「……分かりました。ただし再戦の場所はこちらで指定させてもらいますよ」

「好きにしろ」

　退屈そうに首を動かしながら、陣内はぶっきらぼうに言った。

「場所は月つき森もりの本家です」

「いいぜ」

　提案を、陣じん内ないはいともあっさり飲んだ。場所など彼にとってはどこでもいいのだろう。

　月つき森もりの本家は、人里離れた山寺だ。一般人を巻き込む心配はない。

「十日後の夜、月森の本家だな」

　クルリと、陣内は踵きびすを返した。胸板同様、背中の筋肉も凄すさまじい。

　ごおっ。灼しやく熱ねつ色の巨体が、不意に炎に包まれた。静しず華かの攻こう撃げきではない。

　炎が一際大きく逆巻くと、陣内の姿は炎の中に消えた。

「やれやれ」

　首の後ろをさすると、「これで良かったのか？」、静華に訊きかれた。

　静しず馬まはもう一人敵が潜ひそんでいたことを話した。すると静華は、

「いよいよ鬱うつ陶とうしくなってきたね」

　髪をかき上げつつ、人差し指を嚙かんだ。

「ええ。ですがあの手のタイプは約束は守りますからね。十日間の安全は確保できたと考えていいでしょう。十日の間に居所を突き止められれば、こちらから奇き襲しゆうをかけることもできます」

「なるほどね」

　人差し指を口から離し、静華はジャケットのポケットに手を入れた。

「冬とう馬まさん！」

　深み雪ゆきが冬馬の頭を抱き締しめて涙混じりの声をあげた。由ゆ花かも心配に満ちた顔で、冬馬を揺すって呼びかけている。

　冬馬は気を失っていた。

　静馬と静華が、険しい顔で冬馬たち三人を見つめていると、

　バチッ。静電気が弾はじけるような音が響ひびき、あるべき風景が戻ってきた。

　静馬たち五人は、人波のただ中にいきなり現れたことになった。

　上半身裸で倒れる冬馬の姿に、何人もが悲鳴をあげて、あたりは騒そう然ぜんとなった。













　　　　第三章　決意と涙と







　深い眠りの中で、冬とう馬まは夢を見ていた。色のついた鮮せん明めいな夢を。




　一面の雪景色──。

　純白の雪原を、深み雪ゆきが歩いている。

　淡い風に粉雪が舞い、柔らかな月明かりを浴びて輝かがやく様は、幻想的で美しい。

　冬馬は深雪のずっと前で、彼女を待っていた。

　凍いてついた風が冬馬の背後から吹きつけてきた。振り返った冬馬の目に映ったのは、奈な落らくへ続く巨大なクレバスであった。闇やみは深く、底が知れない。

　こっちにきちゃいけない。深雪を制止しようとした冬馬だが、発したはずの声は音にならなかった。

　声が出せないならと、冬馬は身振り手振りで懸けん命めいに訴えた。だが見えていないのか深雪の歩みは止まらなかった。

　彼女は腕になにかを抱いていた。赤ん坊のように愛いとおしげに抱いている。

　それは人の首だった。それも──。

（俺おれの首……!?）

　冬馬の首を胸に抱き、深雪は泣いていた。虚うつろに見開かれた目はなにも映してはいないようだった。

　粉雪を舞わせていた淡い風が、一寸先もまともに見えないような猛吹雪へと変わった。

　深雪が横を通り過ぎた。肩をつかもうとしたが、冬馬の手は深雪に触れることができず、スッとすり抜けてしまった。

　吹雪の中、冬馬の首を抱いた深雪は、クレバスへと真っすぐに向かってゆく。

　彼女を追おうと手を伸ばす。すると手首がバターのように溶けて、ドロリと落ちた。

（え……!?）

　目を剝むくと、皮ひ膚ふが溶け始めた。強酸でも浴びたかのように身体からだが焼けただれてゆく。

　皮膚が溶け、異い臭しゆうを漂わせて肉が溶けた。液化した皮膚と肉が、血と混じって雪の上に広がっていった。

（あ……あ……）

　肉がなくなり、骨だけになった手で顔面を覆おおうと、指と指の間からなにかがころんと転がり落ちた。眼球だった。

　クレバスを前にして、深み雪ゆきが振り向いた。

　深雪は、微笑ほほえんでいた。

　待ってくれと冬とう馬まは叫んだ。だが叫びは声にはならず、深雪は奈な落らくへと身を投げた。

　もう片方の眼球も落ち、身体からだ中の肉が溶けて、冬馬は骨だけになった。

　骨は灰となって、雪原の風に吹き流されていった。




　夢と現うつつの狭はざ間まで、冬馬は絶叫した。




　目覚めた時、冬馬の顔は涙に濡ぬれていた。見慣れない天井や壁かべが目に映り、冬馬は上体を起こした。

「病室か……」

　室内の明かりは消えていたが、月明かりのおかげで真っ暗ではなかった。仄ほの暗ぐらい室内には、誰だれの姿もない。個室だ。

「なんてひどい夢だ……」

　嫌いやな汗で全身びっしょりになっていた。両手で顔を覆おおうと、不意に猛烈な吐き気が込み上げてきた。

「うぶっ」

　口を押さえたまま、ベッドを降りる。打だ撲ぼくや骨折は既に治っているらしく、力こそ入らなかったものの立つことはできた。

　転がるように病室を出ると、冬馬はおぼつかない足取りでトイレに駆け込んだ。

　洗面台に顔を突っ込むようにして、嘔おう吐とを繰くり返した。胃液ばかりが吐き出された。胃液がカラになるのではと思えるほどに、嘔吐はしつこく繰り返され、胸と喉のどが痛んだ。

　口をゆすぐ気力もないまま、冬馬はその場に膝ひざをついて、ぜえぜえ息を乱した。

「これも『久く遠おんの月つき』の副作用か」

　口をゆすぎ顔を乱暴に洗った冬馬は、水を出したまま鏡かがみに映った自分の顔を見て絶句した。

　十キロ以上瘦やせたように頰ほおの肉がそげ落ちていた。肌はだはカサカサに乾いていて色もドス黒く、目の下には大きなクマができている。

「由ゆ紀き彦ひこさんとおんなじだ」

　脳裏に綾あや瀬せ由紀彦の顔が浮かんだ。不治の病に冒おかされた彼が、ちょうどこんな顔をしていた。

「俺おれ……死ぬんだ……」

　自然と、口からその言葉が滑り出た。

「このままじゃ、死ぬ……」

　見たばかりの悪夢が甦よみがえった。

「あれは、暗示なんだ。これから現実になる夢なんだ……」

　震ふるえる指で冬とう馬まは鏡かがみに映る顔を撫なでた。その薬指にはめられた『久く遠おんの月つき』が目に映り、冬馬は瞳ひとみを震わせた。

「はっ……はははっ……」

　涙ではなく、笑いが出た。

「はははははっ……」

　鏡に手をついたまま、冬馬は笑い続けた。

　水の流れる音が、その狭い空間の中にかすかに響ひびいていた。




　身体からだを起こし、深み雪ゆきは「んっ」と小さな声を出した。

　すぐに病院のベッドの上だと気づいた。電気は消えていて、側そばには誰だれもいなかった。

「わたし……」

　あの後どうなったのかを、深雪は思い出した。

　陣じん内ないが去り、空間隔離の術が解けた後、五人は車で病院に向かった。

　静しず華かの車の後部座席で、冬馬の頭を膝ひざに載せて彼の額ひたいに手を当てていると、深雪も意識が遠くなってきた。覚えているのはそこまでだ。気を失ってしまった、ということなのだろう。

「痛っ……」

　身体を起こそうとすると、脇わき腹ばらに痛みが走った。服は脱がされ、患者用の服を着せられていた。腕や頭、腹に包帯が巻かれている。頰ほおにもガーゼが張ってあった。

　深雪が負ったケガは軽いものではなかった。生命力、回復力の高い人じん狼ろう族ぞくでなければ、致命傷になっていただろう。

「冬馬さんは……」

　打だ撲ぼくの痛みもひどく、ベッドから降りるだけでも一苦労だったが、それでも深雪は頑がん張ばって立ち上がった。

　病室を出ようとすると、ドアの向こうから会話が聞こえてきた。静華と静しず馬まの声だ。

「たった三回だぞ。それだけであそこまでボロボロになるものなのか!?　病巣が身体中に広がってたじゃないか！」

　苛いら立だった静華の声がして、ドンと壁かべを叩たたく音がした。

「病巣って、なんのことかしら？」

　立ち聞きすることに気が引けたが、ただならぬ雰囲気だ。深雪は会話に耳を傾けることにした。

「すべての病巣を取り除くのは不可能になったと、医者は言っていましたね」

「なんだって、あいつがこんな目にあわなくちゃいけない!?」

　静華が取り乱していた。彼女がここまで取り乱しているのは、深雪が知る限りでは初めてだ。

「手術……？　あいつって、冬馬さんのこと……？」

　服の胸元を、深み雪ゆきは握り締しめた。

「あいつはラグナウルフに生まれて、その力で母様を殺しちまった。深雪ちゃんに出会って、ようやくそっから立ち直って……ようやく普通に幸せにやっていけると思ってたら、今度はなんだ!?　指輪に命を削られてもう死ぬかもしれませんだと!?　ふざけるのも大概にしろ！」

「──！」

　息を飲み、深雪は腰が抜けたようにその場にしゃがみこんだ。

　物音を聞きつけ、静しず華かと静しず馬まが病室に入ってきた。

「深雪ちゃん……」

「迂う闊かつでした。我々の話を聞いてしまったみたいですね」

　震ふるえる肩を抱いて、深雪は二人を見上げた。

「冬とう馬まさんが死ぬかもしれないって、どういうことですか……？」

　訊たずねる声も、震えていた。

　静華と静馬は、困惑した様子で顔を見合わせた。静華が苦い顔で髪に手をやる。

「どういうことですか!?」

　肩を抱いたまま、深雪は語気荒く問い詰めた。すると、

「隠し通せることではありませんからね。深雪さんにもお話しします。冬馬には、誰だれよりもあなたの支えが必要になるでしょうから」

　前置いて、静馬が話してくれた。

　冬馬が『久く遠おんの月つき』という指輪に、身体からだを蝕むしばまれていることを。

「三度目の使用により、病巣は全身に転移してしまいました。困難な病に冒おかされたと、そう考えてください」

　さらに静馬は、冬馬を狙ねらう敵のことも話してくれた。陣じん内ない甲こう牙がという鬼族のことを。

　だが陣内のことなど、深雪にとってはどうでもいいことだった。冬馬が悪性の病巣に全身を蝕まれているという事実だけで、深雪の頭はいっぱいになっていた。

「冬馬さんが……」

　何千匹という虫の塊を飲み込まされたような気分だった。胸が内側から喰くい破られるように痛んだ。

「手術で取り除けるだけの病巣を取り除いて、『久遠の月』をもう二度と使いさえしなければ、死にません」

　目を見開いて震えている深雪の肩に、静馬が身を屈かがめて手を置いた。

「深雪さん。酷なことをお願いするようですが、あなたは取り乱さずに笑顔でいてあげてくれませんか？」

　優しい声こわ音ねで、静馬は言った。

「男というのは、いざとなると弱いものです。そんな時になによりの支えとなるのは、愛する女性の笑顔です。ですからあなたは、笑顔を絶やさないようにして、あいつの側そばについていてやってください。あなたにしかできないことなんです」

「あたしからも頼むよ。あいつは昔っから、病気になると一人でいるのがダメになる奴やつなんだ。誰だれかが側についててやらないと、やたらと寂しがる……」

　壁かべに寄りかかり、腕組みして静しず華かが言った。髪が覆おおっていて、横顔は窺うかがえない。

　二人の辛つらさを感じた深み雪ゆきは、肩をぎゅっとつかんで身体からだが震ふるえるのを我慢した。取り乱したところで事態は好転しないと、深呼吸して胸を落ち着かせた。

「わたし、冬とう馬まさんのところにいってきます」

「お願いします。様子を見てきてやってください」

　病室を教えてもらうと、深雪は冬馬の許もとへ向かった。




　冬馬の病室は、深雪の病室の一階下にあった。

　ナースステーションの前を通り、廊下を歩いていくと、冬馬の病室から由ゆ花かが出てきた。由花は深雪の顔を見ると、「あ」と声を出した。

「深雪さん、ケガ平気？」

「ええ。二、三日もすれば全部良くなると思うわ。心配かけちゃって、ごめんね」

　ううん、と由花は首を横に振った。

「冬馬さんは？」

　訊きくと、また由花は首を振った。

「あたしがおトイレにいって戻ってくるとね、冬馬さんいなくなっちゃってたの」

　探したが、見つからなかったという。由花はずっと冬馬の側についていたのだが、ほんの少し離れた間に、冬馬は目を覚ましたらしい。

「そうなの……」

　冬馬を心配しつつも、深雪は、由花に静華が呼んでいた旨を伝えた。

「一いつ旦たん、お家うちに帰るんですって」

「うん……」

　帰りたくない、といった様子の由花だったが、素直に静華の許へ向かった。

　由花は、冬馬の身体のことは知らされていない。

　三人で楽しく過ごすはずだったお誕たん生じよう日びイブが、とんだことになってしまった。明日の誕生日も、笑顔で過ごすというわけにはいかないだろう。

　由花の後ろ姿を見送りながら、深雪は眉まゆをひそめた。

　病室へ入ると、カーテンが半分だけ開いていた。ベッドのシーツは乱れていて、見ると枕まくらが濡ぬれていた。悪い夢にうなされて泣いていたのだろうか。枕を指先で撫なでながらそんなことを考えていると、

「深み雪ゆきさん」

　呼ばれた。振り返ると冬とう馬まがいた。手にビニール袋に入った白いＹシャツを持っている。

　彼の顔を見るや否や、深雪は唇くちびるを嚙かんだ。

　見違えるようにやつれ、死人よりもひどい顔色をしていた。静しず華かや静しず馬まの話が事実であることを、彼の顔色が物語っていた。

「おケガは、もう大丈夫ですか？」

　涙が出かかったが、こらえて深雪は笑顔を作った。

「ああ。『久く遠おんの月つき』の回復能力が働いたから、もう傷はなんともない」

　答えた冬馬は、妙に落ち着いていて、無表情だった。

「君のケガは？」

「わたしも平気です。運動神経はニブいですけど、傷の治りは早いんですよ！」

　両腕を曲げて、深雪はガッツポーズを取ってみせた。が、冬馬はなにも言わなかった。

　彼は患者用の服を脱ぐと、手にしていた袋を破き、Ｙシャツを素す肌はだの上に着た。

「兄さんから借りてきたんだ」

　静馬たちのところに行っていたらしい。深雪とは入れ違いになっていた。

「Ｙシャツなんか着て、どうなさるんです？」

「家に帰るよ。ケガは治ったんだから、入院する意味はないだろ？」

　ボタンを留めながら冬馬。深雪は目を丸くした。

「なに言ってるんですか！　そんな身体からだで！」

　詰め寄ると、冬馬の目にふっと悲しい色が浮かんだ。

「聞いたんだ、俺おれの身体のこと」

　間を置いてから、深雪は頷うなずいた。

「退院なんて、ダメです。ちゃんと手術を受けて、病巣を取り除かないと……」

「無む駄だだよ」

　苦笑めいた笑みを浮かべ、冬馬はきっぱりと言った。

「手術を受けても、なにも変わらないよ。手術で取り除いても、病巣は元に戻る」

「でも、元に戻るとは限らないって、静しず馬まさんが……」

「戻るんだ。病巣は消せないよ」

　断言され、深雪は押し黙だまった。自分の身体は自分が一番よく分かるということなのだろう。

　じっと深雪は冬馬を見つめた。動転するでもなく、嘆くでもなく、冬馬の表情は乾いていた。

「どうして、そんなに落ち着いてるんですか？」

　死人よりもひどい彼の顔を見ていられなくなった深雪は、目を伏せて問いかけた。

　冬馬は答えない。二人は沈ちん黙もくに包まれた。

「……わたし、身体のこと、もっと早くに話して欲しかったです。冬馬さんの口から……」

　沈ちん黙もくを破った深み雪ゆきの声は、くぐもっていた。我慢していた涙が込み上げてきていた。

　やはり冬とう馬まはなにも言わない。深雪から目を離し、壁かべの方を向いている。

「わたし、心配かけたくないなんて、思って欲しくありませんでした……苦しいことや悲しいこと、なんでも話して欲しかった……」

　口を手で押さえ、深雪は小刻みに肩を震ふるわせた。

「だって、あなたのことを一番心配するのは、わたしの役目じゃないですか」

　一緒に人生を生きてゆくと、約束したのだ。彼もそれを望んでくれた。抱えきれないくらいの大きな花束を持って、プロポーズをしてくれたのだ。

　誰だれよりも彼の心に近い存在になれたのだと、そう思っていた。

　しかし彼は、命の危機が迫っていたことを話してはくれなかった。

　自分が彼の心に一番近い存在だと思っていたのは、単なる一方的な思い込みにすぎなかったというのだろうか。

　情けなくもあり、悲しくもあった。

「心配されて、それで身体からだが治るなら、いくらでも話したさ」

　それまで黙だまっていた冬馬が、口を開いた。

「え？」

　伏せていた顔を上げると、冬馬の乾いた目と目が合った。

「君に身体のことを話さなかったのは、心配がどうとかじゃない。君に話しても意味がなかったからだ」

　目と同じ乾いた声こわ音ねで言われ、深雪は愕がく然ぜんとした。

「君に話したからって、どうなったっていうんだ？　ホワイトウルフの能力じゃ、俺おれの削られた命は戻らない。せいぜい大騒さわぎして、身体にいい料理を作るぐらいのことしか、君にはできなかっただろ？」

　鼻で笑い、冬馬は続けた。

「敵のことだってそうだ。君は足手まといにしかならない。今日だってそうだっただろ？　俺は由ゆ花かと一緒に退さがってろって言ったのに、のこのこ飛び出してきてそのケガだ」

　頰ほおに張られたガーゼを、冬馬の指がちょんちょんとつついた。

「俺のことを一番心配するのはわたしの役目だって？　勝手に決めないでくれよ。誰もそんなことは頼んでない」

　乾かん燥そうしていた冬馬の声は、苛いら立だちをはらんだものになっていた。

　びりっ。

「痛……っ！」

　いきなり頰のガーゼをはがされ、深雪は顔をしかめた。

「炊事洗せん濯たくしかできない足手まといのくせに、保ほ護ご者しや面づらしないでくれよ」

　舌打ちして、冬とう馬まははがしたガーゼを捨てた。

「わたしは……」

　口を開くと、まるでそれを制するように冬馬が言った。

「正直、君が鬱うつ陶とうしくなったよ。顔も見たくない」

　冬馬の手がドアノブにかかった。ドアが三分の一ほど開き、廊下の明かりが室内をうっすらと明るくした。

「もう金輪際、俺おれの世話は焼いてくれなくていいから」

　投げやりな物言いをすると、冬馬は病室を出て行った。

　ドアが閉まると、室内は闇やみと静寂に支配された。

　深み雪ゆきはただ黙だまって、その場に立ち尽くした。

　目を見開いたまま瞬まばたきもしない彼女の姿は、まるでロウ人形のようだった。




　急患の搬はん入にゆう口から、冬馬は外に出た。途中で看かん護ご婦ふに引き留められたが、無視した。

　外は、木々のざわめきがやかましいぐらいに風が強かった。

　昼間の穏おだやかな暖かさとは打って変わって、吐く息が白いほどに冷え込んでいる。素す肌はだの上にＹシャツ一枚というのはあまりに薄うす着ぎであったが、冬馬は身み震ぶるいの一つも起こさなかった。

「皮ひ膚ふ感覚までおかしくなってるのかな？」

　自じ嘲ちようめいた笑みを張りつけていると、

「退院するつもりですか？　ついさっき、姉様が入院手続きをしてくれたばかりなんですけどね」

　声をかけられた。横手の銀杏いちようの幹に、兄が腕を組んで寄りかかっていた。

「姉様は？」

「由ゆ花かちゃんと一緒に、一度家に戻りましたよ。おまえの家に回って、着替えなども持ってきてくれるそうです」

　戻ってくるまでは病院から離れるなと、静しず華かに言われたのだという。

「おかげで身動きが取れません。やらなきゃいけないことが山積みなんですけどね」

「姉様には後でちゃんと謝あやまらないとな」

　勝手に病院を抜け出したなどと知ったら、さぞかし怒ることだろう。

「姉様が戻ってきたら、私は秩ちち父ぶの『院いん』に向かいます。十日の間に、陣じん内ない甲こう牙がのねぐらを発見できるかどうかが、鍵かぎになりますからね」

　銀杏から離れ、静しず馬まは側そばにやってきた。

「ひどい顔ですね。体調不良に失恋が重なると、ロクなことにはならないということですか」

　相好を崩した兄に、冬馬は驚おどろきの表情を返した。

　なにもかもを知っている。兄はそんな目をしていた。

　病室での会話を立ち聞きしていたのだろうか。訝いぶかしんでいると、

「立ち聞きなんて無粋な真似まねはしませんよ。おまえの顔を見れば、なにがあって、なにを考えてるかぐらい、手に取るように分かります」

　苦笑され、

「俺おれの分かりやすさって筋金入りなんだね」

　冬とう馬まも苦笑した。

「決断に、後悔はありませんね？」

「ああ」

　即答した冬馬の瞳ひとみには、決意を胸に秘めた者にしか持てない、強い輝かがやきがあった。

　別れ。

　その決断を下すのに、迷いはなかった。後悔もない。

　風に髪を揺らされながら、冬馬は白い建物を振り返った。

　四階の左端から二番目の、カーテンが半分だけ開いている部屋。そこに人影が見える。その部屋に向けて、冬馬は穏おだやかな声こわ音ねで語りかけた。

「今までありがとう深み雪ゆきさん。幸せにしてあげられなくてごめん」

　君を好きになって良かった。

　君に好きになってもらえて嬉うれしかった。

　心の中で付け足し、冬馬は微笑ほほえんだ。




　三時間後、冬馬は墓地にいた。

　母に会いにきたのだ。

　病院から自宅へ戻り、着替えてからバイクでやってきた。

　コートのポケットに手を入れた姿勢で空を仰いだ冬馬は、降るような星に目を細めた。

　母・詩し織おりの墓がある寺は、飯はん能のう市街から離れた山の麓ふもとにあった。

　緑が多く、空気が綺き麗れいな場所だ。息を吸い込む度に、澄すんだ空気が胸の中を洗ってくれるような気がした。

　寺は、由ゆ花かを救うために繰くり広げられた闘たたかいによって全ぜん壊かいしてしまったのだが、墓地は無傷だった。寺は現在建て直し中である。

「本家の寺も、秋になるといっぱい花が咲くけど、ここも花が多いよな」

　綺麗な空気のおかげだろうか。薄うす紫むらさきの紫し苑おんや、鮮あざやかなオレンジの女郎花おみなえし、色とりどりのコスモスが咲き乱れ、秋風にそよいでいた。

「母さんの墓を一人で参るのは、これで二度目だな」

　花の香りを感じながら、冬馬は春先のことを思い出した。

　初めて一人でここを訪れたのは、今年の二月の末。寺の境内と墓地の隅の梅の木が、いっぱいに白い花を咲かせていたのが印象に残っている。

　好きな人ができたこと。彼女と将来を誓い合ったことを、母に報告しにきたのだ。

　それまでは、彼岸や命日に家族でくることはあっても、決して一人ではこなかった。いや、これなかった。

　家族が一緒にいても、母の墓前に立つと、悲しみと罪の意識で胸が張り裂けそうになっていたからだ。一人で参る勇気など、到底持てるはずもなかった。

　だが、柚ゆず本もと深み雪ゆきという一人の女性のおかげで、その勇気が持てるようになったのだ。

「ごめん母さん。こんな時間に」

　墓石に触れて、冬とう馬まは亡き母に語りかけた。墓石はひんやりしていた。

「次は深雪さんを連れてくるって約束してたけど、守れなかったよ」

　春に訪れた時に、深雪を連れてこようかとも考えた。

　この人が俺おれの好きになった人だと、胸を張って母に紹介したかった。

　それができなかったのは、どうにも照れくさかったからだ。

「わたしも、ちゃんとお義母かあ様にごあいさつしたいです」

　深雪もそう願ってくれたのだが、冬馬はその都度「近いうちにね」と断っていた。

　おかげで深雪が母の墓を参ったことは、一度もなかった。

「彼女とは、お別れすることにしたんだ」

　身を屈かがめ、冬馬は悲しげに微笑ほほえんだ。

「俺おれは、もう長くは生きられない。どれだけ生きれるか、分からないんだ」

　数カ月の命、とまではいかないが、どんなにもっても三年が関の山だろう。

　病巣をいくら手術で取り除いたところで、無む駄だだ。病巣は再生される。

　冬馬にはそれが分かっていた。病院で目覚めた後から、はっきりと分かるようになったのだ。ラグナウルフとしての本能が、そう感じていた。

　削られた命を取り戻す方法は継続して探すと兄は約束してくれたが、徒労に終わるだろう。

「余命のない俺に、彼女を幸せにしてあげることなんて、できない」

　プロポーズした時の、花束を抱いて喜ぶ深雪を思い出し、冬馬は目を伏せた。

「深雪さんは優しいから、きっと最後まで……俺が死ぬ瞬しゆん間かんまで、側そばにいてくれると思う。けど……」

　愛する人が日々死に近づいてゆく姿を側で見続けるのは、たまらなく辛つらいことだろう。

　食事もまともに取れなくなり、瘦やせ衰え、歩くことも困難になってゆく。咳せき込み、血を吐き、身体からだの痛みに苦しむ。そんな姿を毎日見続けるのだ。見守る方の神経が、先に参ってしまうに違いない。

　そして迎える死──。

　見守り続けた者には、なにも残らない。残るのは悲しみだけだ。

「俺おれの側そばにいれば、彼女は心を削られてしまう。それに……」

　側にいれば、きっとまた闘たたかいに巻き込んでしまう。

「最強の人じん狼ろうなんていっても、俺はいつも彼女を守りきれてない」

　御み堂どう巽たつみの時も、香か沙ざ薙なぎ桂けいの時も。陣じん内ない甲こう牙がとの闘いにいたっては、自らの力で彼女を傷つけてしまった。

「敵に殺されるだけじゃない。母さんみたいに、俺の手で彼女を殺してしまう可能性だってあるんだ」

　冬とう馬まにとって、それは最も忌むべき事態であった。

「深み雪ゆきさんを、これ以上闘いにさらすわけにはいかない。絶対に」

　柚ゆず本もと深雪という女性は、戦場などに立ってはいけない人だ。

　穏おだやかな暮らしの中で、日だまりのように微笑ほほえんでいる。彼女に似合うのは、そんな姿だ。

「俺じゃあダメなんだ。俺じゃあなに一つ、彼女に与えてはあげられないんだ」

　与えられるのは、闘いと血と苦しみと、悲しみだけだ。

「母様……やっぱり、俺がラグナウルフだからいけないのかな？　ラグナウルフである俺には、人を幸せにする資格なんて、初めからなかったのかな……」

　額ひたいに手をやって、冬馬は鼻を啜すすった。

「俺……深雪さんを世界で一番幸せにしてあげたかった……俺の手で、ずっと彼女を守り続けていきたかった……いつまでも彼女に、側で微笑んでいて欲しかった……なのに……なのに……畜生っ！」

　胸の奥から、熱い塊が込み上げてきた。

　震ふるえる両手で墓石をつかみ、冬馬は声をあげて泣いた。堰せきを切ったように涙があふれた。

「畜生！　畜生！　畜生！　畜生！　畜生おっ！」

　額を墓石に擦すりつけ、ぶつけ、泣きわめいた。

　深雪との別れを決めたことに、迷いも後悔もない。ただ悲しかった。

　超常的な力を振るって敵と闘うことはできても、愛した女性を幸せにすることはできないのだ。

　なんと惨みじめなことだろうか。

　いっそこのまま壊こわれてしまいたかった。

　涙と声が嗄かれるまで泣き続け、額が切れるまで頭をぶつけ続けて、冬馬はふらふらと立ち上がった。

　母の墓石には、血の染みができていた。

　肩で息をしている冬馬の目は、抜け殻がらのようになっていた。その抜け殻のような目で、冬馬は右手の『久く遠おんの月つき』を見た。

「……このまま、死にはしない」

　喉のどを締しめるようにして呟つぶやく。抜け殻がらのような目に、決意の炎が宿った。

「俺おれはこのまま一人じゃ死なない！　あの二人は必ず道連れにしてやる！」

　陣じん内ない甲こう牙が──。

　香か沙ざ薙なぎ桂けい──。

　陣内甲牙が、無限の強さを得て、それでなにをするつもりなのかは分からないが、敵の目的などどうでもよかった。転てん生しようできないよう、跡形もなく消すだけだ。

　香沙薙桂も、死ぬ前に倒さねばならない敵だ。あの青年は、焼けつくような執念で、目的である人じん狼ろう族ぞくの絶滅を果たすために行動を起こすだろう。深み雪ゆきが安心して暮らしていくためにも、なんとしても討たねばならない。元より、由ゆ花かを苦しめて、深雪の身体からだに消えない傷を刻んだ許せない男なのだ。

「どちらも手て強ごわい敵だ。俺が倒せば、姉様や兄さんを闘たたかわせずにすむ」

　皆のためにできる唯一のこと。

　それが闘うことなのだ。

　そっと瞼まぶたを閉じ、冬とう馬まは夜風を感じた。濡ぬれた頰ほおに、風は痛いぐらいに冷たかった。

「ごめん母様。泣きわめいたりして」

　目を開けた冬馬は、墓石についた血を指で拭ぬぐった。

「きっと俺は、大声で泣きたくてここにきたんだろうな」

　別れを切り出す時、深雪の前では、決して涙は見せまいと思った。別れを切り出すのがこちらである以上、涙など見せられるはずもなかった。

　深雪には、一日も早く自分のことなど忘れて欲しかった。だから嫌きらわれ、憎まれるようにした。

「けど俺、[image: 噓]うそとか芝居とかヘタだからな……」

　袖そででゴシゴシ涙を拭ぬぐう。

　我慢し続けていた涙。流さないままでいたら、きっと心が潰つぶれていたに違いない。

「俺は、もう泣かない。泣くのは終わりだ。残った命でやれるだけのことをやって……それから母様のところにいくよ」

　母に微笑ほほえみかけて、冬馬は身を翻ひるがえした。




　静寂に包まれた病室の中で、深雪は一人、ベッドに腰掛けていた。

　わずかに開いた窓から入り込む風が、カーテンを淡く揺らしている。

　深雪が見つめているのは月。

　星々を従えて輝かがやく三日月を、深雪は見つめ続けていた。かれこれ三時間近くもそうしているだろうか。
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　深雪は、静しず華かが持ってきてくれたシルクのパジャマに着替えていた。その上にカーディガンを羽は織おっている。

　静しず華かが深み雪ゆきの病室を訪れたのは、一時間ほど前。彼女は「一人にさせてください」という深雪の願いを聞き入れ、帰った。なにも訊きいてはこなかった。

「冬とう馬まさん……」

　そっと頰ほおの傷に触れ、深雪は目を閉じた。脳裏に病室から出てゆく冬馬の横顔が甦よみがえる。

　喉のどの奥からせりあがってきた嗚お咽えつを、深雪はぐっと飲み込んだ。

「わたしが泣いちゃいけない……」

　別れを告げた彼は、涙を見せなかった。

　辛つらいのは、苦しいのは、別れを告げられた自分ではない。別れを告げた彼の方なのだ。

　彼が涙をこらえたのに、自分が泣くわけにはいかない。

　彼が最後に見せた横顔には、表情がなかった。

　心の中で泣いているのだと分かったから、深雪もあの時涙をこらえたのだ。

　彼が、あえて嫌きらわれ、憎まれるためにあんなことを言ったのだと、深雪には分かっていた。

「長く生きられない俺おれじゃあ、深雪さんを幸せにはできない。このまま俺の側そばにいたら、また闘たたかいに巻き込んじゃうって、冬馬さん、そう考えちゃったんですよね……」

　ここにはいない冬馬に向けて、深雪は小さく微笑ほほえんで語りかけた。

「冬馬さん、分かりやすいんだもの……」

　シーツを握り締しめ、唇くちびるを嚙かんで、深雪は涙に抗あらがった。ちょっとでも気を抜けば、涙があふれてしまいそうだった。

「わたしは、幸せにしてもらいたくて、あなたを好きになったんじゃないんですよ。あなたを好きになったから、いつも幸せな気持ちでいられたんですよ……」

　彼の側に──彼の優しい匂においの側にいるだけで、安らいだ気持ちになれた。

　彼のために料理を作ったり、彼と腕を組んで同じ道を歩いたりしていると、心が温かくなった。この気持ちが幸せなんだと、そう思えた。

「わたし、冬馬さんが死んじゃったら、きっといっぱい悲しくていっぱい泣いちゃうと思うけど……けど……」

　愛した人がこの世から去る。

　遺のこされた者は、不幸だ。

　愛情は、そっくりそのまま悲しみとなって遺された者の胸を貫く。

　深く悲しんだところで、死者が還かえることはない。

　遺された者が、どれだけ手を伸ばしてみても、死者の背中には届かない。

　溺おぼれるぐらいに涙を流しても、死者は救いの手を差し伸べてはくれない。

　追いつけは、しない。

　絶対にして永えい劫ごうの距離──それが死だ。だが──。

「冬とう馬まさんが死んじゃって、いっぱい悲しくても、わたしはわたしが不幸だなんて、絶対に思わない。だから冬馬さんも、悲しませたくないなんて思わなくて、良かったんですよ……」

　失って涙が止まらなくなるぐらいに誰だれかを愛せた人間は、幸せなのだから。

「冬馬さん……まだ死んじゃうって決まったわけじゃないのに、諦あきらめちゃうなんてダメですよ……」

　きっと彼は、自分に迫っている死が避さけられないものだと、本能のようなもので強く感じているのだろう。だが、まだ時間はあるのだ。

　静しず馬まも、助かる方法を探し続けてくれる。

　生きている限り、望みはあるはずだ。

　助かる方法がないなら、見つかるまで探し続ければいい。そこに敵が立ち塞ふさがるというのなら、みんなで闘たたかえばいい。

　手段がない時が、望みのない時が、終わりではない。諦めた時が終わりなのだ。

　けれど深み雪ゆきは、それらの気持ちを冬馬に伝えることができなかった。

　出てゆく冬馬を、止めることができなかった。

　止める資格がないと、そう思ってしまったからだ。

「待ってください」

　その一言が言えなかった。喉のどがぎゅっと締しめつけられて、言えなかった。

（炊事洗せん濯たくしかできない足手まといのくせに──）

　彼はそう言った。

　深み雪ゆきには、その言葉を否定することができなかった。

　闘たたかいの役に立つために特訓もしていたというのに、いざ敵を前にした時、なんの役にも立てなかった。それこそ足手まといになっただけだ。

　そんな自分がいくら「諦あきらめるな」と口にしたところで、彼の心には届かなかっただろう。

　側そばにいたところで、できることは、彼が言ったように、せいぜいが身体からだに良い料理を作って、あとは彼が落ち込まないように笑顔でいることぐらいなものだ。

　静しず華かや静しず馬まのように、大きな力になってやることはできないだろう。

「でも……それでも……」

　握っていたシーツを離し、深雪はベッドから立ち上がった。

　薄うす雲ぐものかかった三日月を仰ぎ、祈るように目を閉じる。

「わたしは、冬とう馬まさんに諦めないでいて欲しい……命が尽きる最後の一いつ瞬しゆんまで、生きることを諦めないでいて欲しい……」

　呟つぶやいて、深雪は両手を重ねるようにして胸に当てた。

　窓から入り込んできた風が、頰ほおの傷と栗くり色の髪を撫なでる。

　閉じた目の端から、つう、と一筋の涙が深雪の頰を伝った。

　声をあげて泣く必要はなかった。一筋の涙に、深雪は悲しみと迷いのすべてを込めて流した。

　ゆっくりと瞼まぶたを開き、深雪は微笑ほほえんだ。

　一つの決意が、彼女を微笑ませた。

「なにもできないわたしにも、一つだけできることがある……」

　命と引き換えにして、できることが。

　微笑む彼女の濡ぬれた瞳ひとみには、月が映っていた。




　大きな水音に混じり、ひゅっ、ひゅっ、という空くうを斬きる音が立て続けに鳴っている。

　岩畳が続く荒あら川かわの川辺で、香か沙ざ薙なぎ桂けいは太刀を素振りしていた。

　背後には、色づき始めた山々が悠然とそびえている。

「はっ！」

　左手一本で、桂は太刀を突き払った。

　太刀を動かす度に刀身が月光を反射し、裸の上半身から汗が飛び散った。

　無む駄だなく引き締しまった肢し体たいは褐かつ色しよく。髪は雪の色をしていて、鋭するどい面差しは猛もう禽きん類るいを連想させた。目立つ容よう貌ぼうだが、最も印象的なのは瞳の色だろう。彼の瞳は紫であった。

　太刀を引き戻そうとした桂の左手から、急に力が抜けた。太刀は岩畳に落ちて乾いた音を立てた。

　怒りに顔を歪ゆがめると、桂けいは右手で左の手首をつかんだ。左手は痙けい攣れんしていた。

「いつになったらまともに動くようになるんだ!?　この腕は！」

　手近な岩に左手の甲を叩たたきつけると、桂は「くそっ！」と吐き捨てた。じわっと血が滲にじんだが、痛みは感じなかった。

　秩ちち父ぶにほど近い長なが瀞とろに身を潜ひそめて一ひと月つき余り。月つき森もり冬とう馬まとの闘たたかいで負った傷は、いまだ癒いえきってはいなかった。

　切断された左腕は、御み堂どう縁ゆかりの術によって再生はしたものの、思うようには動かず、魔ま力りよくは激減していた。

　狼ろう魂ごんの槍やりを浴びたことと、『涅ね槃はんの月つき』を使用したことが影えい響きようしているのだ。

『涅槃の月』にも、『久く遠おんの月つき』と同様の命を削るという副作用があった。

　削られる命の量は『久遠の月』に比べれば少ないのだが、それでも桂の身体からだは確実に蝕むしばまれていた。

　冬馬のように吐血や目眩めまいといった症状に襲おそわれることはなかったが、体力と魔力がほとんど回復しなくなってしまった。

　強力な浄化能力を持った狼魂の槍により、桂の魔力は二割程度まで激減した。一月半かかって、ようやく五割まで回復した。遅すぎる。

『涅槃の月』で削られた命は戻らない。魔力が果たしてどこまで戻るのかは、桂にも分からなかった。

　岩に腰を降ろすと、桂は右手を拳こぶしの形にした。

　乱れた息を整えながら、掌てのひらを広げる。そこには小さな結晶があった。血よりも濃こく、それでいて透明感のある真紅の結晶だ。

　自らが生み出したそれを、桂は『種たね』と呼んでいた。

　生物を妖よう魔まに変える力を持った、桂の「魂から流れ出た血」の結晶だ。

　手の中の『種』は、『鏡かがみ』の中に封じられていた百年間分の血を使い、ありったけの魔力を注ぎ込んで造り出したとっておきである。

　桂はこの『種』を用い、由ゆ花かを強大な力を持った妖魔──《龍りゆう》に変えた。

　だが《龍》は、月森冬馬によって浄化されてしまった。

　百年が水すい泡ほうに帰し、桂は打ちひしがれた。が、奇跡は敗北の向こうに待っていた。

「こいつは、再び俺おれの手に戻ってきた」

《龍》は浄化された。

　しかし《龍》の根源を成していた『種』だけは、消えることなく残ったのだ。

　妖魔が死ねば、もろとも『種』は消滅してきた。

　なぜ今回に限って『種』が残ったのか、それは分からない。《龍》の生存本能がさせたことなのだろうと、桂は考えていた。

　なにしろ《龍りゆう》は、桂けいですら御せないほどの妖よう魔まだったのだから。

「それも、ただ戻ってきたんじゃない」

『種たね』は、変質していた。

　見た目はなに一つ変わってはいないが、この『種』は、桂が十年前に由ゆ花かの母親に植え込んだ『種』とは決定的に違った。

「こいつはもう、俺おれの『種』じゃない」

　桂が『種』を生み、『種』が《龍》を生んだ。

　そして《龍》が、滅びの際にこの『種』を生んだ。

　すなわちこの『種』の創造主は、桂ではなく《龍》なのである。

　それが一体なにを指すのか──。

「俺は、俺自身にこの『種』を植え込む」

　不可能だった自分自身に『種』を植え込むという行為が、可能になったのだ。

　自らの血によって成された『種』を、自らに植え込むことはできない。だがこの『種』は、桂が生んだものではない。

《龍》の圧倒的な力が脳裏に甦よみがえった。

「あの力が俺のものになる……両方の力を目覚めさせるよりも、よほど早い。あの力が俺のものになれば『あの男』を殺せる」

　燐りんを、取り戻すことができるのだ。だが──。

「今の俺では『種』を吸収できない……」

　魔力が低下し、腕も動かないような今の状態では『種』を取り込むことはできない。

　小さな水風船に、数十リットルの水を入れるようなものだ。身体からだが破裂してしまう。

　せめて左腕が完全に動くまで体力の回復を待ち『涅ね槃はんの月つき』で悪魔族としての魔力を解放しなければ、とてもではないが『種』を取り込むことはできないだろう。

「あと、どれだけかかる……？」

　苛いら立だちが募っていた。

　握り締しめた拳こぶしを額ひたいに当て、歯を食いしばっていると、

「相変わらず悲ひ愴そう感バシバシやなあ」

　聞き覚えのある軽い声がかけられた。

「『あの男』の犬か……」

　ぼさぼさの長髪をホウキさながらに束ね、サングラスをかけた瘦やせぎすな男がいた。紺のスーツにロングコートを身につけている。

　男──響ひびき忍しのぶは、大おお袈げ裟さに肩を竦すくめた。

「なんの用だ？」

　転がっていた太刀を爪つま先さきで蹴けり上げてつかむと、桂は切っ先を響に突きつけた。

　降参と言わんばかりに、響ひびきは両手をあげた。

「俺おれを付け回していたな？」

「イヤーン。バレとったん？」

『あの男』直属の密みつ偵ていは、わざとらしく身をくねらせた。

　この男は、由ゆ花かの一件の後も、ずっとつかず離れずの位置でこちらの様子を窺うかがっていた。

「もう一度だけ訊きく。なんの用だ。答えないのならば、潰つぶす」

「おっかないなぁ。あんた、もうちょい人生にゆとり持った方がええで」

　コートのポケットに両手をしまい、響はまた肩を竦すくめた。大おお袈げ裟さな動作がカンに障る男だ。

「ほんなら、さくさくっと用件だけすましてしまおか」

　サングラスの向こうにあった響の目が、スッと猫ねこのように細まった。

「あんたが右手に持ってる『種たね』……そいつをもらいにきたんや」

「なに？」

「そいつを取り込んだかて、あんたは勝てん。身体からだがバラバラになってしまいや」

「なんだと？」

「あんたかてホンマは分かっとんのとちゃうか？　そいつは身体に植え込んでどうこうできるもんやない、ってな」

「貴様！」

「おっと」

　桂けいの殺気に飛びのいた響は、サングラスをずらし、

「『長おさ』は、あんたのためを思うて言うとるんやで。悪いことは言わへん。響ちゃんにその『種』渡しとき。おとなしゅう渡してくれたら、痛いことはなぁんもない」

　片目をつむった。

「おとなしく渡さなかったらどうするつもりだ？」

　紫の瞳ひとみの中央が、猫のように縦たてに切れ上がった。が、その問いに答えたのは、

「手荒い手段を取ることになります」

　淡々とした女の声だった。その声に、桂は目をいっぱいに見開いた。

　聞き知った──この世で一番聞き慣れた声だ。

「燐りん……」

　振り向かぬまま固く目を閉じ、呻うめくように呟つぶやく。

「燐……」

　振り返った桂の瞳に、悲しい色が広がった。

　女が、そこにいた。女というよりは少女といった方がよいだろうか。眉び目もくの整った顔には、あどけなさが残っている。

　肌はだは褐かつ色しよくで、腰の下まである白い髪を結い上げていた。

　肩と胸元が露ろ出しゆつした衣装を身につけており、生地は月明かりを浴びて不思議な光沢を放っていた。純白のようでもあり、淡い桜色や水色のようにも見える。

　ゆったりと広がった裾すそと袖そでには、金銀の装飾が施されていた。

　感情のかけらも感じさせない無機質な瞳ひとみが、じっと桂けいを見つめている。

　瞳の色は空のような蒼あおだ。

　異母妹の無機質な瞳に、桂は目を伏せずにはいられなかった。燐りんは笑顔の似合う娘だった。見ている方が幸せな気持ちになれるような笑顔の持ち主なのだ。本来は。

「貴方あなたが持つ『種たね』を消去します。渡しなさい」

「燐……」

　苦しげに、桂は異母妹を呼んだ。

　呼びかけに燐は反応を示さない。あの頃ころのように笑顔で応こたえてはくれなかった。

　音が鳴るほどに奥歯を嚙かみ、桂は拳こぶしを震ふるわせた。

　燐は奪われているのだ。笑顔も、記き憶おくも。

　百四十年前、『あの男』によって記憶のすべてと感情を消されて以来、燐は『あの男』の意志のみに従う道具にされていた。
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「おとなしゅう渡した方がええって。可愛かわいい妹とドンパチすんのはあんたもしんどいやろ？　オレも見とって切なくなってくるしなぁ」

　岩に腰掛け、響ひびき。

「黙だまれ。次に口を開いたら殺す」

　憎悪の眼まな差ざしで響を一いち瞥べつすると、桂けいは燐りんに向き直った。響は、はたはたと手を振った。

「燐……この『種たね』は渡せない。これはおまえを取り戻すために──」

「その『種』では、貴方あなたの望む力は得られません。その『種』を取り込めば、貴方は『種』の力に耐え切れず、確実に死にます。『長おさ』は貴方の死を望んではいない。『長』のために、その『種』を消去します」

　緩ゆるやかな動作で燐は胸の前に手を差し出した。手の中に一片の呪じゆ符ふが現れた。それを人差し指と中指で挟み、腕を水平にして構える。

「燐……」

「最後通告です。『種』を渡しなさい。拒否するのならば攻こう撃げきします」

　構えた呪符が蒼あおい輝かがやきを放ち、空気を震ふるわせた。

「今のあんたの力やったら、お燐ちゃんの一発で消し炭やで。まあ殺すな言われとるから、それはないんやけどな」

　忌いま々いましいが、響の言葉は真実だ。

　燐の魔ま力りよくは、悪魔族の中にあって最も強いものであった。

　桂が『涅ね槃はんの月つき』で悪魔族としての魔力を引き出しても、五分に及ばない。

　悪魔族としての力は燐の方が遥はるかに上なのだ。

　退けることはおろか、逃れることもできないだろう。空間転移を使おうとしても、封じられて終わりだ。

　ふっと息を一つ吐くと、桂は握り締しめていた右の拳こぶしを開いた。

　燐の力がどうであろうと関係ない。燐に刃やいばを向けることなど──傷つけることなどできはしないのだから。

「人間素直が一番、ってな」

　響が言うと、桂の足元でなにかがゆらりと動いた。それは桂の影だった。まるで水面のように揺らいだ影の中から、一本の細い触手が蛇へびのようにくねりながら伸びてきて、桂の広げた右手に絡んだ。

　影と闇やみを操る──シャドウウルフである響忍しのぶの能力だ。

　影から伸びてきた闇の触手は、桂の手にあった『種』をつかむと、しゅるしゅると影の中に戻っていった。

「悪う思わんといてや。オレもしゃあなくやっとんねん」

　響が、指でつまんだ『種』を月明かりに透かして見ていた。

「『長』からの伝言です。余をその手で殺あやめたければ、己に眠る偉大なる力を目覚めさせよ。以外は認めぬ。偉大なる力、目覚めさせたくば、『最後の月』を手に入れるがよい」

「『最後の月』……？」

『最後の月』──桂けいはそれがなにかは知らなかったが、『久く遠おんの月つき』『涅ね槃はんの月つき』を探していた際に、文献でその名前を見た覚えがあった。

「あんたがつけとる指輪の原材料になった宝珠や」

　指先で『種たね』をいじくり回しながら、響ひびきが説明した。

「闘たたこうて死んだラグナウルフの心臓が変化して生まれるモンらしいわ。オレも現物見たわけやないから、ようは知らんけどな」

「ラグナウルフの心臓……だと？」

「『最後の月』には、『久遠の月』『涅槃の月』をも超える力の覚かく醒せい・解放の能力があります」

「あんたがその指輪でも引き出しきれんあっちの力を引き出すんには『最後の月』を使うんが、一番手っ取り早いっちゅうこっちゃな。『長おさ』もぼちぼち焦り始めてきとるみたいやで。若作りしとっても、もうジジイやからなぁ」

　響が笑うと、

「響、口を慎つつしみなさい。『長』を蔑さげすむ言葉は私が許しません」

　燐りんが制した。響は苦笑して手を振る。

「『最後の月』……」

「こないだまでは、肝心のラグナウルフが品切れやったから、どうにもこうにもならんかったけど、今は一匹おるやろ？」

「『最後の月』、求めるのならば急ぎなさい。陣じん内ない甲こう牙がが、月つき森もり冬とう馬まを標的としています」

「陣内が……」

　予想はしていたことなので、桂は驚おどろかなかった。

「あの鬼のおっちゃん、あれから転てん生しようしよったで。さしもの黄おう金ごん狼おおかみも危ないかもしれんなぁ」

「月森冬馬は、この手で殺す」

　刺すように桂が言うと、

「よっ、男前」

　響が茶ちや化かした。

「用件はすみました。響、戻りますよ」

　手から呪じゆ符ふを消し、燐が身を翻ひるがえした。服の裾すそが閃ひらめき、装飾が輝かがやく。

「燐！」

　呼び止めてもこの場ではなにもできない。記き憶おくを呼び覚ましてやることも、昔のように抱き締しめることも。分かっていても、呼び止めずにはいられなかった。

　しかし思い空しく、燐は空間転移で姿を消した。

「ま、物には順序があるっちゅうこっちゃな。焦らんと、頑がん張ばってや」

　岩に腰掛けていた響が、ぴょんと降りた。彼の足は地に着くことなく、そのまま自身の影の中に入った。影の中に沈んでゆく。

「ほな、さいなら」

　最後に影の中から片手だけを出して振ると、響ひびきもまた消え去った。

「燐りん……」

　力なくうなだれ、桂けいは苦しげに瞼まぶたを閉じた。




　長い石段を、一人の少年がとんとんと軽快にのぼってゆく。

　金きん褐かつ色しよくの髪に瞳ひとみ、処女雪のような白い肌はだ。中性的で綺き麗れいな顔立ちをしたその少年の名は、御み堂どう縁ゆかりという。チェックのシャツにジーンズという、ありふれた服装をしていた。

「到着っ！」

　石段をのぼりきり、境内に入った縁は、深呼吸して上じよう機き嫌げんになった。

　曼まん珠じゆ沙しや華げや金きん木もく犀せい、竜りん胆どうがあちこちに花を咲かせていて、空気は花の味がした。

「いたいた」

　本堂に向かって真っすぐに歩いていく。本堂への階段に腰を降ろし、男が眠っていた。

　男の裸の上半身には、描いたような赤い筋がいくつもできていた。鈎かぎ爪づめによって引き裂かれた傷の跡だ。

「決けつ闘とうは十日後なのに、もう待ってるんだから、気が早いよね」

　微笑すると、縁は境内を見回した。

　皆みな野の町の外れにある名もない山寺である。三キロ近い長い石段をのぼらねば着くことができない山の深くにあった。

　並木状に植えられた桜の大半が折れているのは、八カ月ほど前に、この場所で月つき森もり冬とう馬まと御堂巽たつみとの闘たたかいが行われたためだ。

　住む者がいないということもあるのだろうが、八カ月経たっても、本堂は半はん壊かいしたまま、桜も折れたままというのだから、月森の人間はあまり信心深くはないらしい。

　ここが月森の本家。十日後、月森冬馬と陣じん内ない甲こう牙がの再戦の舞台となる場所だ。

「ふーん。ここが父さんの死んだ場所なんだ」

　にこにこしている縁だが、目はまるで笑っていなかった。

「バカな男だよ。たかが女一人殺されたぐらいで、トチ狂うなんてさ」

　笑顔を侮ぶ蔑べつに満ちた表情に一変させて、ツバを吐き捨てた縁は、眠っている男──陣内甲牙に向き直った。

　闘いの後、陣内甲牙は必ず眠りにつく。眠ることによって、大地から力を吸収して傷の回復を早めるのだ。

　眠りについた鬼族の回復力は驚きよう異い的だ。四し肢しがもげていれば生えてくるし、骨が粉砕されていたとしても復元する。また大地から得た力は、老化をも大幅に遅らせるという。

「でも転てん生しようしたっていうわりには、傷の回復が遅いな……」

　あの程度の傷、陣じん内ないなら十分もしないうちに完治していていいはずだ。まだ跡が残っているというのはどういうことだろう。

　訝いぶかしむように見ていた縁ゆかりは、陣内の眼球が瞼まぶたの向こうでせわしく動いているのに気がついた。右の瞼は腫はれ上がっていた。

「夢でも見てるのかな？」

　眠りながら眼球が動いているのは、眠りが浅い証拠だ。浅い眠りの中で人は夢を見る。

　戦せん闘とう後の陣内の眠りは、いつも深い。

　奈良で月つき森もり静しず馬まと闘たたかった後などは丸三日起きなかったし、月森冬とう馬まとの闘いで転生を果たした後は今朝けさ方まで延々眠り続けていたほどだ。眠りが浅いというのは珍しい。

「見てるのは昔の夢だったりして。『あの男』の術もイマイチ甘いみたいだしね」

　宵よい闇やみの中で繰くり広げられた陣内と月森冬馬の闘いを、縁は思い返した。

　縁はあの場にいた。駅ビルの屋上から一部始終を見ていたのだ。

　月森冬馬が一般人を巻き込むことを恐れて動きを鈍らされるのは御免だと、空間隔離の術をかけるよう陣内に頼まれたのだ。

　ただ待っているのも退屈だったので、トラックをけしかけたり、駆けつけた静しず華かと静馬を空間隔離の術に招き入れたりもした。

「無限の強さを求める理由を訊きかれて戸惑ってたし、子供にも反応してた……いい加減本人も気づく頃ころかな？」

　綺き麗れいな顔に似合わない陰惨な笑みが、縁に広がった。

「自分の記き憶おくが消されてるってことに」

　縁の少女のように細い指先が、陣内の眉み間けんに触れた。

「不ふ憫びんだよね。自分が記憶を消されてるってことにすら、気づいてないなんて」

　金きん褐かつ色しよくの瞳ひとみを細めると、縁は唇くちびるを小さく動かして呪じゆを唱えた。

　術で陣内の夢をのぞこうというのだ。だが、術の発動よりも早く、

「おおおおおおおおっ！」

　陣内がいきなり雄お叫たけびをあげた。全身から闘気が衝しよう撃げき波はのように噴ふき出し、縁は吹っ飛ばされた。

「いてて……なんなんだ？　うわっ！」

　腰を打って顔をしかめていた縁は、唸うなりをあげて振り下ろされた巨大剣に仰天した。

　陣内が、巨大剣を呼び出して真っ向から叩たたきつけてきたのだ。それも憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうで。

「小さ夜よに……小夜に触れるなあっ！」

　空間転移の術を使って陣内の背後に回り込み、縁は刃やいばを逃れた。刃は地面を裂いた。

「僕を狙ねらったんじゃない!?」

　縁ゆかりを外した陣じん内ないは、叫びながら巨大剣を振り回した。大勢の敵と闘たたかっているような動きだ。剣を動かしているのは右手一本で、左腕はなにかを抱えているかのように脇わきに丸めていた。

「寝ぼけないでくださいよっ！」

　縁は指をさっと動かして、陣内の背中に威力を絞った雷らい撃げきを喰くらわせた。

「ぐっ！」

　呻うめいた陣内は、剣を降ろし、肩を上下させながら周囲を見渡した。縁と目が合った。

「縁か……」

　額ひたいを押さえ陣内は頭を振った。痛むのか、眉み間けんには深い皺しわができていた。

「縁か、じゃあないですよ。夢を見るのは勝手ですけどね、その夢に人を巻き込まないでくださいよ。死ぬかと思った」

　砂を払いながら、縁は陣内を非難した。夢をのぞこうとしておきながら、いけしゃあしゃあとしたものである。

「俺おれは、夢を見て暴れたのか」

　地面の亀き裂れつを見やりながら、陣内は呟つぶやいた。呆ぼう然ぜんとしている。

「嫌いやな夢だったんですか？」

「嫌な夢……？」

　疼うずくらしいこめかみに手を当て、陣内は呟いた。縁に対してではなく、自分自身に問いかけているような口ぶりだ。

「たとえば、過去の夢とか」

「なにを笑ってやがる」

　含み笑いを漏らしていた縁を、陣内が睨にらんだ。

「夢の話なんざ、どうだっていい」

「そうですか。そうですよね。僕には関係ないですもんね」

　肩を竦すくめながら、

　──あなたにとってはどうでもいいことじゃないんですけどね。

　縁は内心で舌を出した。

「そもそも、なにしにきたんだ。おまえは」

「冷たいなあ。いろいろサポートしてあげてるのに」

　つっけんどんな陣内に、縁は苦笑した。どうやら寝起きの機き嫌げんは最悪らしい。

「たいした用じゃないんですけどね。ここで決けつ闘とう当日まで待ってるのは、やめた方がいいですよって、忠告しておこうと思って」

「なぜだ？」

「月つき森もり静しず馬まが陣内さんを探してます。ここにいたら、見つかっちゃいますよ」

「くる者は拒まずだ。糧かてにしてやる」

「都つ築づき静しず華かとの連携で攻められたら厄やつ介かいですよ。よけいな手傷を負って、月つき森もり冬とう馬まとの本番に差し支えるのもつまらないでしょう？」

「ふむ」

　縁ゆかりの意見に思案した陣じん内ないは、

「まあいい。おまえの言うとおりにしておくか。『院いん』のザコどもに徒党を組んでこられるのも鬱うつ陶とうしいからな」

　巨大剣を肩に担ぐと、桜の枝に引っかけてあった上着を取って、石段の方へ歩き出した。

　縁はくすっと笑うと、去ってゆく傷だらけの背中に向かって声を放った。

「悪い夢を見ないですむよう、祈っておきますよ！」

　陣内の足が止まった。が、振り返ることもないまま彼は再び歩き出し、石段を降りていった。

「応援してますよ。頑がん張ばって、無限の強さを得てください」

　陣内の姿が見えなくなった後で、にこにこしながら言った縁だが、その笑みは息を吹きかけたロウソクのようにふっと消えた。

　金きん褐かつ色しよくの瞳ひとみが凍いてつくような冷たい輝かがやきを帯びる。

「無限の強さで『あの男』を殺せるなら、それでよし。それが無理なら、その時はちゃんと僕が喰くってあげますよ。『あの男』の手に落ちる前にね……」

　風に木々が揺れ、木の葉が舞った。

　風が吹き抜けたその後に、金褐色の髪に瞳の少年の姿は境内から消えていた。




　秩ちち父ぶ市外の山中に、『院』はあった。

　広大な敷しき地ちは高い塀へいによって囲まれ、中には宗派も大きさもバラバラな仏閣が林立している。といっても、建物の大半は大火によって焼失しており、焼け崩れたまま撤てつ去きよされていない建物も多かった。

　無事だったのは、『結界』によって隔離されていた宝物庫や紫し宸しん殿でんだけだ。

　上層部だけが立ち入ることを許される紫宸殿の奥に、響ひびきと燐りんはいた。

　天井も床も大理石でできた広間だ。高い天窓から差し込んでくる月光が、二人に影を落としていた。

　二人は、広間の中央にある台座の前にいた。

「しっかしなんやなぁ。白髪君は、お燐ちゃんにはむっちゃ弱いなぁ」

　響が笑うと、声が広間に反はん響きようした。

　燐はなにも言わず、台座の上の水晶球に手を載せている。

　水晶球は、一種の魔ま力りよく装置であった。

　空間操作系の術の効果を増幅させる働きを持っており、空間転移の術の使い手がこの水晶球を利用すれば、数万キロの距離をも越えることが可能になる。

　通常の空間転移の術では、関東から関西という距離を越えることはできない。

　奈良の本山まで転移するために、二人はここへやってきたのだ。

　もっとも、本山へ戻るのは燐りん一人だけであったが。

　水晶球が発動し、水色に光り始めた。

「憂ゆう鬱うつやなぁ」

　響ひびきが、物憂げなため息をついた。

「月つき森もり静しず馬まとその姉ちゃんの相手をせんとあかんのやろ？　きっついいでぇ、正味な話」

「『長おさ』の命めいです。従いなさい。従わぬというのであれば、私がこの場で貴方あなたを消去します」

　淡々とした声で、燐は脅迫めいたことを言った。

　燐にとっては『長』がすべてである。『長』に逆らう者には、彼女は容よう赦しやをしないだろう。

「従いますって。ちょっと愚ぐ痴ちってみただけやがな」

　響は、はたはたと手を振った。

『長』が下した命令は、陣じん内ない甲こう牙がと月森冬とう馬まの決けつ闘とうを邪じや魔まする者を阻め、というものであった。

　都つ築づき静しず華かと月森静馬のことだ。香か沙ざ薙なぎ桂けいも対決の邪魔となるだろうが、彼には手を出すなと言われている。

「静華姉ちゃんの太陽落としは、強烈やからなぁ」

　巨大な火球を生み出すという技だ。太陽落としという技の名は、静馬が勝手に名づけたものだが、『院いん』の戦士たちの間では、その呼び名で定着していた。

　太陽落としの威力は絶対的なものがある。あれをまともに喰くらえば塵ちりも残さず蒸発させられてしまう。耐えることは不可能だ。

「『長』の目的は、あくまでも陣内甲こう牙がを転てん生しようさせること。死体も残らぬような技の使い手は、危険なのです」

「まあ愛と勇気と根性で、弟の方だけでも戦闘不能にしてみせますわ。それで太陽落としは防げる」

　太陽落としは、溜ために時間のかかる技だ。静馬との連携なくしては放てない。

「殺して構わぬと『長』はおっしゃいました。貴方の技量ならば、一夜の間に二人を暗殺することも容易たやすいのではないですか？　月森静馬には私し怨えんがあるのでしょう？」

　燐の蒼あおい瞳ひとみが、響に向いた。

「はて？　なんのことやらオレにはさっぱり？」

　これみよがしに響がとぼけると、燐は興きよう味みもないのか、なにも訊きいてはこなかった。

「月森姉弟の生死の判断は、貴方に任せます」

「……で、こいつはどないします？　ポケットに突っ込んだままやったわ」

　コートのポケットをごそごそやって、響は香沙薙から奪った『種たね』を取り出した。

「『長』は消去せよとおっしゃいました」

「ほんなら潰つぶしときましょ」

　ぐっと握力を込め、響ひびきは『種たね』を握り潰した。小枝が折れるような音がした。

　掌てのひらを開き、ふっと息を吹きかける。粉末状になった『種』は、あっけなく散った。

「案外、脆もろいもんやな」

　手をパンパンはたき、響は真紅の粉を払った。

「ご苦労でした。私は本山へ戻ります」

　燐りんが手を載せていた水晶球の輝かがやきが増した。広間に水色の光が広がり、燐は姿を消した。

　燐が去った後を見つめ、響は笑った。

「『長おさ』も意地の悪いこっちゃ。白髪君いじめるために、わざわざお燐ちゃん送ってくるんやもんな」

　獣じゆう聖せい十じゆつ士しすら凌りよう駕がする力を持つ燐を、『長』は寵ちよう愛あいし、常に傍らに控えさせている。燐が『長』の側そばを離れるということは、滅めつ多たにない。

　香か沙ざ薙なぎから『種』を奪うだけなら、響一人で十二分にできる仕事であった。

「白髪君には同情するで」

　共感かな？　と響は内心で言い直した。

「さてと」

　台座に背を向けると、響はコートのポケットに手を入れ、ある物を取り出した。

　真紅に輝かがやく結晶──『種』だ。

「やっぱホンマもんとルビーのバッタもんやったら、輝きが全然ちゃうわ」

『種』を天窓にかざし、響は目を猫ねこのように細めた。

「人じん狼ろう族ぞくを皆殺しにするために生み出された力……オレが有意義につこたるわ」

　響の喉のどの奥から、忍び笑いが漏れた。













　　　　第四章　赤い花のように







　冷え冷えとした朝もやが、晩秋の到来を告げていた。

　山峡、秩ちち父ぶの冷え込みは、都心に比べればはるかにきつい。

　吐く息は白く、手を入れた沢の水は、痛いぐらいに冷たかった。

　澄すんだ沢の水で顔を洗った深み雪ゆきは、タオルをしぼり、バンガローへ戻った。

　秩父市街から離れた山中に、深雪はいた。かつてはキャンプ場として営業されていた場所であるが、現在は『院いん』によって買い取られ、修行場として利用されていた。

　もっとも、この十日の間に深雪以外にここを利用する者は誰だれもいなかったが。

　バンガローへ戻った深雪は、スポーツウェアを脱ぎ、しぼったタオルで身体からだと髪を拭ぬぐった。刺すような冷たさが、疲労で重くなった身体を引き締しめ、眠気を吹き飛ばしてくれるような気がした。

　ところどころが擦すり切れたり、破れたりしているスポーツウェアを再び着ると、深雪は外に出た。

　沢の前に立ち、目を閉じる。

　全身から獣じゆう気きが昇り、ふわりと栗くり色の髪が逆立った。彼女の周囲の空間が乳白色に輝かがやき、揺らぐ。

　地面に手をつき、深雪は力を放った。一いつ瞬しゆん、どんっと地面は縦たてに揺れ、深雪の前に亀き裂れつが伸びた。そして十メートルほど前にあった大岩が粉々に砕け散った。岩の破片は、光の塵ちりに変わって消滅した。

「できた……」

　胸に手を当て、深雪はふっと息をついた。

　ヒーリングの癒いやしの力を殺傷力に逆転させて放つ、天使の鉄てつ槌ついである。

　山に籠こもって、単独で修行を続けること九日。そして十日目の朝、ついに深雪は天使の鉄槌を修得した。

「お家うちで練習しても、全然できるようにならなかったのに」

　練習の成果が出ないのは気持ちが引き締まっていない証拠だと、静しず華かに怒られたことを思い出し、深雪は笑みを零こぼした。

「この技で、死の奇跡を使えば、わたしでもきっと倒せる……」

　天使の鉄槌は、ホワイトウルフの女性、それも選ばれた者のみしか修得不可能な技だ。それだけに高い威力を持っている。が、いかに天使の鉄槌が優れた技であろうと、戦士としては素人である深み雪ゆきと、ラグナウルフに並ぶ力を持つ陣じん内ないでは力量に差がありすぎる。天使の鉄てつ槌ついそれだけでは、勝ち目などあるはずがない。それに陣内を完全に倒すには、跡形も残してはいけないという。

　勝機はゼロのように思われるが、一つだけ手段があった。

　死の奇跡である。死の奇跡とはヒーリングの究極であり、使用者の命と引き換えに、死者を蘇そ生せいさせるというものであった。

　深雪の唯一の勝機、それが死の奇跡を天使の鉄槌として放つという攻こう撃げき法だ。

「命と引き換えになっちゃうけど、冬とう馬まさんのためにわたしがしてあげられることは、これだけだから」

　冬馬の命が削られることを確実に防ぐためには、陣内を倒すしかなかった。

　東の空を見つめ、深雪は朝日に目を細めた。

　この十日、一度も家に戻っていなければ、誰だれにも電話の一つもしていない。自室に「十日間ほど留守にします。心配しないでください」という書き置きを残してはきたが、伯母おば夫婦や静しず華かは心配していることだろう。

　冬馬はどうしているだろうか。

「ごはん、ちゃんと食べてるかしら……」

　やつれきった彼の顔を思い出すと、胸が締しめつけられた。

「もう、ごはん作ってあげられなくなっちゃうけど、冬馬さんなら平気よね。静華さんだっているもの」

　目を伏せて微笑ほほえむと、深雪は休むためにバンガローに戻った。

　そんな彼女の姿を、深雪が利用しているのとは別のバンガローの陰から、金きん褐かつ色しよくの瞳ひとみが見つめていた。

　金褐色の瞳の持ち主は、冷笑を浮かべてその場を去った。

　自分を見つめていた存在に、深雪は全く気づかなかった。




　宵よい闇やみが空を抱く頃ころ、決戦場である月つき森もりの本家に、静華と静しず馬まの姿はあった。

　静馬の黒いスカイラインと、静華の赤いローバーミニは、寺へ続く石段の下に停とめてある。

「結局、あの鬼の居所はつかめなかったな」

　ジャケットのポケットに両手を入れて、静華は桜の幹に寄りかかっていた。

　自慢の黒髪に揃そろえるように、レザージャケットもレザーパンツもともに黒。黒揃えの衣装は、彼女のしなやかさを際立たせていた。

「さすがに私の単独追跡では限界がありましたね」

　静馬は、黒のスーツにライトグレーのコート姿である。

「『院いん』が動かないってのは、どういうことなんだ？　奴やつは、奈良でも人じん狼ろう族ぞくを殺してるんだろ？」

「それだけではありません。私が調べた限りでは、この四年の間だけで、三十四人の獣じゆう人じんが陣じん内ない甲こう牙がと思おぼしき男に殺害されています。確認されているだけでこの数ですから、実際はもっと多いでしょう」

　四年前の秋から、既に犠ぎ牲せい者は出ていたのだ。だが一線で闘たたかう静しず馬まにすら、それらの件は伏せられていた。上層部が意図的に隠いん蔽ぺいしていたのだ。さらに陣内甲牙の居所を突き止めるために、人手を動かして欲しいという静馬の上層部への要よう請せいは、無視されていた。

　静馬が陣内の捜索を要請したのは、九月に奈良で闘ったそのすぐ後だ。ヨゴレ者たちを討った異い形ぎようの調査と捜索、という形で要請していたというのに、『院いん』は全く動いてはいなかったのだ。十日前にも改めて要請したが、それでも『院』は動かなかった。

『院』が動いていないことに気づくのが遅れたのは、静馬にとってはミスであった。陣内に対して先手も取れなくなってしまった。

「要請無視の理由は？」

「問い詰めましたが、末端の戦士が知る必要などない、と取りつく島もなく突っぱねられました。香か沙ざ薙なぎ桂けいの時と同じですよ」

「『長おさ』の判断ってことか？」

「恐らくは」

「不透明な部分が多い組織だとは思っていたけど、いよいよもって怪しくなってきやがったね」

　ジャケットのポケットからタバコを取り出し、静しず華か。火を点つけ、ふーっと煙を吐く。

　風が吹いて、煙が流れた。枯れ葉が舞い、静馬のすぐ近くで曼まん珠じゆ沙しや華げの花が揺れた。

「やはり『長』の真意を知る必要がありますね。この一件が片づいたら、橘たちばなさんにも付き合ってもらって、本格的に『長』を洗ってみることにしますよ。香沙薙桂に陣内甲牙……この二人にも繫つながりがあるようですし──」

　喋しやべっていると、なにか面白いことを思い出しでもしたのか、静華が突然吹き出した。

「どうしたんです？」

「この間、橘さんに電話したんだ。それで聞いたよ。おまえ、あの鬼に負けて山やま籠ごもりしてたんだって？」

「うっ」

　触れられたくない部分に触れられ、静馬は呻うめいた。

「有給過ぎても無断欠勤が続いたからって、会社もクビになったらしいな」

「ううっ」

「これでおまえも失業者、だな」

「おまえも、とは？」

　訊きくと、静しず華かは「夏なつ彦ひこもなんだ」、深いため息をついた。

「義兄にいさんが？」

　これには静しず馬まも目を丸くした。静華の夫である夏彦は、真ま面じ目めで仕事もできる人である。リストラの対象になるとは思えないが。

「家族も増えたことだし、僕は絵え描かきになるって、会社を辞めちまったんだ。社宅も出なきゃならなくなった」

「な、なるほど」

　夏彦は、芸大出身者であった。画家を目指し、ヨーロッパを放浪していたこともある。

「鷹おう揚ようというか、支離滅裂というか……まあ、あいつらしいっていえば、あいつらしいんだけどね」

　困った顔をしつつも、静華の目は微笑ほほえんでいた。

「けど、あたしに相談もしないで勝手に会社を辞めたのは、許せないね」

　妻としては、当然であろう。そんなわけで、この数日はロクに口をきいてやっていないらしい。子供たちは揃そろって静華の味方につき、夏彦は完全孤立状態だという。

「リビングの隅で、子供たちが遊んでくれないって、膝ひざを抱えていじけてたよ」

「そ、そうですか」

　その光景が目に浮かび、静馬は「うーん」と唸うなった。可哀かわい想そうな気がしてきた。

「いくつになっても夢を追う男性は、素敵だと思いますが？」

　同じ男として夏彦を弁べん護ごしたが、

「夢を追うなら夫婦で相談して計画を立てる必要がある。あいつはそれを怠った。灸きゆうをすえてやるのは当然だ」

　家計を預かる主婦は手て厳きびしかった。

「ですがほどほどにしてあげないと可哀想ですよ。姉様だって義兄さんが描いてくれた絵に心を動かされたんでしょう？」

　夏彦は、プロポーズの際に静華を描いてプレゼントしたのである。話に聞いただけで静馬も現物を見たことはないのだが。静華が誰だれにも見せようとしなかったのだ。

「わ、忘れたな」

　真っ赤になって、静華はプイッとそっぽを向いた。

　我が姉ながら、こういうところは可愛かわいいと思う静馬であった。

「それにしても、深み雪ゆきちゃんはどこに行ったのかね」

　そっぽを向いたまま、静華は話題を変えた。心なしか早口である。

「書き置き残して家出するなんて、思ってもみなかったよ」

「バカな真似まねをする女性ひととは思えませんが、やはり心配ですね。ケリがついたら、私も深雪さんを探すのを手伝い──」

　指であごをさすっていた静しず馬まは、鼻孔に飛び込んできた匂においにハッとなった。

　怪け訝げんな顔をした静しず華かだったが、彼女もすぐに同じ匂いに気づいた。

「この匂いは……！」

「香か沙ざ薙なぎ桂けいの妖よう魔まの匂いです！」

　間違いはなかった。さんざん闘たたかい、また苦戦も強しいられた相手だ。

「街に近いぞ！　それも複数だ！」

　嗅きゆう覚かくを全開にした静馬だったが、正確な敵の数や場所までは分からなかった。

「どうして、あの若白髪が絡んでくる!?」

　怒気をはらんだ声で静華が言うと、境内の隅にあった木から、一羽のカラスが飛び去った。

　偵てい察さつ用の妖魔だ。戦せん闘とう用の妖魔ではないせいか、匂いが微弱すぎて感じられなかった。

「どうやら彼の目的は、私たちをここからおびき出すことのようですね」

「けど、あたしたちがここを離れたら──」

　決闘の場に誰だれもいなければ、陣じん内ない甲こう牙がは冬とう馬まを襲おそいにいくだろう。

「ですが、妖魔が出没したのは市街です。一般人が巻き込まれる恐れがあります。放っておくわけにはいきません」

　敵の思う壺つぼにはまることになるが、選択の余地はなかった。

　声をくぐもらせ、「鬱うつ陶とうしい真似まねを……」、静華は険しい顔をした。

「早急にカタをつけてここに戻りましょう。ここから私たちを引き離そうとしたということは、香沙薙桂はここでなにかをするに違いありません」

　陣内甲牙と冬馬の決闘の場に、香沙薙桂がどんな目的を持って現れるというのか。

　寺を出た静馬と静華は、長い石段を一気に駆け降りた。




　皆みな野の町を抜けて月つき森もりの本家へ続く道へ入ると、とたんに車通りがなくなった。

　フルフェイスメットのバイザー越しに、冬馬は夜空を見た。首を傾けると、喉のど元もとを冷たい風が叩たたき、冬馬はすぐに首を竦すくめた。

　──姉様と兄さん、もう本家に着いてるだろうな。

　緩ゆるやかなカーブが続く坂道を走りながら、冬馬は思った。

　姉にも兄にも家でじっとしていろと再三言われたが、そういうわけにはいかなかった。

　──これは、俺おれの闘いなんだ。俺がラグナウルフに生まれたせいで闘う羽目になっているんだとしたら、そんな運命はねじ伏せてやる！

　そして皆を守るのだ。どのみち死が避さけられないのなら、今日死んだところで構いはしない。敵さえ道連れにできれば。

　グリップをきつく握り締しめると、ぎゅっと音がした。

　この十日を、冬馬は大学へいって普通に過ごした。

　吐血やひどい頭痛といった症状はなかったが、微熱が続いたり、筋肉の痛みに見舞われたりすることはあった。食が細くなり、体重もさらに減った。なにを食べても美味おいしいとは感じられなくなっていた。

　物を食べて不味まずいと感じる度に、深み雪ゆきの料理が恋しくなった。

　──深雪さん、どこに行ったんだろう……。

　彼女が行方ゆくえ不明になっているということは、冬とう馬まも聞いていた。静しず華かが探してくれたのだが、結局見つからなかった。

　──俺おれも一緒に探したかったけど、そんな資格はもう俺にはないんだ。彼女を傷つけたのは、俺なんだから。会えば、よけいに彼女を傷つけるだけだ。

　そして自分も傷つく。

　気持ちを晴らすように、冬馬はスピードを上げた。その瞬しゆん間かん、

　バチッ。静電気が弾はじけるような音が聞こえた。

　急ブレーキをかけた冬馬は、ヘルメットを脱いで周囲を見た。特に変わったところはないが、周囲からあらゆる匂においが消えていた。

「空間隔離をかけられた！」

　警けい戒かいしてあたりを見回していると、

「心配しなくていいよ。傷つけたりはしないからさ」

　背後で声がした。振り返ると、少年がいた。上空に逆さまになって浮遊している。

　髪と瞳ひとみが金きん褐かつ色しよくという、特異な容よう貌ぼうの少年だった。

「……？」

　首筋を羽根で撫なでられたような、妙な感覚があった。

　初対面だ。なのにこの少年の匂においには覚えがあると、冬馬の鼻は感じていた。

　傲ごう然ぜんとした瞳にも、見覚えがある気がした。

「誰だれだ……？」

　記き憶おくの棚たなを探っていると、

「やだな。そんなにじっと見つめないでよ」

　逆さまのまま、少年は「ふふっ」と笑った。

「兄さんが言ってた、陣じん内ない甲こう牙がの仲間か!?」

「仲間っていうと、ちょっと違うかな？　似た境遇にあるってだけだよ」

「どういう意味だ!?」

「大きい声を出さないでよ。うるさいからさ」

「ふざけるな！」

　耳を塞ふさいだ少年を怒鳴りつけ、冬馬はヘルメットを投げつけた。少年の眼前で、ヘルメットは見えない壁かべにぶつかって弾はじかれた。

「やめてよ。僕ぼくはお兄さんを殺したいなんて思ってはいないんだ。なのにそんなことされたら、気が変わって殺したくなっちゃうじゃないか」

　少年の金きん褐かつ色しよくの瞳ひとみに、暗い炎が揺らいだ。残虐な性質の持ち主だと、冬とう馬まは悟った。

「俺おれを殺す気がないなら、なんのために出てきた！」

「時間稼かせぎさ。お兄さんがそのままバイクを飛ばしていっちゃったら、あのリボンのお姉さんの涙ぐましい努力が無む駄だになっちゃうからね」

「深み雪ゆきさんのことを言ってるのか！」

「そう。あのお姉さんね、死の奇跡っていったかな？　命を引き換えにする技を使ってね、陣じん内ないさんを倒そうとしてるんだ。お兄さんを闘たたかわせないために、ね」

「バカな！」

　目を剝むいた冬馬の顔から、さあっと音を立てて血の気が引いた。

「ホント、僕もバカだと思うよ。他人のために自分の命を……人生を投げ捨てるなんて、バカバカしいにもほどがあるよね」

　少年は笑っていた。嘲あざけりと侮ぶ蔑べつの笑みだ。

「愛なんて幻……ただの思い込みの産物でしかないっていうのにね」

　独白するように少年が呟つぶやいたが、冬馬の耳には聞こえてはいなかった。

「空間隔離を解け！」

　深雪の許もとへ急がなければ！　焦しよう燥そうにかられて、冬馬は声を叩たたきつけた。

「ダメだよ。僕は見たいんだ。あのリボンのお姉さんが、愛なんて幻のために死ぬ様をね……心配しなくても、あと十分もすれば、空間隔離は自動的に解除されるよ」

「すぐに解けって言ってるんだ！」

　激高した冬馬は、少年に殴りかかった。しかし少年はフッと姿を消してしまい、冬馬の拳こぶしは空くうを切った。

「死んじゃえばいいんだ。愛なんて幻をごたいそうに抱えてる奴やつは、みんな無ぶ様ざまに死んじゃえばいいんだ！」

　虚空に少年の尖とがった声が響ひびき渡った。ふてくされた子供のような口調だ。

「くそっ！」

　吐き捨て、バイクにまたがった冬馬は、エンジンを大きくふかしてバイクを走らせた。

　オーバースピードギリギリでカーブを曲がる。するとさっき少年が現れた場所に戻ってしまった。

　そのまま突っ走り、もう一度カーブを曲がったが、やはり同じ場所に戻った。

　空間隔離が解除されない限りは、深雪の許へはいけないのだ。

「畜生……っ！」

　怒りと焦りに、目が眩くらみそうになった。

「昔話を聞かせてあげるよ」

　いくら走っても無む駄だと知りつつバイクを飛ばしていると、少年の声がした。声は風音に消されることなく鮮せん明めいに聞こえた。

「ある、鬼の話をね」

　含み笑いの混じった少年の声に、冬とう馬まは眉まゆ根ねを寄せた。




　男は、上うえ野のは寛かん永えい寺じのほど近くに剣術道場を開き、そこで娘と二人でつつましやかに暮らしていた。

　明治初頭の頃ころだ。

　妻を上野戦争で亡くした男にとって、娘はかけがえのないたった一つの宝であった。

「男の名前は陣じん内ない甲こう牙が。純血の鬼族としては、最後の一人だった」

　歌うような口ぶりで、少年は語った。

　鬼の陣内。恐こわ面もてと稽けい古この厳きびしさから、男はそんな風に呼ばれていた。

　が、鬼の陣内は、子こ煩ぼん悩のうな男としても評判であった。

　娘の名は小さ夜よといい、生まれつき身体からだが弱かったという。

　寝ているばかりで、同じ年とし頃ごろの子供たちと遊ぶこともできなかった。

　不ふ憫びんな娘を、父親である陣内はたいそうに可愛かわいがった。

「純血の鬼族は、長い寿命と強い生命力を持ってるっていうのに、人間の血が混じったとたん、普通の人間より弱くなっちゃうっていうんだから、うまくいかないものだよね」

　小夜は、肩で髪を切り揃そろえた、それこそ人形のように可愛らしい娘だった。

　動物や花が好きで、中でも真っ赤な曼まん珠じゆ沙しや華げが一番好きだった。

　燃えるような赤に強い生命を感じ、憧あこがれを抱いていたのかもしれない。

「娘と二人の穏おだやかな日々……きっと彼は自分が鬼族であることなんか忘れていたのかもしれないね。けど忘れていようといまいと、彼は鬼族だった。鬼族に生まれた時点で、彼には幸せなんてものはありえなかったんだ」

　まだ暑さが残る秋の夜、悲劇が陣内甲牙を襲おそった。

　熱を出した小夜を、医者に診みせた帰りであった──。




「ごめんね、お父ちゃん」

　小夜が、けほけほと咳せき込みながら言った。

　不忍しのばずの池いけのほとりを、陣内は娘をおぶって歩いていた。

　夜色の水面みなもに、満月が映っている。水面は風に揺れていた。

「小夜、いつもお父ちゃんに迷惑ばっかりかけてるよね……女の子なのにお家うちのお手伝いもなんにもできないし……」

「子供がいらんこと気にするな。おまえは身体からだが丈夫じゃねえんだ。手伝いができないのも、おまえのせいじゃねえ」

　申し訳なさそうな小さ夜よを、陣じん内ないは破顔一笑した。

　──謝あやまらなくちゃいけねえのは、俺おれの方だ。俺から鬼の血を引いたばっかりに、小夜は身体が弱くなっちまったんだからな。

　小夜は、折れてしまいそうなぐらいに華きや奢しやで、色も青白かった。まだ十になったばかりの子供だ。駆け回って遊びたいことだろう。

「小夜ね、お父ちゃんにお願いがあるの。きいてくれる？」

「なんだ？　言ってみな」

　珍しいな、と陣内は思った。病弱であることに負い目を感じているのか、小夜は滅めつ多たにわがままを言わない子なのだ。

「身体が良くなったらね、小夜に剣術教えて欲しいの」

　意外なお願いに、陣内は目をしばたたかせた。

「小夜、お父ちゃんみたいに強くなりたい。それでね、お父ちゃんの跡を継いでね、いっぱいの人に剣術を教えるの」

　いつもは声の小さい小夜が、はっきりした声で言った。

「そうか！　父ちゃんの跡を継いでくれるのか！　そいつは頼もしい！」

　陣じん内ないは豪快に笑った。すると小さ夜よに「お父ちゃん、お声大きい」と怒られた。

「ん？　けどよ、道場を継ぐってことは、嫁にはいかねえのか？」

「だって、小夜がお嫁にいっちゃったら、お父ちゃん一人になっちゃうでしょ？　小夜はお嫁になんかいかないの。ずっとお父ちゃんと一緒にいるの」

　小夜が、少し強く陣内の首を抱き締しめた。

「親父おやじとしちゃあ、複雑だな。娘がいつまで経たっても嫁にいかねえんじゃあ、体裁が悪りいや」

　笑いながら、陣内は思っていた。

　嫁になんかいかなくていい。いつまでだって俺おれが守ってやる、と。

「あ。お父ちゃん、見て」

　小夜が、不意に池の隅を指さした。

「曼まん珠じゆ沙しや華げだな」

　真っ赤な花が、炎さながらに咲き誇っていた。

「昨日までなんにもなかったのに、一晩であんなに咲くんだ。すごいねえ」

　感嘆した小夜は、「降ろして」と言った。

　降ろしてやると、小夜は曼珠沙華を一輪だけ摘んで戻ってきた。

「見てお父ちゃん。真っ赤で、すごく綺き麗れい」
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　花をかざすようにして笑う娘の髪を、陣内は大きな手でぐしゃぐしゃに撫なでた。

　力強い赤に目を細めながら、陣内は、小夜にもあの曼珠沙華のようになって欲しいと願った。

「曼珠沙華はな、葉よりも先に花が咲くんだ。小夜と一緒だ」

「小夜と？」

「ああ。身体からだが弱い小夜は、葉っぱがないのとおんなじだ。けどな、葉っぱなんかなくたって、曼珠沙華の花は強く綺麗に咲く。一夜にしてな」

「お父ちゃん……」

「身体が弱くたって、心を強く持っていれば花は咲く。花を咲かせていりゃあ、そのうち葉っぱだって生えてくる。強くなれるんだ」

「……うん」

　花をじっと見つめながら、小夜は頷うなずいた。

「さて、帰るか。あんまり夜風に当たってると、せっかく引いた熱がまた出ちまうからな」

　今度はおんぶではなく、陣内は娘を片腕で抱き上げた。「きゃあ」と声を出し、小夜は楽しげに笑った。おんぶしてやるよりも、小夜はこっちの方が好きなのだ。

　家路を目指し歩き出そうとした陣内は、周囲に人の気配を感じ、眉まゆをひそめた。

「待ち伏せとは、穏おだやかじゃねえな」

　前後、そして池と反対の左側から、複数の男たちが近づいてきた。

　十二、三人はいるだろうか。いずれも足音がなく、気配も相当にうまく消していた。

　熟練の武人である陣じん内ないですら、至近距離に近づかれるまで気づかなかったほどだ。

　抑えられてはいるが、皆、殺気を纏まとっていた。刀を差している者もいる。

「何者だ、貴様ら？」

　声をかけたが男たちは答えない。雰囲気を察し、小さ夜よが「怖い」と身体からだを硬くした。

「鬼族、陣内甲こう牙がですね？」

　前方の男たちの後ろから、若い女の声がした。男たちがスッと両りよう脇わきにどくと、不思議な光沢の衣装に身を包んだ、褐かつ色しよくの肌はだの娘が歩み出てきた。髪は白く、瞳ひとみは蒼あおい。外国人だろうか。

　あどけなさが残る顔をしているというのに、娘の雰囲気は冷えていて、陣内は寒気を覚えた。

「俺おれが陣内甲牙で鬼族なら、なんだっていうんだ？」

　男たちではなく、蒼い瞳の娘を警けい戒かいした。この娘が最も強い力の持ち主だ。

「貴方あなたの実力、『長おさ』の前にて示していただきます」

　娘の褐色の手が持ち上げられた。刹せつ那な、男たちがいっせいに狼おおかみの咆ほう哮こうをあげた。

「人じん狼ろう族ぞくか！」

　上半身を狼へと変へん貌ぼうさせた男たちに驚おどろき、小夜は「きゃあっ！」と悲鳴をあげた。

　牙きばと鈎かぎ爪づめを光らせ、人狼たちが飛びかかってくる。

　不忍しのばずの池いけを背にして、陣内は唸うなった。




　背中に一太刀浴び、みぞおちを蹴けられ、陣内は倒れた。

　立ち上がろうと呻うめいていると、小夜がバッと腕を広げて前に立った。

「お父ちゃんを殺さないで！」

　大きい声を出すのが苦手な小夜が、声を裏返させて叫んだ。

「お願いします！　小夜はどうなってもいいですから、お父ちゃんを殺さないで！」

　全身で、小夜は訴えた。お父ちゃんを殺さないでと繰くり返した。

　音もなく、白刃が閃ひらめいた。

　ころんと、小夜の首が落ちた。

　あまりにも当たり前のように落ちたので、少しの間、なにが起きたのか陣内には理解できなかった。

　小夜の首は、ころころと毬まりのように転がった。

「どうなってもいいってことは、こうなってもいいってことだよな？」

　銀の人狼が、刀に舌をはわせた。

　血ち飛沫しぶきをあげて、小夜の身体が後ろに倒れる。

　鮮せん血けつが、陣内の顔を真っ赤に濡ぬらした。

　爆ばく発はつが起きた。心の爆発だ。

　服を引き裂き、鬼となった陣じん内ないは、虚空より剣を召しよう喚かんして吠ほえた。

　嘆きの咆ほう哮こうは、大地を揺さぶり、月夜を叩たたき、不忍しのばずの池いけの水面みなもを嵐あらしの海のように波立たせた。

　娘の首を拾い、陣内はでたらめに剣を振り回した。

　腕が、潰つぶれた頭が、臓物が、血の塊が、あたり一面に飛び散った。

　炎に身を焼かれ、氷の槍やりに刺され、雷を浴びても、陣内は止まらなかった。

　斬きって斬って斬りまくった。

　ためらわなければ、小さ夜よは死なずにすんだ！

　後悔が、陣内の心をズタズタにした。

　見られたくなかったのだ。鬼となった姿を、娘に。

　鬼になることをためらったばかりに、人じん狼ろうどもにいいように嬲なぶられ、結果、小夜は殺された。

　一人残らず殺してやる！

　最後の人狼の頭を断ち割った陣内は、蒼あおい瞳ひとみの娘に突進していった。

　蒼い瞳の娘は、顔色一つ変えることなく、腕を動かした。その手から一枚の呪じゆ符ふが躍おどる。呪符は蒼い炎となって陣内を包んだ。

　耐え難い苦痛に襲おそわれ、陣内は悶もだえ苦しんだ。

　左に抱えられたいた小夜の首が、あっという間に燃えて消えた。

「おお……おおお……」

　なにかに救いを求めるように、すがるように、陣内は両腕を天に伸ばした。

　その時、天が赤く光った。

　陣内を包んでいた蒼い炎がフッと消え、天空にその男は現れた。

　真紅が波打った。

　それは男の長い髪であった。

　真紅が輝かがやいた。

　それは男の二つの瞳であった。

「鬼の子よ。余に汝なんじの無限を捧げよ」

　妖あやしいほどに優しい瞳と声こわ音ねで、男は微笑ほほえんだ。




　妖よう魔まが群れをなしていたのは、公営団地の駐ちゆう車しや場じようであった。

　怯ひるむことなく、静しず華かは堂々と駐車場の中央に足を踏み入れた。妖魔に囲まれる位置に自ら立ったことになるが、静華のポーカーフェイスは崩れない。

「キキッ、キキッ」

　歓かん迎げいしているつもりなのか、妖魔たちは頭の上で手を叩たたき始めた。

　退屈そうに妖魔たちを見回しながら、静華は取り出したゴムで髪を束ねた。

　変身戦せん闘とうはしない、という意志の表れである。変身戦闘は高揚感があって好きなのだが、疲労、消耗が大きい。上半身のみの男性に比べれば、全身変身の女性の方が肉体への負担が大きいのは当然のことだ。陣じん内ないという本番が控えている以上、ここでの消耗は最小限にしておかなければならなかった。

「犬にライオンに虎とらときて……今度は猿さるか。どこの動物園が被害にあったことやら」

　妖よう魔まは大型の猿であった。人間と変わらない大きさで、体毛は赤茶色。三つある眼は爛らん々らんとしていた。数は、十匹。

「準備運動には、ちょうどいい数だね」

　静しず華かの隣となりに、静しず馬まの姿はなかった。

　月つき森もりの本家からここまでの道すがらで静馬とは別れた。妖魔とは別に現れたもう一つの気配を追っていったのだ。

「これなら一般人を巻き込まずにすみそうだね」

　駐ちゆう車しや場じように人の姿は皆無であった。

「猿とお見合いしてても実りはないからね、一匹残らず焼きザルにさせてもらうよ」

　獣じゆう気きが熱となって、静華のまわりに陽かげ炎ろうを起こした。

　スッと腕を前に伸ばす。広げられた掌てのひらの前に、小さな炎が生まれた。それを素手で握り潰つぶすと、腕を斜めに振った。すると、手からぐんっと緋ひ色の鞭むちが伸びた。

　炎を凝ぎよう縮しゆくし、鞭の形に物質化させる技だ。

「深み雪ゆきちゃんに触発されて編み出した新技だ。あんたたちを実験台にさせてもらうよ」

　鞭を振りかぶり、先制した静華は、密集していた三匹をまとめて薙なぎ払った。しかし《猿》は、その一いち撃げきを跳ちよう躍やくで難無くかわした。軽く十メートルは飛んでいる。驚おどろくべき身軽さだ。

「ギイッ！」

　鋭するどい声を発し、空中の《猿》の一匹が腕を袈け裟さ掛がけに振った。

　銀光が顔面めがけて走ってきた。半身をずらして避さけたが、左肩をかすめた。

　力をナイフ状のものにして、飛ばしてきたのだ。かなり見えにくい。闇やみの中だから肉眼でも捉とらえられたが、これが日中であったら、全く見えなかったことだろう。

「女の顔を狙ねらうなんて、品ひんのない連中だね」

　肩の痛みなどおかまいなく、静華は左の指で一発の指弾を撃うち出した。それは空に赤い軌跡を残して《猿》の眉み間けんを直撃し、《猿》の頭は火を吹いて破裂した。

　鞭と同じように、炎を凝縮した飛礫つぶてだ。連射はできないが、破は壊かい力りよくは火球数個分に匹敵する。

　上空の二匹、そして残った《猿》たちが、仲間を殺されたことに怒りの奇声をあげた。

　ひゅっ、ひゅっ。二条の銀光が、上空の二匹から放たれた。

　静華はそれを、炎に包んだ左手で払い飛ばし、地面を蹴けった。

　二匹の《猿》に挟まれる位置に飛ぶと、静華は身体からだと手首を撚ひねって、炎の鞭で二匹を叩たたいた。

　立て続けに爆ばく発はつが起きた。二匹の《猿》は、上半身を爆砕され、火に包まれて落ちていった。

「ギャッ！」

「シャオッ！」

　静しず華かが降りるよりも早く、跳ちよう躍やくしてきた新たな三匹が、静華を空中で囲んだ。

　三匹の腕、合計六本が、静華めがけ勢いよく伸びてきた。指はピンと伸びていて槍やりのように真っすぐに迫ってくる。

「甘いよ」

　引力に逆らって、静華の身体からだはさらに上に飛んだ。小さな獣じゆう気きの塊を足の下に生み出し、踏み台にしたのだ。

　目標を失った六本の腕が、互いにぶつかり合った。

　炎の鞭むちがしなり、指し弾だんが軌跡を描いて、二匹の《猿さる》が爆ばく死しした。
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　残った一匹が銀光を放ってきたが、静華はそれを鞭ではたき落として《猿》の顔面を蹴けりつけた。足のしなりは鞭に負けていない。

「ギャッ」

　鼻血を出してのけ反った《猿》の脳天に、肘ひじ鉄てつを落とす。獣気によって強化された静華の肘は、鉄をも砕く。

　頭ず蓋がい骨こつを粉砕された《猿》は、唾だ液えきを垂らして墜つい落らくした。

　静華は音もなく着地した。束ねた黒髪が躍おどる。

「残り四匹、燃えたい奴やつからかかってきな」

　静しず華かは鞭むちで地面を叩たたいた。舞い散った火の粉が、しなやかで美しい彼女の姿を闇やみの中に浮かび上がらせた。

　四匹が同時に仕掛けてきた。一匹が地表スレスレに腕を伸ばし、一匹は上空に飛んで銀光を連射してきた。残る二匹は左右に展開し、両手の爪つめを剣のように伸ばして接近戦を挑んできた。

「そんな浅い連携であたしを捉とらえようなんて、一一九二年早いよ」

　微笑し、静華は後方に駆け出した。静華が走り抜けた後に、銀光がザクザクと地面に刺さる。伸びてきた腕は方向転換はきかないらしく、走る軌道を少しずらしただけで容易たやすく避さけることができた。

　厄やつ介かいなのは、爪で仕掛けてきた二匹だった。《猿さる》は生身の静華よりも遥はるかに速かった。

　瞬またたく間に間合いを詰められた静華は、爪の猛攻に追われ、駐ちゆう車しや場じようを飛び出した。

　道路に出たところで、一台のバスが通りかかった。

　クラクションが鳴り響ひびく。

　はねられてはたまらないと車体を飛び越そうとした静華の目の端に、見知った顔が引っ掛かった。

　窓に張りつくようにしてなにかを叫んでいたポニーテールの少女──それは紛れもなく由ゆ花かだった。

「なんだって、あの子がここにいるんだ!?」

　地を蹴けり、バスの上に手をついてさらに上に飛びながら、静華は驚おどろきを露あらわにした。

「闘たたかいを止めにきたのか！」

　間違いないと、走り去ってゆくバスを見やりながら、静華は思った。

「あたし、冬とう馬まさんにも静華さんにも静しず馬まさんにも、あのおじさんと闘って欲しくないの」

　昨夜のことだ。夏なつ彦ひこと子供たちが寝た後で、由花がそんなことを言い出したのは。

「あのおじさんね、あたしのこと助けてくれたんだよ。抱っこもしてくれたの」

　両手の指を絡めた由花の頰ほおは、ほんのり朱色になっていた。

　父親を知らずに育ったせいか、由花は優しくしてくれる大人の男性に対しては免疫がない。

「けどね、由花」

　弱った静華に、由花は詰め寄ってきた。

「あたしのお話、笑いながら聞いてくれたの。それにね、お花が好きだって言ったんだよ。里り穂ほさんが教えてくれたもん。お花や動物が好きな人に、悪い人はいない、って」

　里穂というのは、由花を育てた彼女の伯母おばである。

「由花、あいつは敵なんだ。あいつが生きてる限り、冬馬が狙ねらわれる。根が良かろうとどうだろうと、命を狙ってくる輩やからを、生かしておくわけにはいかないんだ」

　由花の願いを静華は聞き入れなかった。すると由花は涙ぐみ、

「きっとなにか事情があるんだよ！　どうして話し合わないで、殺し合おうとするの!?　そんなのおかしいよ！　人が死んじゃうのって、とっても悲しいことなんだから！」

　近所中に聞こえるような大声で、静しず華かを非難した。

　人の死というものを目まの当たりにした経験を持つ由ゆ花かは、十歳でありながら、並の大人よりも命の重みというものをよく知っているのだ。

「話し合って闘たたかいを避さけようとした結果、冬とう馬まが殺されたらどうする!?　人の命はゲームみたいにリセットのきくもんじゃないんだ！　闘って倒すことで冬馬が確実に助かるなら、あたしはそっちを選ぶ！」

　感情的になり、静華はつい大きな声を出してしまった。

　病巣に蝕むしばまれた冬馬のことで、静華も心の余裕を失っていたのだ。

「おまえだって冬馬の身体からだのことを知れば、甘いことは言えなくなる！」

　思わず、そう怒鳴りそうになったほどだ。

　由花には、冬馬の身体のことは話していなかった。悪い風邪かぜで寝込んでいるからと、電話だけは許し、会わせることはしなかった。

　顔を真っ赤にした由花は、

「静華さんのバカっ！」

　部屋に閉じこもってしまった。今朝けさは一言も口をきかないまま、学校へ行ったのだが──。

「ここまで一人でやってくるなんて、たいした行動力だね、あの子は。将来が楽しみだ」

　月つき森もりの本家の場所は、夏なつ彦ひこに訊きいたのだろう。

　街がい路ろ樹じゆが並ぶ歩道に着地し、複雑な顔をしていた静華は、

「キキイッ！」

　刺すような《猿さる》の声に、意識を引き戻された。

　黒光りする爪つめが、眼前に迫っていた。

「ちいっ！」

　体を沈め、横薙なぎの爪を紙一重で避さけた静華は、足払いで《猿》の体勢を崩し、鞭むちの一いつ閃せんで《猿》の頭を爆ばく砕さいした。間かん髪ぱつ入れずに、仲間の死体を乗り越えて現れたもう一匹が、爪を振るってきた。

　横っ跳びしたが、右の太ももと脇わき腹ばらを浅く斬きられてしまった。

　痛みに顔をしかめつつ、静華は鞭を繰くり出した。しかし痛みが動きを鈍らせた。

　鞭は避けられ、素早い動きで背中に回られてしまった。爪が走り、背中に四筋の傷がつけられた。浅くない傷だ。

「こんなザコに！」

　後の二匹が追いついてきた。

　銀光が闇やみを裂いた。

　静しず華かの右半身──肩、二の腕、脇わき腹ばら、ももに、四本のナイフがザクザクと突き刺さった。それも深く。ナイフはスッと消えて、傷口から血が吹き出した。静華は左肩から倒れ込んだ。

　意識の集中が途切れ、炎の鞭むちが火の粉になって消えた。

「油断……しちまったか」

　うずくまるようにして呻うめく静華を、三匹の《猿さる》が取り囲んだ。

　嬲なぶり物にするつもりなのか、爪つめを閃ひらめかせて「キキッ、キキッ」と踊っている。

「喜ぶのは、とどめを刺してからにしな！」

　叫んだ静華の全身から、深紅の光が放たれた。

　狼おおかみの咆ほう哮こうが響ひびき渡った。深紅の光は炎となり、彼女を包み込んだ。

　驚おどろいた《猿》の一匹の喉のど笛ぶえに、炎の中から飛び出してきた狼が喰くらいついた。

　傷口から炎が吹き出し、《猿》は数秒で炭化して、崩れた。黒い灰が風に流れる。

　ぶるぶるっと、深紅の美しい狼が身体からだを動かした。血の雫しずくが八方に飛び散った。

「あのジャケットは高かったんだ。落とし前はきっちりつけてもらうよ」

　緋ひ色の目を細め、静華は一歩を踏み出した。

　眼に怯おびえの色を浮かべた二匹の《猿》は、この三秒後に揃そろって火だるまにされ、そのさらに三秒後に灰になった。

「……やれやれ。やっぱり戦場に出る時は、ジャージにした方が良さそうだね」

　笑むように口の端を歪ゆがめ、静華は倒れた。その下に血が広がっていった。




　無限の強さを、闘たたかいを求めるのは本能だからだ。

『あの男』を倒そうとしているのは、『あの男』を倒すことこそが、無限の強さを得た証あかしであるからだ。

　そうだ。そうに違いない。

　なのになぜだ。なぜ、俺おれは迷っている？

　月つき森もりの本家への石段を、一歩一歩踏み締しめるようにのぼりながら、陣じん内ない甲こう牙がは考えていた。

　鬼族は、闘いを至上の喜びとし、無限の強さを求めるものなのだ。

　香か沙ざ薙なぎ桂けいのように、取り戻したい誰だれかがいるわけではない。

　御み堂どう縁ゆかりのように、裏切られたわけではない。

「あんたは無限の強さを得て、一体なにをしようっていうんだ!?」

　月森冬とう馬まの問いが、この十日、しこりになって陣内の胸に埋まっていた。

　闘いに関係ないことなど、考えようとしない陣内であったが、胸のしこりは様々なことを陣内に考えさせた。

　片手にあった赤い花を、陣内はもてあそぶようにして見た。

　石段の下に咲いていた曼まん珠じゆ沙しや華げの花を、一つ摘んできたのだ。

　この花のようになって欲しいと願ったのは、いつのことだったのだろう。

　昨日まで葉の一枚もなかった花が、一夜にして真っ赤に咲き誇る。

　強い生命。

　病弱だった一人の少女のために、陣じん内ない甲こう牙がは願ったのだ。

　心も身体からだも強くなって欲しいと。強く生きて欲しいと。

　その少女は──この十日夢に見続けた小さ夜よという少女は、誰だれなのだろう？

　少女の笑顔。抱き上げた重み。言い知れない後悔と悲しみ。

　それらははっきり心に残っているというのに、夢の内容を詳しく思い出すことはできなかった。

　思い出そうとすると、頭が痛んだり、霞かすみがかかったりして思考が遠くなるのだ。まるで闘たたかい以外のことを考えることを、頭が拒絶しているようであった。

　石段をのぼり切った陣内の前に、境内が広がった。

　女がいた。

　女は、穏おだやかに微笑ほほえみながら、月を仰いでいた。




　深み雪ゆきの空にある月は、泣きたくなるぐらいに眩まぶしかった。

　だぶだぶの白いシャツにジーンズというのが、決戦に臨いどむ深雪の装いだ。

　なびくシャツと髪を押さえて、深み雪ゆきは寺の入り口に目を移した。

[image: ]

　陣じん内ない甲こう牙ががいた。手に赤い花を持っていた。

「お花、お好きなんですか？」

　訊きくと、

「さあな」

　自じ嘲ちよう気味に笑って、陣内は花を放った。

「どうしておまえがいる？　月つき森もり冬とう馬まはどうした？」

「冬馬さんはきません。もしかしたらきちゃうかもしれないけど、その前にわたしがあなたを倒します」

　気負いのない柔らかな表情のまま、深雪はきっぱりと言った。

「無理だな」

　きっぱりと返されたが、

「それでもです」

　深雪はさらに返した。陣内が豪快に笑った。

「気持ち一つで、越えられない壁かべを壊こわせると……奇跡が起こせると思うな」

　大口を開けての笑いは、すぐに歯を剝むいた獰どう猛もうな笑いに変わった。

「奇跡を起こすのは、いつだって人の強い想おもいです」

　両手を髪にやって、深雪はリボンを解いた。栗くり色の髪がさらさらと音を立てた。

「奇跡を信じて死ぬ、か？」

「……あなたを倒せても倒せなくても、わたしは死んじゃいます。けど、あなたを倒すことができれば、冬馬さんは生きていける。生きていれば、助かる方法が見つかるかもしれない。そのためにこの命が必要なら、わたしにはなんの迷いもありません」

　深雪の微笑ほほえみに、悲ひ愴そうな感じはなかった。これから起こるすべてを受け入れたような、殉じゆん教きよう者しやの瞳ひとみをしていた。

「初めてだぜ。死を前にして、心の底から笑える奴やつに会ったのはよ。いままで出会った戦士の中で、あんたの目が一番いい」

　陣内の肩が怒った。服が破れ去り、筋肉が急激に増大していった。ざわざわと髪が伸び、深い皺しわの刻まれた眉み間けんに、角つのが生える。

　灼しやく熱ねつ色の鬼となった陣内は、骨に似た鎧よろいを纏まとい、巨大剣と盾を召しよう喚かんした。

　対する深雪は、ボタンを外してシャツを脱いだ。下着はつけておらず、白い胸が露あらわになった。

　肩を抱いて瞼まぶたを閉じると、深雪は咆ほう哮こうをあげた。

　量の多い栗色の髪が花のように広がり、全身を乳白色の光が包んだ。

　ジーンズとショーツが、淡雪のように解けて消える。

　一糸纏まとわぬ姿となった深雪を包む光は、濃こさと強さを増していった。

　──冬とう馬まさん……月つき森もり冬馬さん……。

　光の中で、深み雪ゆきは冬馬を想おもった。

　獣じゆう医いになるのが夢で、鮭さけの入ったクリームシチューが好きで、きのこが嫌きらいで、背中に汗あせ疹もができやすくて、バイクは乗るより磨みがくのが好きで、頭をかいて唸うなる癖くせがあって、優しくて、お人よしで、優柔不断で、ちょっと頼りない。

　十二年前、なにもかもを嫌いになりかけた自分を、好きになると、守ってくれると約束してくれた人──。

　母を殺してしまった苦しみと、一生をかけて向かい合おうとしている人──。

　深雪が好きになったのは、そんな人だった。

　やがて乳白色の光が消えた時、深雪は純白の狼おおかみとなっていた。

　天使の鉄てつ槌ついを最も効果的に放つには、敵に接触しなければならない。ヒーリングは本来、唇くちびると舌を通じて相手に送り込むものなのだ。死の奇跡もそうである。

　死の奇跡を天使の鉄槌として決めるためには、牙きばを敵の身体からだに食い込ませなければならなかった。

　チャンスは一度。

　女性の人じん狼ろう族ぞく特有の速さを最大限に生かし、懐ふところに飛び込む。

　懐に飛び込めれば、深雪の勝ち。それができなければ敗北──犬死にだ。

　首を反らすようにして満月を仰いだ白い狼の深雪は、

「立派な獣医さんになってくださいね。冬馬さんは、なんだってできる人だから」

　優しい声こわ音ねで言った。そして鬼となった陣じん内ないに向き直ると、四し肢しで地を蹴けった。




　静しず華かと別れた静しず馬まがやってきたのは、廃ビルの屋上であった。

　待ち受けていたのは、響ひびき忍しのぶ。

　静馬は驚おどろきもしなかったし、怪け訝げんにも思わなかった。

　陣内甲こう牙がと『院いん』が、いや『長おさ』が関係している以上、この男が姿を見せたとしてもなんの不思議もないのだ。

「あんたを殺してもいい、言われたわ」

　珍しく、響はサングラスをしていなかった。片手に持った携帯電話を耳に当て、もう片方の腕を広げていた。

　屋上に吹く風は乾いていて強く、静馬も響も、コートの裾すそがせわしなく揺れていた。

「電話の相手は、『長』ですか」

「ちゃう。麻ま里りや」

　響の目が猫ねこのように細まった。静馬はピクッと眉まゆを動かした。

「懐なつかしいやろ？　あんたにこの話振るのんも、久しぶりやからなぁ」

　メガネのずれを直そうと、静しず馬まは顔に手をやった。が、メガネはすでに外してあり、コートの中だ。

　響ひびきが、腹を抱えて笑った。

「あんたおもろいわ。麻ま里りがここにおったら、喜んだやろうなぁ。月つき森もり先せん輩ぱいが動揺してる！　珍しい！　っちゅうな」

「彼女は、もうこの世にはいませんよ」

「生きとったら、二十三やな」

　くるりと、響はこちらに背中を向けた。そして携帯電話に向かって話し始めた。

「なあ、麻里。おまえ、今でもこいつにホレとんのか？　オレはな、ずっとこいつを殺したい、思うとったわ。こいつがあん時選んだんが、おまえやったら……おまえの方を助けてくれとったら、おまえは今いま頃ごろ、夢だった白衣の天使になっとったやろうからな。いや、もしかしたら、手料理作って、こいつの帰りを家で待っとったかもしれんなぁ」

　背中はそのままに、響の首が巡らされた。

「なあ？」

　同意を求めてくる。

「過去を変えることはできませんよ」

「正論やな。あんたが正しい。せやけどな、正しいことと、納得できることは違うんや」

「それも正論ですね。殺害許可が出たのなら、ちょうどいいのではないですか。あなたは私を殺すために闘たたかう。私はあなたから『長おさ』の真意を聞き出すために闘いましょう」

　胸に手を当て、静馬。訊きかねばならないことは山とあった。

「相変わらず、迷いがないなぁ。オレ、あんたのそういうところがいっちゃん嫌きらいやわ」

　振り返り、携帯電話をしまって、響はぼさぼさの髪に手を入れた。

「麻里のこと、見殺しにしよったくせに」

「否定はしませんよ」

　口を歪ゆがめて笑い、響がコートを脱ぎ投げた。コートは風に乗って飛んでゆく。

「オレは否定する。オレはあんたを否定する。あんただけやない。麻里が死んだのは、あんたが悪いだけやない。せやからみんな否定する。片っ端から否定したる」

　響の上半身の衣服が闇やみに融解した。破れるのではなく、音もなく闇になったのだ。

　変身するのに、響は咆ほう哮こうをあげなかった。

　彼はシャドウウルフ。体毛は、黒こつ褐かつ色しよく。

　静馬もコートを脱いだ。背広も脱ぎ、咆ほう哮こうをあげて上半身を白銀の狼おおかみにした。

「雷らい華か夢む想そう・御み剣つるぎ」

「闇やみ薙なぎ」

　呟つぶやいた二人の両手から、それぞれ青白い雷の刃やいばと、漆しつ黒こくの刃が伸びた。

「修行場に飛鳥あすかを選んだんは、感傷に浸るためか？」

「……そういうことなんでしょうね、きっと」

「麻ま里りが喜ぶわ」

　スッと響ひびきが動いた。気配も音もなく、滑らかに迫ってくる。

　爪つま先さきを揃そろえ、二刀を下段に構えた静しず馬まは、鋭するどい吸気を発して駆け出した。

　四刀が閃ひらめいた。

　響の剣けん閃せんは、幻影のように無数の残像を描いて緩ゆるやかに、静馬の剣閃は、電光石火の如ごとき速さで空を裂き、互いを捉とらえた。

　血ち飛沫しぶきが、夜に咲いた。




　ざあっ。木々が一際強くざわめいた。

　息を弾ませ、冬とう馬まは石段をのぼってゆく。

「なんだってこんなに長いんだ、この石段は!?」

　子供の頃ころは何段あるかを数えて遊んだりもしたが、今はただこの長さが恨めしかった。

　何度もつまずきそうになりながら、ようやく石段をのぼり切った冬馬は、

「深み雪ゆきさん！」

　声を張りあげた。

　刹せつ那なの後、冬馬は眼球が落ちるぐらいに大きく目を見開いた。

　時間の流れが百分の一ぐらいに遅くなり、音が止やんだ。ただ自らの乱れた息の音だけがやけに耳に響ひびいた。

　一匹の狼おおかみが、地に伏していた。

　体毛の色は、純白であった。ただしそれは本来の色だ。純白のはずの狼の体毛は、赤黒い液体にまみれていた。

　狼が伏しているのは、どろどろとした血だまりの上であった。

　白い鎧よろいに身を包んだ灼しやく熱ねつ色の鬼が、冷然と狼を見下ろしている。

　鬼の手に握られた巨大剣の切っ先からは、血が滴り落ちていた。

　血と深雪の匂においが、重なって冬馬の鼻孔の奥に突き刺さった。

　ざあっ。風に金色の葉が舞った。その一枚が冬馬の頰ほおを撫なでた。

「み、深雪さん……？」

　目を剝むいたまま、冬馬は呼びかけた。身体からだが小刻みに震ふるえていた。

「殺した」

　野太い声が、鬼の口から滑り出た。

「う、[image: 噓]うそだ」

　肩を抱いて瘧おこりのように震ふるえながら、冬馬はひどくぎこちなく首を振った。

「殺した。女は死んだ」

　陣じん内ない甲こう牙がの爪つま先さきが、白い狼おおかみ──深み雪ゆきの腹をぐっと押した。無造作に、深雪の身体からだは裏返った。

「ち、違う……そんなの違う……」

「違わねえよ。おまえを闘たたかわせないために、この女は俺おれに挑んできた。だから殺した」

　剣を地面に刺し、陣内は深雪の首根っこをつかんで持ち上げた。

　滴る血が、月明かりを浴びて光って見えた。

「切り札を持ってたみてえだが、発動前にやられたんじゃあ、どうしようもねえな」

　ゴミでも捨てるように、陣内は深雪を放った。

　放物線を描いて深雪は冬とう馬まの目の前に落ちてきた。どしゃっと音がした。

　瞼まぶたは閉じられておらず、虚うつろな瞳ひとみには冬馬の顔が映っていた。

「あ……ああ……」

　呻うめきのような嗚お咽えつのような弱々しい声を漏らしながら、冬馬は深雪に触れた。

　耳から首までをなぞるように撫なでてゆく。

「ああ……う……ぐっ……」

　前歯が嚙かみ合わされ、ガチガチ鳴った。目の奥が熱く疼うずいた。

「ううっ……ぐっ……ぐうううううっ」

　呻きのような声は、次第に唸うなりに変わっていった。

　間違ってるぞ。

　違う。こうじゃない。

　冬馬の唸りは、徐々に低く、太くなってゆく。獣けもののように。

　これが嫌いやだったんだ。

　こうなるのが嫌だったんだ。

　だから別れたんだ。

　なのに、なんでだ？

　違うだろ？

　冬馬の表情が、絶望に満ちた。それから、憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうになってゆく。

　死ぬのは俺だ。

　生きていくのは深雪さんだ。

　逆じゃないか。

　ふざけるな。

　間違ってるぞ。

　ふざけるな。

『久く遠おんの月つき』が虹にじ色に光った。

　ふざけるな！

　ふざけるな！

　ふざけるな！　ふざけるな！　ふざけるな！　ふざけるなふざけるなふざけるなふざけるなふざけるなふざけるなふざけるなふざけるなふざけるなふざけるなふざけるなふざけるな！

「ふざけるなああああああああっ！」

　頭を抱えて、冬とう馬まは絶叫した。

「違うんだ！　こんなんじゃない！　俺おれはこんなことを望んでない！　望んでなんかいないんだよおっ！」

　黄金の光が、冬馬の全身から爆ばく発はつ的に吹き出した。

　深み雪ゆきの亡なき骸がらを乗り越えて、冬馬は地を蹴けった。わずか一歩の踏み込みが、ドン！　と地面を揺らし、亀き裂れつを生じさせた。

　黄金の光の中から飛び出した冬馬は、黄おう金ごん狼おおかみラグナウルフとなっていた。

　巨大剣と盾を正面に構えようとした陣じん内ないであったが、冬馬の速さの前に、その動作はあまりにも緩かん慢まんでしかなかった。

　驚きよう愕がくに息を飲んだ陣内の鼻っ柱に、冬馬の拳こぶしがめり込んだ。

　一いつ瞬しゆんの後、ごおっという音がした。音が遅れて届く──冬馬の速さは音をも凌りよう駕がしていた。

　冬馬の拳は、文字どおりめり込んでいた。鼻はぐしゃぐしゃに潰つぶれ、牙きばも飛んでいた。

　顔面にめり込んだ拳を、冬馬は雄お叫たけびをあげてさらに押し込んだ。

　バキバキと骨の砕ける凄すごい音がして、陣内の首は考えられないぐらいに後ろにまでのけ反った。

　この一いち撃げきで、陣内の頭部の骨は完全に粉砕されていた。

　冬馬の攻撃は終わらなかった。終わるはずもなかった。

　彼の頭には、殺して壊こわせ、という思考しかなかったのだから。

　光を帯びた蹴りが、鎧よろいを破は壊かいして、その向こうにあった陣内の肉体をも破壊した。

　肋ろつ骨こつは粉々になり、胸骨も脊せき柱ちゆうも断ち割れた。

　死ね！

　軽くはねた冬馬は、鈎かぎ爪づめを袈け裟さ掛がけに振り下ろした。

　金色のオーラを放つ鈎爪は、肉を削ぎ取り、骨を断ち、体内器官を潰した。血の雨が、冬馬の黄金色の体毛をドス黒く染めた。

　壊れろ！

　冬馬の手が、巨大剣を握る陣内の右手首をつかんだ。

　潰れて死ね！　砕けて死ね！

　力を込めて、腕をねじる。

　名状しがたい音がして、陣内の丸太のような腕は根元からねじ切られた。

　再び血の雨が降る。

　ぶっ壊こわれろ！　木こっ端ぱ微み塵じんにぶっ壊れろ！

　もぎ取った腕を天高くに放り投げた冬とう馬まは、陣じん内ないの両肩に鈎かぎ爪つめを喰くい込ませて、喉のど笛ぶえに嚙かみついた。

　死んで死んでぶっ壊れろ！

　ぶしゅっ。そのまま喉笛を嚙み潰つぶし、引きちぎる。

　三度血の雨が降り、陣内甲こう牙がは仰あお向むけに倒れた。

　肩を激しく上下させ、ぜえぜえと荒い息を繰くり返す冬馬。その口には陣内の肉がくわえられたままであった。

　肉から出た血と冬馬の唾だ液えきが混じり合って、口の端からボタボタと落ちている。

　黄金の体毛は、見る影もないほどに血の色一色になっていた。

「う……ぐっ」

　陣内の肉を吐き捨て、両手両膝ひざをついて、冬馬は苦く悶もんの声を出した。

『久く遠おんの月つき』の副作用ではない。肉体の限界を超える動きをしてしまったために、その反動がきたのだ。筋肉という筋肉が熱くなり、痛んだ。骨も軋きしんでいる。

「ま、まだだ……ふ、吹っ飛ばすんだ。細切れにするんだ」

　殺さつ戮りく本能に支配された意識に、月つき森もり冬馬としての人格が少しずつ戻ってきていた。

　とはいえ、怒りが思考の九十九パーセントをしめてはいたが。

　金きん褐かつ色しよくの髪と瞳ひとみの少年に聞かされた陣内の事情など、冬馬の頭からは吹っ飛んでいた。

　一転、亀かめよりも鈍くなってしまった冬馬は、鉛よりも重い腕を持ち上げて光を撃うとうとした。だが──。

「女を殺されて、半狂乱になった揚げ句に自滅か。犬畜生には似合いの死に様だな」

　嘲あざけりの声がして、赤光が迸ほとばしった。

　それは冬馬の背後から放たれた、超高熱の光の槍やりであった。

　左胸に下腹、両手両足の合わせて六カ所を、光の槍は焼き貫いた。

「ぐあ……」

　返り血にまみれた体毛を、さらに自分自身の血で汚し、冬馬は突っ伏した。傷口からぶすぶすと煙がのぼった。




「果報は寝て待て、とはよく言ったものだな」

　無防備な冬馬の後頭部を、桂けいは踏みにじった。

　獣じゆう気きが気化し、冬馬は人の姿に戻っていた。傷から白煙がのぼっているのは『久遠の月』の効果だ。

「猿さる山やまの猿を妖よう魔まにしただけで、後はなにもせずにすんだ」

　陣内と闘たたかわせ、疲ひ弊へいしたところを討つために、桂は身を潜ひそめていた。

　力が半減した今の状態では『涅ね槃はんの月つき』を使用したところで、冬とう馬まの力には及ばなかっただろう。真っ正面から挑むのは愚行だ。

　深み雪ゆきが陣じん内ないに挑み、倒される様も、桂けいは目もく撃げきしていた。

「待ってろ。今、心臓を引きずり出してやる。が、その前に……」

　すらりと、桂は黒塗りの鞘さやから太刀を抜いた。白刃が月光を照り返し、光った。

「百年越しの計画を潰つぶしてくれた代だい償しよう、首で払ってもらうぞ」

　後頭部を踏みつけたまま、太刀を振りかぶる。その時だった。

　視界の隅で、白いものが動いた。紫の瞳ひとみを向けると、多量の白煙が立ち込めていた。発生源は仰あお向むけに倒れている陣内甲こう牙がだ。

「転てん生しようか!?」

　驚おどろき、桂は歯は嚙がみした。

　夜が震しん撼かんを始めた。

　地面の微震が始まりだった。

　パラパラと砂さ塵じんが宙にのぼり、空気が重くなっていく。

　秋風が雪原の風のように凍いてつき、強く吹きすさぶ。

　陣内から立ちのぼる白煙は、次第に濃のう厚こうな白い輝かがやきへと変わっていった。

　光の中で陣内はゆっくりと立ち上がった。

　ピシッ、ピシッ。音がして、身体からだにヒビが生じていく。

　ゴゴッ、ゴゴゴッ。寺の敷しき地ちだけに起こっていた揺れが、山全体に拡大した。

　ゴゴゴゴ、ゴゴッ。揺れが激しさを増していった。

　天に向かって胸を反らし、陣内は大量の空気を肺いっぱいに吸い込んだ。胸が大きく膨ふくらむ。

　ボロボロと、乾いた粘土のように身体が崩れた。

　陣内を包んでいた濃厚な光が、炎になって逆巻いた。

　熱波を浴び、桂は顔をしかめた。

「オオオオオオオオオッ！」

　陣内のあげた雄お叫たけびは、炎を吹き散らし、大地の震動をピタリと止めて、夜気に静けさを取り戻させた。

　風だけは凍てついたままで、その風が陣内の墨のように黒々とした髪をなびかせた。

　己の手を値踏みするように眺ながめ、

「よもや、人の姿になるとは思わなかったな」

　陣内は笑った。

　陣内の予想外の変化に、桂は冬馬の首を刎はねることも忘れ、呆ぼう然ぜんとなった。

　灼しやく熱ねつ色の巨大な鬼が転生を果たした姿は、人そのものであった。

　精せい悍かんな顔はそのままであったが、髪が腰のあたりまでに伸びていた。額ひたいにあった角つのは、消え、がっしりしていた体格はギリギリに搾しぼられている。

　恐らくは、力によって造り出したのだろう。真っ白な服が身につけられていた。下はゆったりとしたズボンで、上はロングコートに似ていた。ボタンもなにもなく前ははだけている。上下とも仄ほのかに光っていた。

　冷たい汗が桂けいの頰ほおと背中を伝った。太刀を持つ手が震ふるえていたが、桂自身はそれに気づいてはいない。

　陣じん内ないの気配は闘とう気きも殺気もなく穏おだやかであった。しかし底知れぬ力強さと深さがあった。

　たとえるならば大河、いや、大海だ。

「転てん生しようしたのか」

「ああ」

　桂が問うと、陣内は満月を仰いだ。月明かりに目を細める。

「死に物狂いで闘たたかわなければ、転生はできないはずじゃなかったのか」

　瞼まぶたを閉じ、陣内は口元に小さな笑みを浮かべた。

「闘ったさ。ただ一歩も動けないままやられただけの話だ」

「なぜ人の姿になった？　それが無限の強さを得た証あかしか」

「さあな。が、この姿が最終形態ってのは間違いないだろうぜ」

　陣内の瞼が開いた。口元だけではなく、二つの黒い瞳ひとみにも笑みがあった。

「『あの男』を超えられるだけの力か？」

「それをこれから黄おう金ごん狼おおかみで試す。おまえは邪じや魔まだ。消えていろ」

「お断りだ。月つき森もり冬とう馬まは、俺おれが殺す」

　紫の瞳に敵意を露あらわにすると、陣内が右の拳こぶしを前に差し出し、バッと開いた。

　迸ほとばしった衝しよう撃げき波はが桂を吹っ飛ばした。桜の幹に背中から激突し、桂は前のめりに崩れた。身体からだが痺しびれ、息ができなくなった。

「選ばせてやる」

　背中を陣内に踏みつけられた。音もなく陣内は桂の許もとまでやってきていた。

「縁ゆかりと揃そろっておとなしくこの場から消えるのならば、殺さないでおいてやる。俺と黄金狼の勝負を邪魔する気なら、このまま殺す」

「縁……だと……」

　地に伏したまま、桂は目を動かした。太い桜の枝の上に、御み堂どう縁がにこにこ笑いながら腰掛けていた。一部始終を見物していたのだ。

「つるんだ仲だ。このまま殺すのも後味が悪いからな。消えろ」

　陣内の足が、背中から離れた。代わりに爪つま先さきで頤おとがいを反らされ、桂は呻うめいた。

　黒光りする陣内の目は、笑っていなかった。が、恫どう喝かつに応じる桂ではなかった。紫の瞳の中央を切れ上げさせて、術を撃うつべく立ち上がる。すると、

「香か沙ざ薙なぎさん。触らぬ鬼にたたりなし、ですよ」

　いつの間にか真後ろにいた縁ゆかりの手が、桂けいの背中に押し当てられた。

「貴様……！」

　怒鳴る間もなく、縁の空間転移の術によって、縁と桂はその場から消えた。

「さてと……」

　踵きびすを返した陣じん内ないは、倒れる青年と白い狼おおかみ──冬とう馬まと深み雪ゆきを、交互に見た。




　夢か現うつつか、あるいはこの世かあの世なのかも分からないひどくあやふやな世界に、冬馬はいた。

　流れに身を任せるようにその世界を漂いながら、冬馬は思っていた。

　俺おれは間違っていたんだ、と。

　突き放せば、遠ざければ、それで深雪を守れると思っていた。

　幸せにしてやれないのなら、一緒にいても意味がないと思っていた。

　が、それは間違いだった。間違っていないのなら、深雪は死んだりしなかったはずだ。

　そもそも深雪に与えたいと思った幸せとは、なんだったのだろう？

　俺にとっての幸せとは？

　悩むことはなかった。答えは一秒で出た。

　深雪とともにあることだ。

　一緒に笑って、一緒に泣いて、喜びも苦しみも分け合って──。

　そこまで考えて、冬馬はふと思った。

　俺は分かち合おうとしたんだろうか？

　苦しみや、悲しみを。

　深雪は言ってくれた。悩んでいることがあるのなら、分けてください、と。

　深雪が望む幸せも、同じだったのだ。

　ともにあり、喜びと苦しみを分かち合いたいと願ってくれたのだ。

　なのに俺は、分かち合おうとはしていなかった。

　深雪は、すべてを受け止めてくれようとしていたというのに。

　ああ、だからダメだったんだ。

　守ろうとか、幸せにしようとか、そんなことばかりを考えて、肝心な深雪の気持ちをまるで考えていなかった。

　結果が、深雪の死だ。

　重すぎる。理不尽だ。

　間違ってたのは、俺なんだ。

　殺すなら、俺を殺してくれれば良かったんだ。どうして彼女なんだ。

　どのみち俺おれは死ぬんだから──。

（死ぬなんて思ったら、ダメですよ）

　声がした。

　光も闇やみもない、ただあやふやなだけの世界に聞こえたその声は、春風のように優しく、暖かかった。

（だって冬とう馬まさんは、まだ生きているんですもの。生きている人は、なんだってできるんです。諦あきらめる必要なんて、一つだってないんですよ）

　春風のようなその声は、淡い光となって冬馬を包んだ。

　冬馬は手を伸ばした。

　柔らかな手が、その手をつかんだ。




「冬馬さん」

　ゆっくり瞼まぶたを開く。瞳ひとみに映ったのは、深み雪ゆきの顔だった。潤うるんでいる彼女の瞳は、光の加減だろうか、明るい鳶とび色に見えた。

　深雪の真っ白な太ももの上に、冬馬はひざ枕をされていた。虚うつろに伸ばされた冬馬の手は、深雪の手によってしっかりと握り締しめられていた。

　深雪は全裸の上に大きな白いシャツを着ただけという姿で、リボンはしていなかった。リボンをしていない深雪は、いつもよりずっと年が上に見えて、綺き麗れいだった。

「夢……」

「じゃ、ないですよ」

　握り締めた冬馬の手を頰ほおに添えて、深雪は微笑ほほえんだ。

　手と頰から伝わってくる確かな温もりは、死者のものではない。

　生者として、深雪はそこにいた。

　驚おどろきがあり、喜びがあった。が、冬馬の口から出た言葉は、「どうして？」でもなければ「良かった」でもなかった。

「ごめん」

　深雪の頰を撫なでながら、冬馬は言った。

　君の気持ちを一つも考えてなかった。

　いつの間にか、生きることを諦めようとしてた。

　だから、ごめん。

　頷うなずくことも、首を横に振ることもせず、深雪はただ微笑んでいた。

　瞳いっぱいに満たされた優しさが、許しを与えてくれた。

「ありがとう」

　謝しや罪ざいの気持ちをそのまま感謝の気持ちに変えて言うと、冬馬は身を起こした。

　彼女の太ももが、少しだけ名残なごり惜しかった。

「殺して、なかったのか」

　首の後ろをさすりながら、冬とう馬まはこちらに背を向けて立っていた男に声をかけた。

　陣じん内ない甲こう牙がだ。人の姿になっているが、それが転てん生しようを果たした姿であると、冬馬には一目で分かった。

「覚悟のあるいい目をしてたからな。いい目をしている奴やつは、一度は生かしておくことにしている。いずれ、糧かてになってもらうためにな」

　振り向かないまま、陣内は言った。彼は月を仰いでいた。

　闘とう気きも殺気もないというのに、圧迫されるような気配を感じる。

　陣内の身長は一九〇センチほどだというのに、その何千倍も大きく思えた。

「彼女のケガが治ってるのも、あんたの力なのか？」

　深み雪ゆきが受けた傷は浅いものではなかった。が、深雪の身体からだからは綺き麗れいに傷が消えていた。冬馬の傷も癒いえてはいるが、こちらは『久く遠おんの月つき』の力だ。

　冬馬の問いに答えたのは、陣内ではなく深雪だった。

「その人、わたしの傷に血をかけてくれたんです。そうしたら、あっと言う間にケガが治って……」

「血を……？」

　見やると、陣内の左の掌てのひらから血の雫しずくが落ちていた。

　鬼族の血には、癒いやしの力があるらしい。

　彼の手から滴る血を見ながら、変だな、と冬馬は思った。陣内が自ら掌につけた傷は小さなものだろう。その傷がすぐに治っていないというのは、どういうことだろう。人じん狼ろう族ぞく以上の回復力を持つ鬼族なら、数秒で治っていいはずだ。

「もしかして──」

「おまえが目を覚ました以上、ぐだぐだ無む駄だな時間を過ごすつもりはねえ。闘やるぜ」

　冬馬の台詞せりふを遮さえぎった陣内は、振り返って傲ごう然ぜんと言い放った。深雪の肩を抱き、冬馬は奥歯を嚙かんだ。

「ご覧らんのとおり、姿形は鬼を超えた。これが本当に俺おれが求めた無限の強さなのか、おまえで試させてもらう。十日前のおまえじゃあ、相手にはならねえだろうが、ブチ切れて俺をボロ雑ぞう巾きんにしてくれたあの力なら、ちょうどいい力試しになるぜ」

「無限の強さを求めているのは、本当にあんた自身の意志なのか？」

　眉まゆが震ふるえ、陣内の眉み間けんに深い皺しわが刻まれた。
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　本家へ向かう行く手を阻んだ、金きん褐かつ色しよくの髪と瞳ひとみの少年が言っていた。

　陣内甲牙は、『あの男』に過去の記き憶おくを封じられ、ある強迫観念を植え込まれていると。

　あの少年の話が真実なら、陣内甲牙は倒すべき相手ではない。

「陣じん内ない甲こう牙が、あんたは──」

　言った刹せつ那な、それまで抑え込まれていた陣内の闘とう気きが、ダムが決けつ壊かいしたかのように一気に吹き出した。

　ゴゴゴゴゴッ。地鳴りがして、風が唸うなった。

　陣内の髪が激しく波打ち、服の裾すそがはね上がった。彼の全身から吹き出す凄すさまじい闘気が、山全体を震ふるわせていた。

　かつてこれほどの闘気を感じたことがあるだろうか。冬とう馬まはただ目と口を丸くした。

「大きな津波が迫ってきてるみたい……」

　爪つめを立てるようにして冬馬の肩をつかんで、深雪が震えた声を出した。

「鬼神……」

　そんな言葉が、無意識のうちに冬馬の口をついていた。

　そう、鬼神だ。陣内甲牙は、もはや鬼を超えている。

「月つき森もり冬馬。これで四度目……これで最後だ。その女と生きていこうと願うのならば、死力を尽くして俺おれと闘たたかえ。そして滅ぼせ」

　ふわり、と陣内の足が地面から離れた。

　止めなければ。冬馬は拳こぶしを震わせた。

　確かめなければならない。あの少年の話が真実なのかを。

　だが、止められるのだろうか。

　闘とう気きとは、闘志と力が一つになって体外に放出されるものだという。

　これほどまでに巨大な、しかも真水のように不純物の一切ない純粋な闘気を、止めることなど可能なのだろうか。

　どんな言葉を投げかけたとしても、陣じん内ない甲こう牙がには届かないのではないか。

　ならば、手段は一つ。

「闘たたかって止めるしかない」

　闘いを止めるために闘う。理不尽極まりないことだが、陣内を止める手段は、それしかなかった。

　右手の薬指を──『久く遠おんの月つき』を睨にらんだ冬とう馬まの手を、深み雪ゆきがきつく握り締しめた。『久遠の月』を隠すように。

　彼女の瞳ひとみには、不安、非難、疑問──様々な想おもいが入り混じっていた。

　彼女の絹のような髪に触れながら、耳元で囁ささやくように冬馬は言った。

「大丈夫」

　と、ただ一言だけ。

　そう、大丈夫なのだ。

　もう二度と、生きることを諦あきらめたりはしない。命がある限り、深雪がいる限り、どんなことがあっても生き延びてみせる。

　指輪に命を削られても、強敵が立ち塞ふさがっても。

　不安も非難も疑問も、深雪の瞳から消えることはなかったが、それらよりももっと強い安心が、新たに彼女の瞳に浮かんだ。

　力強く頷うなずいて立ち上がった冬馬は、虹にじ色に輝かがやく『久遠の月』を高い空に掲げ、魂の底から吠ほえた。

　夜を忘れさせるぐらいに眩まぶしい光を全身から放った冬馬は、右手の薬指で起こったかすかな壊かい音おんに気づかなかった。

『久遠の月』に、亀き裂れつが生じていた。




　静寂の月夜に、金色の光が走る。

　縦じゆう横おう無む尽じんに空を走った稲いな妻ずまが、矢のように陣内に落ちた。

　陣内が片手を天に掲かかげる。稲妻は吸い寄せられるように彼の掌てのひらに集まり、小さな光の点に凝ぎよう縮しゆくさせられてしまった。それを軽々と握り潰つぶし、陣内は歯を剝むき出しにした。

　いともあっさり技を破られた冬馬だが、動揺はしなかった。

「生半可な攻こう撃げきで、止められるような相手じゃない。なら──」

　両手を胸の前で重ねた冬馬は、裂れつ帛ぱくの声を放って重ねた手から眩まばゆい刃やいばを発生させた。刃渡り一メートル半ほどの両刃の長剣だ。

　雷を結晶化させる兄・静しず馬まの技、御み剣つるぎを光に置き換えて造り出した、裂光の剣だ。

　理想は無傷で闘たたかいを終わらせることだが、陣じん内ない相手に、それは無理だろう。足を斬きり落とすぐらいの覚悟は、しなければならない。

　腹をくくった冬とう馬まは、裂光の剣を下段に構えた。

「剣で挑んでくるか。面白い」

　天に掲げた陣内の掌てのひらの上に炎が渦うずを巻き、一振りの大剣が現れた。

　柄をつかむと、陣内は大剣を斜めに払った。渦巻いていた炎が散らされ、消える。

　片刃の反り身で、香か沙ざ薙なぎの太刀よりも二回りほど大きい。柄も長く、赤と黒が混じったようなオーラが、鍔つばや柄つかを含む大剣全体からのぼっていた。

　刹せつ那なという表現が陳腐に聞こえるほどの速さで、二人は肉にく薄はくした。

　裂光の剣と大剣が激突し、シャーンと澄すんだ高い音が響ひびき渡った。あまりの高音に、離れて見ていた深み雪ゆきが耳を塞ふさいだ。

　牙きばを食いしばり、両腕がはちきれるぐらいに力を込めて、冬馬は刃を押し込んだ。しかし陣内はビクともしない。

　彼は笑っていた。片手だというのに、力を入れている様子はない。腕力の差は歴然だった。

「気づいているか？」

　鍔つばぜり合いの最中、陣内が口を開いた。なんのことだと問いかけたいが、冬馬に喋しやべる余裕はなかった。

「気づいてないのなら、教えてやるぜ。おまえは強くなっている。半狂乱で俺おれを殺した時よりも、さらに力が増しやがった。こうしてぶつかってても、底が見えねえ」

「……」

「黄おう金ごん狼おおかみを超えた黄金狼……無限の強さを見極めるには、これほどの相手はいねえ」

「……」

「おまえもこの闘たたかいで見極めろ。おまえに眠る力が、どれほどのものなのかをな！」

　陣内の双そう眸ぼうがカッと見開かれた。大剣が振り抜かれ、冬馬は弾はじき飛ばされた。

　身を屈かがめ、地面に片手をつけた陣内は、

「悠にして雄なる地ち龍りゆうの王よ。我は汝なんじに世界を与える。来きたりて吠ほえよ。世界を揺さぶれ」

　重低音で呟つぶやいた。

　ゴゴゴゴゴッ。山が激げき震しんした。嵐あらしの中の船のような揺れに、冬馬は懸けん命めいにバランスを取った。倒れこそしなかったものの、攻め込むこともできなかった。深雪は桜の木にしがみついていた。

　陣内を中心に亀き裂れつが八方に広がり、彼の足元でボコッと土が盛り上がった。

　龍の頭だ。次いで二枚の翼つばさがやはり土を破って現れた。

　土によって形成された龍だ。初めて闘った時にも土の龍を仕掛けられたが、あの時とは桁けた違いだった。

　土の龍りゆうは大地より全ぜん貌ぼうを現すと、土の翼つばさをはためかせて飛ひ翔しようした。陣じん内ないは龍の頭の上に立っている。

　翼のはためきで生じた突風に襲おそわれた冬とう馬まは、裂光の剣を地面に突き刺し、吹き飛ばされないようにこらえた。

「天と地は一つなり。天より出でよ、大地の戦せん槌つい」

　剣を突き出した陣内の召しよう喚かんに応じて、空中に無数の巨岩が出現した。大きさはまちまちで、家一つを丸ごと潰つぶせるような大きさのものもあった。

　それらが重力に従って、いっせいに落ちてきた。

　舌打ちし、冬馬は深み雪ゆきの許もとまで走った。彼女を担ぐように抱き上げ、

「耳を塞ふさぐんだ！」

　鋭するどく言い放つ。目をぱちくりさせた深雪だったが、すぐに耳を塞いで目をつむった。

　息を深く吸い込んだ冬馬は、空に向かって咆ほう哮こうをあげた。

　つんざくような咆哮は衝しよう撃げき波はとなって夜を揺さぶり、巨岩群を一つ残らず粉砕した。

　土くれと、それより細かな砂さ塵じんが、雨となって地上に降り注ぐ。

「み、耳がキーンってなっちゃいました」

　耳を塞いだまま、深雪が泣きそうな声を出した。

　冬馬と密接していなければ、彼女も咆哮衝撃波に巻き込まれていただろう。

「炎は父なり、大地は母なり。子は陽となって万物を焦がせ」

　陣内の新たな攻撃がきた。土の龍のいっぱいに開かれた喉のどの奥に光が生まれた。

「撃うたせるものか」

　深雪を降ろし、裂光の剣を横手に突き刺した冬馬は、両手を前に伸ばした。左右の掌てのひらを重ね、真っすぐに土の龍に向ける。

　掌の前に、光の点が生まれた。朱色、薄うす紫むらさき、淡い桜色、水色と、点は様々な色に変化を繰くり返している。

　点は、凄すさまじい力を振り撒まきながら、膨ぼう張ちようしていく。冬馬の周囲の空間が、同じような色を帯びて歪ゆがんだ。

　土の龍が光を吐く寸前、冬馬の技が完成した。

　膨張した光の点は、色彩鮮あざやかな光の奔流となって天に走った。

　土の龍の頭を蹴けって、陣内が跳ちよう躍やくした。口こう腔こう内の光を放つことなく、土の龍は冬馬の光を浴びて、塵ちりも残さずに消滅した。

　土の龍を消してもなお光の奔流は止まらず、月に向かって突き進んでいった。

　陣内が高笑いをあげた。大剣を構えて急降下してくる。

　素早く裂光の剣を抜いて、冬馬は跳躍した。

　天から地上へ、陣じん内ない。

　地上から天へ、冬とう馬ま。

　二人は上空で交こう錯さくした。

　陣内の大剣が上段から、冬馬の裂光の剣が下段から、夜気を裂く。

　冬馬の剣速が、紙一重だけ勝った。裂光の剣の切っ先が陣内の胸を薙なぎ、宙空に血が飛び散った。一いち撃げきを浴びたことにより陣内の剣の軌道がずれ、大剣は冬馬の体毛をかすめるだけに終わった。

　胸を斬きられたにもかかわらず、陣内の野や獣じゆうのような笑みは失せない。

　すれ違い直後に、蹴けりがきた。長い足によって繰くり出された蹴りは、遠心力を乗せて冬馬の背中を強打した。

　衝しよう撃げきは背骨を伝って全身に広がり、冬馬は目を剝むいた。

　体勢が崩れ、真っ逆さまに落ちていく。

　息ができずに喘あえいでいると、陣内が突っ込んできた。自在に空を飛べるらしい。

　彼の左手が、冬馬の右胸に突き刺さった。五本の指がそのまま胸の肉を削ぎ取る。さらに腹に拳けん打だを浴び、冬馬は鮮せん血けつを撒まき散らしながら境内に叩たたきつけられた。

　血を吐いて転がる冬馬の傍らに、陣内が降り立った。

　蹴けりと落下衝撃。背中への立て続けのダメージで身体からだが痺しびれ、目も霞かすんでいたが、冬馬は受け身に回らずに攻めた。

　上体を起こし、裂光の剣を投げつける。

　裂光の剣は、十数本という小型のナイフに分裂して迸ほとばしった。

　これには陣内も仰天した。避さけられないと悟った彼は、両腕で顔面を覆おおった。

　裂光のナイフは陣内の全身に突き刺さり、彼を後方へ吹っ飛ばした。

　冬馬はうつ伏せに、陣内は仰あお向むけに倒れて、互いに背中と胸を激しく上下させた。

「ぐっ……」

「ぬう……っ」

　呻うめきながら、二人は起き上がる。

「もう、やめるんだ」

　血に濡ぬれた胸を押さえながら、冬馬は瞳ひとみに憂いを滲にじませた。

「俺おれたちには、闘たたかう理由なんてないかもしれないんだ」

「今更、興きようざめするような世よ迷まい言ごとを言うんじゃねえよ。理由はある。無限の強さだ。俺は無限の強さのために──」

「小さ夜よちゃん……」

　その名に、陣内の野や獣じゆうのような笑みが失せた。打ち寄せた波が海へ帰っていくかのように、闘とう気きが引いていく。

　彼の反応は、あの少年の話が真実だということを物語っていた。

「覚えのある名前だろ？　小さ夜よちゃんは、あんたの──」

「黙だまれ」

　顔に表情はなく、目にだけ怒りを露あらわにして、陣じん内ないは低い声で言った。

「御ご託たくだ口こう上じようだなんてものを聞く趣しゆ味みはねえんだよ」

「聞いてくれ。あんたは──」

「お断りだ」

　陣内は、両手の中指を耳に添えた。

　直後に彼が取った信じ難い行動に、冬とう馬まは戦せん慄りつを覚えた。

　陣内の二つの耳から、ぶしゅっと血が吹き出した。

　離れて見ていた深み雪ゆきが、口を塞ふさいで悲鳴をあげる。

　陣内甲こう牙がは指を突き刺し、己の耳を潰つぶしたのだ。正気の沙さ汰たではない。

「これで、おまえの無む駄だ口ぐちを聞かずに闘たたかいに専念できる」

　顔中に脂あぶら汗あせを滲にじませ、荒い呼吸を繰くり返しながら、陣内は狂気じみた笑みを閃ひらめかせた。

「なんてことを……」

　伝えなくてはならないこと、訊きかなければならないことがあったというのに。

「無限の強さを求めようっていう気持ちは、あんた自身のものじゃないんだ。それにこれ以上闘えば、あんたは……死ぬんだぞ」

　苦汁に満ちた声で言った冬馬だが、陣内の潰れた耳に届くはずもなかった。

　剝むき出しにした歯を食いしばり、陣内が大剣の切っ先を真っすぐこちらに向けてきた。

　小夜の名を聞き消えかかっていた闘気が、強く大きく膨ふくれ上がり始めた。

「もう、闘いを避さけることはできないのか」

　新たな裂光の剣を生み出し、構えた冬馬の目元は、痛みに耐えるように歪ゆがんでいた。

　陣内は気づいているのだろうか。

　己の肉体が限界を迎えていることに。

「鬼族の転てん生しようは、命を削る行為だったんだ」

　最初は、もしかして、という推測にすぎなかったのだが、闘いの中で確信した。

　鬼族は、無限の一族などではなかったのだ。

　強くなればなるほどに、その代だい償しようとして命はすり減っていく。一向に塞ふさがる気配のない全身の傷が、なによりの証あかしだ。深雪を助けるために負った掌てのひらの傷からも、いまだに血が滴っている。

「終わらせるぜ」

　大剣を振りかざし、陣内が飢うえた獣けもののように突進してくる。

「くそっ」

　口の中で小さく吐き捨て、冬馬は陣内を迎え撃うった。




　黄おう金ごん狼おおかみの姿が、ダブって見えた。

　目が霞かすみ始めたのは、鍔つばぜり合いの最中からだ。

　出血が止まらない。再生能力が完全に失われているのだ。

　流れる血とともに、命の炎は着実に弱く小さくなっていく。

　耳を潰つぶしたせいだろう。頭痛がひどく、吐き気もした。

　──強さの代だい償しようが、命だったとはな。

　死が両腕を広げて待っていることに、陣じん内ないは気づいていた。

　どうやらこれが最後の闘たたかいのようだ。

　ならば、死力を尽くして闘おう。

　闘いこそが、至上の喜びなのだから。

　だが、喜びを妨げているものがあった。脳裏から離れない、赤い花を持った少女の姿だ。

　月つき森もり冬とう馬まは、小さ夜よという少女について知っているようだ。それを懸けん命めいに伝えようとしていた。

　知りたいとは、思わなかった。

　知れば、闘えなくなる。

　だから耳を潰した。

　闘えないのは、ダメだ。

　闘いこそが、鬼族最後の戦士、陣内甲こう牙がにとってのすべてなのだから。

　鬼神と黄金狼が吠ほえた。

　渾こん身しんの斬ざん撃げきがぶつかった。激しい衝しよう撃げきが生じて、陣内と冬馬は互いに吹っ飛んだ。

　速さは五分だが、腕力で勝るのは陣内だ。吹っ飛んだといっても、陣内はわずかに体勢を崩したにすぎない。対する冬馬は、仰あお向むけに倒れていた。

　すぐさま陣内は次の攻撃に移った。倒れる冬馬目がけて腕を突き出す。

　天まで焦がすような巨大な火柱が起こった。だが冬馬は、火柱が起きる半はん瞬しゆん前にその場を動いていた。後ろに逃げたのではない。前に斬きり込んできた。

　大剣を両手持ちで構え、陣内は迎え撃うつ。と、冬馬が腕を振って裂光の剣を投げつけてきた。裂光の剣は、十数本というナイフに分裂して迸ほとばしる。

　大剣を薙ないで弾はじいたが、すべてを弾くことはできず、数本が身体からだに刺さった。

　どれも浅い傷だが、手元を襲おそったナイフに親指を切断されたおかげで剣を落としてしまった。

　冬馬が突っ込んでくる。陣内は拳こぶしに力を込めて繰くり出した。応こたえるように、冬馬も拳を繰り出す。

　まともに激突する二つの拳。

　骨が砕ける手応えが、腕を通って頭に伝わってきた。

　拳が砕けたのは、陣内だけではない。冬馬の拳も砕けていた。

　腕力で勝るにもかかわらず五分になってしまったのは、親指が失われて拳こぶしが強く握れなかったためだ。

　耳が潰つぶれていなかったら、二つの拳が砕ける凄すさまじい音が聞こえたことだろう。

　──いい音を聞きそびれたぜ。

　獣けものの笑みを浮かべながら、陣じん内ないは冬とう馬まの頭を狙ねらって蹴けりを放った。冬馬も陣内の同じ箇所を目がけて蹴りを繰くり出していた。

　拳と同じように二人の蹴りは激突した。が、骨が砕ける衝しよう撃げきを味わったのは、冬馬だけだった。

　苦く悶もんの声をあげたのだろう。首をもたげた冬馬の胸に、陣内は両手で拳けん打だを喰くらわせた。それも刹せつ那なの間に十数発。右の拳は砕けていたが、関係ない。

　肋ろつ骨こつが折れる確かな手て応ごたえがあった。

　陣内の猛攻は終わらない。喀かつ血けつした冬馬の鳩尾みぞおちに、砕けた足を軸足にして蹴りを放った。

　鉄板すら軽く貫いてしまいそうな痛烈な蹴りは、狙い違たがわず冬馬の鳩尾に決まり、冬馬は目を剝むいて吹っ飛んだ。

　寺の入り口近くまで飛ばされた冬馬は、身体からだを地面に擦こすりながらも、辛うじて起き上がることに成功した。だがダメージは大きかった。塊のような血を吐いて、冬馬はくずおれた。

「これで、最後だ」

　大剣を拾い上げた陣内は、天高くに飛ひ翔しようし、空を貫くように大剣で真上を指した。

　陣内の周囲の空間が歪ゆがみ、炎が発生した。多量の炎は、まるで炎自体が意志を持っているかのように動き、掲げた剣の切っ先へと集まっていった。

　夜空は緋ひ色となり、火の粉が雪のように降り注いだ。

　炎は、徐々にある生き物の姿を成していった。

　鳥だ。

「熱く貴たつとき神鳥、太陽の使者。森しん羅ら万ばん象しようを汝なんじが翼つばさにて清め、天界へと還かえせ。生まれくるすべての新たな命のために」

　炎は一羽の巨大な鳥となり、首をもたげて高らかに鳴いた。

　深み雪ゆきが、うずくまる冬馬の許もとに駆け寄るのが見えた。

　終しゆう焉えんの時だ。剣を振り下ろせば、神鳥は降下を始める。神鳥は地上を炎の海と化し、山ごと冬馬たちを葬り去るだろう。

「俺おれ自身も含めて、な」

　神鳥は、命を振り絞った最後の攻撃であった。地上を火の海に変えた神鳥は、天にある陣内をも飲み込むだろう。抗あらがう力は、もうない。

「結局、無限の強さを得られたのかどうかは、分からずじまいだったな」

　そもそも、追い求め続けた無限の強さとは、一体なんだったのだろう。

　限りのないものを得ることなど、できはしないというのに。

　限りのないものなど、この世にありはしないのだから。

　たとえあったとしても、限りのないものに、どれほどの価値があるというのだろう。

　無限と言われた命が尽きて消えようとしている今、陣じん内ないはその真実を鮮せん明めいに感じていた。

「得られぬものを、俺おれは追い続けたのか」

　己を嘲あざけるように笑み、剣を振り下ろそうとした陣内は、石段を駆けのぼってくる小さな人影を見つけた。

　由ゆ花かであった。石段をのぼりきって寺へ入った由花は、冬とう馬まと深み雪ゆきを庇かばうように腕を広げ、叫んだ。

　聴力を失っていた陣内に、由花の叫びが聞こえるはずがなかった。

　だが陣内には、痛いぐらいにはっきりと聞こえた。

（お父ちゃんを殺さないで！）

　という、少女の全身の叫びが。

　それは由花ではなく、小さ夜よの叫びであった。

　由花が、小夜に見えた。

　生まれつき病弱だった小夜。

　強くなって剣術を習いたいと、ずっとお父ちゃんと一緒にいると言ってくれた小夜。

　おんぶよりも抱っこが好きで、なにより赤い花が好きだった小夜。

　守ってやれなかった、娘──。

　思い出の奔流が、陣内の心に甦よみがえった。

『あの男』によって封じられていた記き憶おくのすべてが、解き放たれた。

「小夜……」

　剣が振り下ろされた。いや、振り下ろしてしまった。

　神鳥が鳴き、紅ぐ蓮れんの翼つばさをはためかせた。

「ダメだ！　やめろ！」

　このまま神鳥が地上に降りれば、小夜を死なせてしまう。

　陣内は神鳥に降下の中止を命じた。だが神鳥を召しよう喚かんした時点で力のほとんどを失っていた陣内には、神鳥を止めることはできなかった。消滅させることも。

「小夜を……小夜を殺すな！」

　歯を食いしばり、陣内は翔かけた。神鳥の後を追っていく。

　死なせねえ！

　もう二度と小夜は死なせねえ！

　神鳥の速度は、速いものではなかった。追いついた陣内は、神鳥の背中に大剣を突き立てた。

　神鳥が鳴き、刹せつ那な、その炎によって成された身体からだは、空の高みで大爆ばく発はつを引き起こした。

　陣じん内ない甲こう牙がを飲み込んで。




　明治の初頭、陣内甲牙は愛まな娘むすめを『あの男』によって殺された。

『あの男』は、己の望みを叶かなえるために、陣内の過去の記き憶おくを封じ込めた。

　娘を殺されたことも、いや、娘がいたことさえも、陣内の記憶からはなくなった。

　代わりに『あの男』は、術によってある強迫観念を植えつけた。

　無限の強さを得るために、闘たたかいを求める。

　それが、陣内が植えつけられた強迫観念であった。

　鬼族は元来、争い事を好まない穏おだやかな気質であった。彼らが歴史の表舞台に姿を現すことがなかったのは、そのためだ。

　陣内甲牙は武人であったが、殺さつ戮りくを好む男ではなかった。

　無限の強さを得るためには、闘いを繰くり返さなければならない。

　彼の穏やかな性格は、『あの男』にとっては都合の悪いものであった。

　娘を殺されたという怒りの感情もまた、邪じや魔までしかなかった。

　娘を殺された記憶がそのまま残っていれば、陣内は『あの男』に敵かなわずと知りながらも闘いを挑んでいただろう。あるいは生きることに絶望して、自害の道を選んだかもしれない。それに憎悪が強すぎれば、強迫観念を植えつけることもできない。

　陣内の記憶を消すことによって、『あの男』はそれらを防いだのだ。

　記憶を封じられ、強迫観念を植え込まれた陣内は、魔力を持った『鏡かがみ』に封印された。

　百三十年近い時が流れ、『あの男』は陣内を『鏡』より解放した。

　四年前のことだ。

　そして陣内は、強迫観念に従って、無限の強さを得るために闘いを求めるようになった。

　それが、冬とう馬まが金きん褐かつ色しよくの髪と瞳ひとみの少年から聞かされた話のすべてであった。

「もしお兄さんが陣内さんに勝てば、『あの男』はお兄さんにも目をつけるかもしれない。そうならないよう、祈っといてあげるよ」

　そう言い残して、少年は去った。空間隔離の術が解かれたのは、その直後だった。




　神鳥の爆ばく発はつによって空一面に広がった炎は、冷えた夜気を真夏のように熱し、火の粉と火の塊を雨のように降らせた。

　冬馬が咆ほう哮こう衝しよう撃げき波はで降り注ぐ火を消さなかったら、山火事になっていた。

　市街から離れていたのも幸いだった。神鳥の爆発が起きたのが、もし市街上空だったとしたら、市街は空くう襲しゆうを受けたような状態になっていたことだろう。

　変身を解いた冬馬は、深み雪ゆきに支えられ、折れた片足を引きずるようにして境内の中央に向かった。

　肋ろつ骨こつをやられた胸は、軽く息を吸う度にずきずきと痛んだ。

　境内の中央に、陣じん内ない甲こう牙がは仰あお向むけになって倒れていた。彼の傍らには由ゆ花かがいた。

　陣内の姿は、目を背けたくなるほどに無残なものであった。

　全身が黒焦げになっていた。下半身は完全に炭化してしまっている。

「由花、見ない方がいい」

　言った冬とう馬まだが、由花は聞かなかった。

　陣内にはまだ息があったが、どうしてやることもできなかった。

　深雪がヒーリングを施したところで助かるようなケガではなかったし、仮にすべての傷を癒いやしたとしても、彼は助からないだろう。繰くり返された転てん生しようによって、生命そのものが尽きてしまったのだから。

「救えた命だったかもしれない。俺おれが闘たたかいを止めることさえできていれば……」

　苦しげに呟つぶやいた冬馬の顔を、深み雪ゆきと由花が見つめた。なんと声をかけたらいいのか分からない、二人はそんな顔をしていた。

「聞け、月つき森もり冬馬」

　掠かすれた声に、冬馬はハッと顔を上げた。閉じられていた陣内の瞼まぶたが薄うすく開いていた。

　彼が大事なことを伝えようとしているのだと分かり、冬馬は黙だまって頷うなずいた。

「月森冬馬……おまえには、底の知れない力が眠っている。黄おう金ごん狼おおかみの域を超えた力だ。『あの男』は……『院いん』の『長おさ』は、おまえにも白羽の矢を立てるだろう」

　思いがけない事実に、冬馬の目が見開かれた。

「『あの男』が、『長』……!?」

　あの少年は、結局『あの男』が何者であるかまでは話さなかった。

「守りたいものがあるのなら……闘え。『あの男』を倒せ。尽きかけてたおまえの命……俺の血で、いくらかは永らえたはずだ。おまえはまだ闘える」

　冬馬が頷くと、「どういうことなんです？」、深雪が説明を求めた。

　鬼族の血には、癒いやしの力があった。その血を、冬馬は陣内の喉のどを食い破った際に、偶然にだが多量に飲み込んでいた。

　鬼族の血に病巣を抑え込む力があったことに気づいたのは、陣内との闘いの最中だ。

　病巣が抑制されていなければ、全力で闘うことなどできなかっただろう。

　そのことを話すと、深雪の表情が輝かがやいた。これで助かると期待したのだろう。

　期待を砕くことになるが、冬馬は正直に言った。

「確かに、彼の血のおかげで病巣は抑えられてる。けど、消えたわけじゃないんだ」

「そうですか……」

　目を伏せ、深雪は落胆を露あらわにした。

「小夜……」

　不意に陣じん内ないの手が動いた。なにかをつかもうとするようなその手は、由ゆ花かに向かって伸ばされていた。

　由花が、驚おどろいたように冬とう馬まの顔を見た。

「由花が、死んだ娘に見えてるんだ」

　聡さとい由花は、それだけでどうするべきかを分かってくれた。

「小さ夜よ、どこだ……？」

「ここだよ」

　陣内の傍らにしゃがんだ由花は、炭同然の陣内の手を両手で握り、微笑ほほえんだ。

「ごめんな……父ちゃん、おまえのこと守ってやれなかった」

「ううん。そんなことない、そんなことないよ」

　微笑んだまま、由花は首を横に振った。由花の声が陣内に聞こえることはないが、それでもきっと彼には聞こえているのだろう。

　小夜の声として。

「強い子に……いつかきっと、あの花みてえに強い子に……」

「うん。あたし強くなる。あの花みたいに強くなるね」

「小夜……」

　陣内の目から零こぼれた涙が、黒焦げの頰ほおに染み込んでいく。
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　ゆっくりと、最後の鬼族──陣じん内ない甲こう牙がの瞼まぶたは降りていった。

　命の匂においが消えたその後に、彼が転てん生しようすることは、もうなかった。

　曼まん珠じゆ沙しや華げの花が、揺れていた。




　手に腕をぶらさげながら、響ひびき忍しのぶは鼻歌を歌っていた。

　目は猫ねこのように細められてはいたが、瞳ひとみは笑ってはいなかった。

　鼻歌を歌っている彼が上じよう機き嫌げんなのかどうかは、分からない。

　響が歩いているのは、駅の裏の寂しい通りだ。空き地と、おおよそ誰だれも使ってはいないだろう、雑草が生い茂ったテニスコートがあるだけで、人の姿は皆無だった。

　もし通行人がいたら、響の姿に腰を抜かしたことだろう。

　裸の上半身は血にまみれ、片手に銀の体毛に覆おおわれた腕をぶら下げているのだから。

　ひゅう、と冷たい風が吹き、響はぶるっと身み震ぶるいした。

　束ねていた髪は解け、それがひどく鬱うつ陶とうしかった。量の多い癖くせ毛げなど良いことなしだ。

「それにしても、あいつ腕上げとったなぁ。片腕しかもらえんかったわ」

　両腕を切断してやるつもりだったのだが。

　静しず馬まは、技のキレも威力も六年前とは別人のように上がっていた。

　六年前、御み剣つるぎと闇やみ薙なぎが激突した時は、響の闇薙ぎがあっと言う間に御剣を削り、圧倒したというのに、先の対決では、いくら闇薙ぎと御剣がぶつかり合っても御剣が削られることはなかった。

　この六年間にこなした実戦の数々と、飛鳥あすかでの修行が静馬の獣じゆう気きに磨みがきをかけたということだ。

「ホンマ、嫌いやなやっちゃで」

　脇わき腹ばらを押さえ、響は顔をしかめた。雷の刃やいばで斬きられた傷が、熱を持って疼うずいている。獣気で覆って止血はしてあるのだが、痛みまで完全に殺すことは難しい。

「やっぱり、迂う闊かつには闘やらん方がええな。闘り合おうとると、どうしても殺したくなってしまうわ」

　響には、静馬に対する殺意は実のところはなかった。今のところは、であるが。

　静馬を殺せば、麻ま里りが怒る。背は低いくせに、麻里は怒ると怖かった。

　任務は果たしたのだから『長おさ』も燐りんも文句はないだろう。あったとしても知ったことではない。

「あいつ一人を殺やったところで、意味はないんや」

　麻里を見殺しにしたのは、静馬に外ならない。だが麻里を本当に死なせたのは、もっと別のものだ。

　静馬の腕を持ち上げる。そこから滴る血に、響は嫌けん悪おを覚えた。

　生意気だな、と目元を歪ゆがめる。

「血の色は人と一緒や。せやのに……」

　自動販売機の横にあったくずかごに、腕を投げ捨てる。

「いらんわ」

　そう、いらないのだ。

「こんな血は……いらんのや」

　手を濡ぬらしていた血を──人じん狼ろう族ぞくの血を見て、響ひびき忍しのぶは吐き捨てた。




　夜空に炎が広がる光景を、静しず馬まはフェンスに背もたれて眺ながめていた。

　その光景が闘たたかいの終わりを告げていることは、すぐに分かった。

　響と対決した廃ビルの屋上に、いまだ静馬の姿はあった。

　変身は解かれ、素す肌はだの上にコートを着ているのだが、右の袖そでの中はカラだ。二の腕の真ん中あたりから持っていかれてしまった。右足も刺し貫かれている。

　獣じゆう気きで止血はしてあるが、それでも身動きはできなくなっていた。

　──せっかくの修行の成果も、技術戦ではあまり役に立ちませんでしたね。まあ御み剣つるぎが押し負けなかっただけでもよしということなんでしょうが……。

　飛鳥あすかで行った修行は、あくまでも攻こう撃げき力の強化を図ったものであった。

　響とは剣技勝負となった。彼の剣技は、六年前よりも見切りにくいものとなっていた。

　静馬が剣技勝負で響に勝ったことは、修行時代から一度もない。

　ダメージで見る限りは、今回も負けといえるだろう。

「……さて、いつまでもここでサボっていて姉様に見つかると怖いですからね。本家の方に──」

「誰だれが怖いって？」

　顔をしかめながら立ち上がろうとしていると、横から声をかけられた。

　非常階段の前に、赤い狼おおかみがいた。ケガをしているらしく、半身を引きずるようにして近づいてきた。

「私が怖いと思うのは、合あい鍵かぎも渡していないのに留守の間に勝手に部屋に入って壁かべ紙がみを張り替えている女性と、姉様だけです」

「そんなのと並べるんじゃないよ」

　側そばまでやってきた静しず華かは、燃える空の方に首を巡らせた。

「どうやらお互い、前座で終わっちまったみたいだね」

「ええ。ですが、どうにかうまいようにカタはついたみたいですよ」

　ここから本家までは距離があるが、風がうまい具合に吹いているおかげで、匂においで冬とう馬まの無事は確認できた。冬馬には、家から離れるなと口をすっぱくして言っておいたのだが。深み雪ゆきと由ゆ花かの匂においもする。

「前座にしては、中々壮絶だったみたいだな。腕を失なくすのは、今年で二回目じゃなかったか？」

　揺れている静しず馬まの袖そでを見て、静しず華かが言った。

「ええ。『院いん』で治ち療りようできればいいのですが、もうそういうわけにもいかなくなってしまいましたからね」

　香か沙ざ薙なぎ桂けいの時に続いて、『長おさ』の意志に背く真似まねをしたのだ。『院』に出向くことは、危険な行為と言えるだろう。

　ヨゴレ者として手配される、あるいは既にされている可能性も、ある。

「なら、どうするつもりだ？」

「面倒ですけど、京都にいって、橘たちばなさんにお願いしますよ」

「まあ、そうするしかないか。いいよ。だったらこのまま京都に向かいな。事の顚てん末まつは、後であたしから連絡してやる」

　言うと、静華は非常階段の方へ歩いて行った。尻尾しつぽがふさふさと揺れているのが気になった静馬は、「なにか嬉うれしいことでもあったのですか？」と訊たずねた。すると静華は振り返り、

「由花と深み雪ゆきちゃんを説教してやる。このあたしに心配をかけさせるとどうなるのか、今後のためにもしっかり身体からだに覚えさせておかないとね」

　笑むように口の端を歪ゆがめた。人の姿であったら、ニヤリというような笑みになっていたことだろう。

「おやおや」

　微苦笑し、静馬はコートから取り出したメガネをかけた。




　闇やみが広がっていた。

　闇のみで形成された空間の中に、燐りんはいた。

　床も天井も壁かべもありはしない。あるのはただ闇だけだ。

　闇に座し、燐は水晶球に両手をかざしていた。彼女が纏まとう衣装と同じように、水晶球は無数の淡い輝かがやきを帯びていた。

　燐の空のように蒼あおい瞳ひとみは、水晶球の中に二人の青年の姿を認めていた。

　一人は、冬馬だ。深雪と由花を抱き寄せるようにして、灰になって散ってゆく鬼の戦士を見送っている。

　もう一人は、香沙薙桂。彼は、岩畳の続く川原にいた。紫の瞳を血走らせ、大岩を拳こぶしで繰くり返し繰り返し殴りつけていた。拳は破れ、殴りつける度に血が飛び散っていた。

「自らを傷つけても、得るものはないというのに……」

　蒼い瞳が、かすかな憂いに揺れた。

　香か沙ざ薙なぎ桂けいは、いつも紫の瞳ひとみを悲しみでいっぱいにして燐りんを見つめる。それはなぜなのだろう。

　彼の瞳と燐の瞳が触れ合う時、いつも胸の奥に痛みが走るのは、なぜなのだろう。

「なにを考えているのだ、燐？」

　背後で澄すんだ声がした。座したまま、燐は首を巡らせる。

『長おさ』が、そこにいた。

　刹せつ那な、空間内の闇やみが、さあっと風のような音を立てて真紅に染まった。

　それは、『長』の髪と瞳と同じ色。

『長』は、絵画のように美しい男であった。燐のそれと似た衣装に身を包み、肌はだは純白と呼べるほどに白い。

「『長』……」

「余は燐が愛いとおしいのだ。燐は余を名で呼んでくれ」

　桜さくらの白い指が、燐の頰ほおを撫なでた。

「はい、桜様……」

　桜。それが『長』の名であった。姓などというものは、彼にはない。

　桜の手を取り、燐はその手に頰を寄せた。しばらくそうしていると、桜の手が燐の手を軽く引いた。導かれるように立ち上がった燐は、腰に手を回されて抱き寄せられた。

「陣じん内ない甲こう牙がは、滅びたか」

　唇くちびるを燐の耳に寄せ、桜が囁ささやく。

「はい。彼は、貴方あなたの望む無限を持ち合わせてはいませんでした」

　力は強大であったが、強さを得るために命が失われるような肉体は、必要ない。

「そうか。鬼の力と命にも、限りがあったか。それでは余には意味がないな」

　桜の吐息が、耳をくすぐる。唇が耳たぶに触れ、燐は小さな声を漏らした。

「香沙薙桂も……んっ……『最後の月』を入手することは、できませんでした」

　燐の耳を、桜が軽く嚙かんだ。燐は身体からだを強こわばらせる。

「鬼に求めた無限は泡あわと消え、香沙薙桂の力が目覚めることもない……なに一つ実りが得られぬとは、なんと悲しいことか。悲しみの余り、余は泣いてしまいそうだ」

　言葉とは裏腹に喉のどを震ふるわせて笑いながら、桜は燐の首筋に口づけを繰くり返した。

「だが、余には燐がいる。愛おしい燐がいる。愛する余の燐よ、新たな未来は、おまえの蒼い瞳に映ってはいないのか？」

　指先で燐の頤おとがいを反らし、桜が言った。潤うるんだ瞳で、燐は真紅の瞳を見つめる。

　燐は告げた。

　新たな未来が、月つき森もり冬とう馬まに視みえたことを。

「月森冬馬には、計り知れない強大な力が眠っていました。それは香沙薙桂に眠る力に並ぶほどの、大きな力……」

　燐りんには、人の未来を視みる力があった。

　誰だれの未来が視えるのかは、燐自身、決めることはできない。

　未来はある時、前触れもなく燐の蒼あおい瞳ひとみに映し出されるのだ。

　視たいと願ったからといって視えるものではなく、また視えた未来が必ず現実のものになるとも限らなかった。

　燐に視える未来は、ひどく朧おぼろげで不確実なものなのだ。

　陣じん内ない甲こう牙がの命と力に限りがあることも、燐には視えはしなかった。

「月つき森もり冬とう馬まに眠る力……？」

　香か沙ざ薙なぎ桂けいに眠る悪あく魔ま族ぞくとは異なる力は、桜さくらと同じ力だ。だが月森冬馬に眠る力がいかなるものなのかは、燐にも分からない。

　燐に視えたのは、月森冬馬が悲しみと引き換えにして、今はまだ目覚めきってはいないその力を解き放つ姿であった。

　それに似た未来を、燐はかつて香沙薙桂にも視たことがあった。

　香沙薙桂──。

　月森冬馬──。

　二人の青年は、悲しみと引き換えにして強大な力を得る。

　燐が視た未来が現実のものとなるならば、それは遠くない未来に起こるであろう。

「ならば月森冬馬にも余の望みを叶かなえ得る可能性は、あるということか」

　頷うなずいた燐の唇くちびるを、桜の唇が塞ふさいだ。舌が唇を開き、侵入してくる。

　ふっと燐の身体からだから力が抜けた。崩れそうになったのを、桜が深く抱き寄せるようにして支える。

　唇を離し、桜が言った。

「香沙薙桂のことを、考えていたな」

　燐の蒼い瞳が、見開かれる。

　身体を小刻みに震ふるわせ、燐は首を横に振った。震える彼女は、打ち捨てられた子こ猫ねこのようだった。

「よい。余が忘れさせてやる」

　桜の唇が、燐の首から肩をなぞり、胸元に落ちた。













　　　　エピローグ







　冬とう馬まの家でささやかなパーティーが開かれたのは、陣じん内ない甲こう牙がとの闘たたかいから五日後のことだった。

　お流れになってしまっていた由ゆ花かのお誕たん生じよう日びイブパーティーを、冬馬と深み雪ゆきと由花の三人で改めてやり直したのだ。

　テーブルに並んだ深雪の料理と、兄直伝で冬馬が焼いたバースデーケーキ代わりのアップルパイに、由花は大はしゃぎした。

　元々の予定では外食するはずだったパーティーが、自宅で行われることになったのは、冬馬がいつ身体からだの変調に見舞われるとも分からないからだ。

　この日の主役の由花は、そんなことは知らなかったが。

　冬馬の顔色の悪さをずっと心配していた由花には、風邪かぜが長引いているだけだと話してある。

「やっぱり、和室に布団敷しいてそっちで寝かせた方がいいかな？」

　はしゃぎ疲れたのか、ソファーで寝てしまった由花に、冬馬は破顔した。

　由花の首には、「これから寒くなるから」と深雪がプレゼントとして編んだマフラーが巻かれ、腕には冬馬からのプレゼントであるイルカのぬいぐるみが抱き締しめられていた。

「気持ちよさそうだもんな。起こさないでおこう」

　和室から毛布を一枚取ってくると、冬馬はそれを由花にかけた。

　姉には、由花は今日は家に泊まっていくからと後で電話をしておけばいいだろう。

「少し外の空気を吸ってこよう」

　カーディガンを羽は織おると、冬馬は外に出た。深雪がコンビニに切れてしまったラップを買いにいっているので、そっちの方へ歩いていけば出くわすはずだ。

　月と星の眩まぶしい夜だった。

　小さな公園の前にさしかかった冬馬の目に、入り口の脇わきに咲いていた曼まん珠じゆ沙しや華げの花が入ってきた。

「まだ、咲いてるんだな」

　十一月に入り、これから寒くなっていく。季節は晩秋から、冬へと移り変わっていく。曼珠沙華の花が見られるのも、あと少しだろう。

「冬に花が枯れて、初夏に葉が枯れても、根は残るんだ」

　根がある限り、それは死ではない。

　陣じん内ない甲こう牙がは、病弱な娘に、この花のようであって欲しいと願った。

　彼とはまた別の意味で、冬とう馬まも、「俺おれもこの花のようでありたい」と思っていた。

　曼まん珠じゆ沙しや華げは、厳きびしい冬の間に根に養分を溜ためて、また秋に真っ赤な花を咲かせるという。

「大事なのは、生きていくことなんだ」

　生き続けていれば、また新しい花を咲かせることもできるのだから。

　それは、花も人も変わらない。

「冬馬さん」

　声をかけられ、冬馬は曼珠沙華から顔をあげた。ビニール袋を提さげた深み雪ゆきが立っていた。

「身体からだ、冷やさない方がいいですよ」

「ん。すぐ家に戻るよ」

　二人は並んで、夜道を歩いた。

「俺は、闘たたかおうと思う」

　歩き出してしばし、冬馬が口を開くと、深雪の足が止まった。彼女より数歩前に出てしまった冬馬は、振り返って彼女を見た。

　笑っているような、悲しんでいるような、不思議な表情を浮かべていた。

「この五日、ずっと考えてたんだ。俺はこれからどうするべきなのか、って」

　陣じん内ない甲こう牙がは、いまわの際に伝え残した。

　命を弄もてあそぶ、『あの男』──『長おさ』という存在がいることを。

　冬馬は確かに受け取った。彼のメッセージには、娘の仇かたきを討って欲しいという気持ちも含まれていたはずだ。

　それは、愛する者を奪われ、人生を玩具おもちやにされた哀れな男の最後のメッセージであった。

「陣内甲牙は、由ゆ花かを助けてくれた。深雪さんのこともだ。でも俺は、彼を助けてはあげられなかった」

「でもそれは──」

　深雪を遮さえぎるように、冬馬は首を振った。彼女はこう言おうとしたのだろう。それは仕方のなかったことです、と。

「俺は仕方のなかったことだなんて思いたくないんだ。闘いを止める術すべはきっとあったはずなんだ。でも俺にはそれを見つけることができなかった」

　悔やんで、落ち込もうなどというつもりはない。いくら後悔したり自分を責めたところで、過ちを変えることはできないのだから。

　後悔は、落ち込むためのものではない。同じ過ちを繰くり返さないために、自分はなにをするべきなのか。それを考えるためのものなのだ。

　考え、冬馬が出した答えが、闘うことだった。

　冬馬自身が『長おさ』の標的になるかもしれないと、陣内ともう一人の少年が言っていた。

　どのみち闘うことからは逃れられないのだ。ならば自分で闘うことを選び、納得して闘いたかった。

「闘たたかえば、俺おれはまた命を削られる」

　ジーンズのポケットから右手を出し、広げる。薬指の『久く遠おんの月つき』には、幾筋かの薄うすいヒビが入っていた。

　なぜ『久遠の月』にヒビが入ったりしたのか。闘いの後で気づいた冬とう馬まは、兄に相談してみた。

「確証はありませんが、『久遠の月』の戦せん闘とう能力を引き出す力にも、限界があったということでしょう。使用者に眠る力が大き過ぎた場合、力が引き出し切れなくなる。それでも無理やり力を引き出そうとすると、指輪がもたなくなる。きっとそういうことなのでしょう」

　それが兄の推測だった。

　陣じん内ない甲こう牙がも言っていた。おまえには底知れない力がある、と。

　冬馬自身、陣内との闘いで発揮した力には驚おどろいていた。

　果たして自分にどれだけの力が眠っているというのか。そしてどれだけ身体からだがもつというのか。

　鬼族の血によって病巣が抑制されているとはいえ、それもある程度のことでしかない。

　目眩めまいや吐き気、身体からだの痛みには毎日のように襲おそわれている。

　抑制効果がどれだけ続くのかも、全く分からない。

　まさしく爆ばく弾だんを抱えた、明日をも知れない身なのだ。

「俺はもう、いつ死ぬか分からない。闘うことを決めた以上、敵に負けて死ぬことだってある。けど──」

　目を伏せるようにしていた深み雪ゆきの肩に両手を置いて、冬馬は言った。

「けど俺は、もうなにがあっても生きる意志は捨てない。命が尽きる最後の一いつ瞬しゆんまで、生きるためにあがいてみるつもりだ。だから君にも、約束して欲しいんだ」

「え？」

「もう死の奇跡なんて絶対に使っちゃダメだ。俺のために命を投げ出すなんて、そんなことはしないで欲しい」

　自己犠ぎ牲せいで人を救っても、救われた方には、「自分のせいであの人が死んだ」という罪悪感と悲しみが残される。

　自己犠牲で人は救えない。誰だれかを救うためには、自分自身が生き残ることを忘れてはならないのだ。

「当たり前のことだけど、俺たちが一緒にいるためには、二人が揃そろって生きていなくちゃいけないんだ。俺は生きる意志は絶対に捨てない。兄さんたちに協力してもらって、助かる方法を探してゆく。だから君も、自分の命をなによりも大切にして欲しい」

「……はい」

　屈託なく、深み雪ゆきは微笑ほほえんだ。瞳ひとみには涙が滲にじんでいた。

「それと……もう一つあるんだ。その、これは約束して欲しいとかじゃなく……お願いというかなんというか、なんだけど……」

「？」

「えーっとだね……まあ、なんというかその……これから冬だし、っていうのは関係なくて、その……」

　口調はしどろもどろ、顔は真っ赤という冬とう馬まを、深雪は訝いぶかしげに見ている。

　この時深雪は、「冬馬さん、もしかしてお熱が出てきちゃったのかしら？」などと思っていた。

　くるっと後ろを向いて深呼吸をした冬馬は、頰ほおをバシバシ二回叩たたいて向き直り、

「俺おれと一緒に暮らして欲しい」

　深雪の両肩をぐっとつかんで、きっぱり言った。

「少しでも長い時間を、深雪と一緒に過ごしたいんだ」

　深雪の目が、これでもかといわんばかりに見開かれた。

「だ、ダメ……かな？」

　拒否されたらどうしよう。深雪の返事を待つ間、冬馬の心拍はうなぎ登りに上昇していった。

　時間にすれば、ほんの数秒のことだったのだろう。だが冬馬には一秒が一分にも一時間にも感じられた。

「カーテン、取り替えさせてくれるなら」

　それが深雪の返事だった。

「カ、カーテン？」

　思いもよらない返事に、冬馬の声は裏返った。

「一緒に暮らすなら、リビングのカーテン、わたしの好きな色に変えさせてください。あのお部屋なら、グレーよりもピンクが似合うって、ずっと前から思ってたんです。構いませんか？」

「あ、ああ。構わないけど……」

　了承すると、深雪はにっこり笑い、冬馬に持っていたビニール袋を差し出した。条件反射のように冬馬はそれを受け取った。

「それじゃあわたし、これから一度お家うちに戻って、着替え取ってきます。ラップ買っておきましたから、余ったお料理、お皿さらに移しておいてくださいね」

「う、うん」

　頷うなずいた冬馬に、深雪が背を向けた。栗くり色の髪がさらっと音を立てる。

「深雪って呼び捨てにしてもらえて、わたし、嬉うれしかったです」

　背中を向けたまま、深雪が言った。

「え……あ」

　言われてみれば、と冬馬の顔は再び熱くなった。意識して呼び捨てにしたわけではないのだが──。

「これからは、いっぱい一緒にいましょうね」

　顔だけこちらに向けて微笑ほほえむと、深み雪ゆきは駅に向かって、きた道を戻り始めた。

　去っていく深雪の後ろ姿を見送りながら、冬とう馬まは目を細めて呟つぶやいた。

「ああ、いっぱい一緒にいよう」

　そのために闘たたかおう。

　そのために生きていこう。

　空を仰ぎ、冬馬は胸の前に持ち上げた、右の拳こぶしを左手できつく握り締しめた。

　月に誓うように。













　　　　あとがき







　若い若いと言われていても、なんだかんだでもう二十三。うかうかしてたら、三み十そ路じなんてあっと言う間。三十路を越すと、徹てつ夜やがこたえたり、『おっさん臭』なるものが発生したりしてしまうのだろうか（恐怖だ……）。

　足腰が元気な今のうちに、もっと遊んでおこう、と心に誓う二十三歳の春でありました。




　どうも。惜しむらくは志し村むら一かず矢やです。

　この三巻で、文庫デビューからちょうど一年になります。

　たかが一年、されど一年。なんだか道に迷ってばかりの一年でした。でも道に迷うということは、自分が『道』の上を歩いているというなによりの証拠。道がなくちゃあ、迷うこともできません。迷えるうちが花ってことで、これからもいっぱい道に迷いながら、頑張っていこうと思ったり思わなかったりしています。

『月と貴女に花束を』も折り返し地点を過ぎました。二巻のあとがきで全五巻です、と書いたところ、「もっと続けて」とありがたいことを言ってくれる方もいましたが、冬とう馬まと深み雪ゆきの物語は、五巻でひとまず終わります。

　シリーズ残り二巻、例によって愛情込めて全力で書いていきますので（小説は愛情だ！）、途中で投げ出さず、冬馬と深雪の結末を見届けてやってください。三巻では出番のなかった鷹たか秋あきと真ま矢やも、四巻では再登場します（多分）。そこそこに活かつ躍やくすると思うので（これも多分）、期待しててください。あんまりあの二人に期待されても困るけど。




　お手紙くださった読者の皆さん、ありがとうございます。ちゃんと全部読んで励みにしています。作品の感想だけでなく、将来の夢とか趣しゆ味みのこととか、こんな環かん境きようで頑張ったり苦労したりしています、なんてことが書いてあると、手紙を書いた人の顔が見えてきて嬉うれしいかな？




　では、また次巻で。




　二〇〇〇年　四月


志し村むら一かず矢や
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志し村むら一かず矢や

２月21日生まれ。第５回電撃ゲーム小説大賞に於いて、『月と貴女に花束を』で選考委員特別賞を受賞。最近視力が低下した分、嗅覚が鋭敏になった。どうも着実に『犬化』が進行しているらしい。次は……尻尾？
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イラスト／椎しい名な 優ゆう

第５回電撃ゲームイラスト大賞金賞受賞者。電撃文庫『月と貴女に花束を』の他、「ドラゴンマガジン」（富士見書房刊）では、『エンジェル・ハウリング』でビジュアルを担当。現在「電撃ｈｐ」誌上にて、イラストストーリーを連載中！










月つきと貴女あなたに花はな束たばを3




鬼き神しん猛もう襲しゅう
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